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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　それは、誰からも祝福されることのない結婚式だった。

　陸地から不便に離れた小さな島。その寂れた岬に続く遊歩道の脇にぽつんとある教会。すでに取り壊しが決まっていた。ひび割れた壁紙。変色したマリア像。電灯の類はすでに取り外され、ステンドグラスの窓から射さし込む夕ゆう陽ひだけが聖堂の視界を保っていた。背もたれに背後の人のための読書台が備え付けられた長椅子は再利用を諦められたのかそのままに放置され、大きな聖堂の虚むなしさを増す助けを買って出ていた。

　椅子には誰も座っておらず、祭壇には神父すらいなかった。聖堂にいるのは、花婿と花嫁だけだった。

「……何だかしまんないな」

「だから言ったじゃないですか。別に無理に格式ばらなくたっていいですよって」

　花婿──冴さえ木きタツヤが苦笑と共に漏らした言葉に、花嫁──グレイスはウェディングヴェールの隙間から見上げるように苦笑を返した。

　冴木は三十歳という実年齢より若く見られることが多い、童顔で華きや奢しやな男性だった。縁なしの小さなメガネをかけており、今日のために精一杯セットした髪が花婿に相応ふさわしい清潔感を見せていたが、いかんせん慣れていない白色のタキシードに明らかに着られていた。

　対してグレイスは試着で一度だけ袖を通したごく薄い桃色のドレスを完璧に着こなし、またその振る舞いも花嫁に相応しいたおやかなものだった。普段は肩ほどのテールに括くくっている黒髪をアップにし、いつもはほとんどしないメイクを丁寧にしたことで女性の艶が増していた。見た目も実年齢も冴木より十歳下ではあったが、その母親的な落ち着きから精神年齢は常に上に見えた。

　誰も来なくても良い、きちんとした場所で式を挙げようと言い出したのは冴木だった。自分たちを取り囲む情勢を考えれば仕方のないことではあるが、都市部の式場にはことごとく断られた。

まさか神父にまで逃げられるとは思っていなかったが。

「ほら、済ませてしまいましょう？」

　促してくるグレイスに冴木はペンタブを取った。

　木製の祭壇の上にはろうそくを置く燭しよく台だいの一つすらなく──それどころか意匠のついた祭壇布すらかかっておらず──ただ無機質に有機液晶のタブレットが置かれていた。そこにはそれぞれの誓いの言葉が書いてあった。




　一秒でも早く迎えにいきます




　冴木の誓いだった。

　二人は職場結婚で、働いている部署は違うが建物は同じだった。シフトの時間を合わせ、いつも一緒に帰ろうと言い出したのは冴木自身だったが、研究の仕事に没頭するあまり約束を反ほ故ごにすることが多かった。

「こ、今月は大丈夫だから。さすがに」

　言葉の下にサインして、冴木はペンタブをグレイスに渡した。「今月じゃなくて一生の誓いですよ？」とグレイスは笑って流した。




　無理をしません




　グレイスは自分の誓いの言葉を黙読し、サインした。それまで病気知らずだったグレイスが臓器を移植してからは人並みに不調を感じるようになった。冴木と同じく仕事に熱心なグレイスは、それを押して働くことがままあった。今となっては良い思い出の一つである初めての本気の痴話喧げん嘩かは、冴木がグレイスの体調を気遣って、つい語気荒くそのことを咎とがめてしまったことがきっかけだ。

　グレイスは冴木の所属する研究所が抱える医療機関の看護師だった。




　お互いのことを、一生涯守ります




「これって、もう一度この下にサインするのかな？」

　夫婦共同の誓いの言葉を見て、冴木は眉をひそめた。

「非公式のものですから、これといった決まりはありませんね。別にお役所様に提出するわけじゃありませんから」グレイスは答えた。

「しまんないなあ」

　不承不承といった感じで、それでも冴木は一応サインした。グレイスもそれに倣った。アップロードボタンをタップすると同時、当事者たち以外はアクセスすることができないプログラムが施されたファイルにデータが転送された。

　データが無事に保護された旨を伝えるメッセージが表示されるのを見届けていた冴木は、ふと隣のグレイスが誰もいない聖堂を見つめていることに気付いた。

「……ごめんな。こんな形でしかやれなくて」

　グレイスの表情に普段にない色を感じ取った冴木が、ばつ悪そうに言った。するとグレイスはかぶりを振った。

「違いますよ。嬉うれしいんです」

「どうして」

「ここは長い間使われていなくて、もう取り壊されるのでしょう？　でも私たちはもう一度ここに役目を与えることができました。それは、私にとって大事なことです」

　あなたならわかるでしょう？　とグレイスは微ほほ笑えんだ。

「────」

　冴木はその笑みを見て、思わず言葉をなくした。

　もちろん冴木にはそのことがわかった。そしてその笑みに込められた信頼も、奥にある愛情もまるでその場にあることが当然のように感じられた。

　ただただ自然に、夫婦だ、と冴木は実感した。

　冴木はグレイスに微笑みかけ、ゆっくりとヴェールを上げた。

「僕はあなたを、一生涯守ります」

「私もあなたを、一生涯守ります」

　もう一度誓いの言葉を繰り返し、二人は口づけた。

　互いに交換した臓器──心臓が、胸で同じように鳴っていた。




　２０××年。

　史上初めて、人とＡＩが結婚した瞬間だった。






　冬の雪空。

　爆音が響いていた。

　装甲を喰くい破られた武装ヘリが眼下の海に落ちることすら叶かなわず炎に巻かれて四散する。フレアを撒まいて難を逃れたもう一機のヘリに、振り落ちる雪を縫って無数のドローンが接近する。五メートルの有効範囲に入った瞬間、荷重限界まで積載されていた爆薬に信号が送られ、ドローンはヘリを巻き込んで自爆した。

「……どういうこと」

「…………」

　ヴィヴィの呟つぶやきに、珍しくマツモトは冗談や皮肉の一つどころか一切の言葉を返さなかった。

　寒風が荒れる海上で民間の遊覧船を装っていた揚陸艇が、上空から落下してくる仲間の破片を搔かい潜くぐって速度を上げた。エンジンの悲鳴がヴィヴィの聴覚センサーに届いた。限界速度で上陸まで一分の距離になった途端、陸地の突端が動いた。

　土木作業に従事する無数の円柱型のＡＩたちだった。まるで人が身を投げるように次々に海へ飛び込んだ。水しぶきが上がり、海流の動きを完璧に計算した最適な経路で揚陸艇に迫った。海水の浸食、冬の海の低温をまるで意に介していなかった。

　数秒の沈黙があったあと、揚陸艇の船首が岩に乗り上げたように跳ね上がり、炎を上げて停止した。海中で特攻されたのだ。

　まるでその炎を目印にするかのように複数の落下傘が上空から落下してきた。空中での爆散を逃れた人間たちだった。一秒ごとに落下傘と身体に雪が張り付きその白さを増していった。気絶しているのか、全員の頭と腕が垂れ下がっているのをヴィヴィのアイカメラが捉えた。

　そのあとを、無慈悲にやはり一切の無駄なくドローンが追っていた。

「どういうことなの」

　繰り返したヴィヴィの言葉は強さと怒りを含んでいた。やはりマツモトは答えなかった。直線距離で二キロ以上離れていた。間に合うはずがなかった。

　爆発が起こった。

　それ以外、なにも確認することができなかった。

　悲鳴も、犠牲者の身体からだも、血の赤すらも見えなかった。

　ヴィヴィははるか遠くで──しかし目の前で起こっている光景を見つめることしかできなかった。




　人間が、ＡＩによって殺されていた。
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　クローズド領域に隔離されていたプログラムが起動した瞬間、ヴィヴィは定められたシークエンス通りに自身とその近距離の状況把握を開始した。

　現在進行形となる危険対象は視認できず、最低感度の反響定位スキャンに反応なし。同空間内に運動対象はなく、ここまでの自己確認システムにノイズ及び前回行動時からの大きな変更なし。

　暫定の安全は確保されていた。

　受けてヴィヴィは寝起きの人間が昨夜の出来事を思い返すように、自らの直近のログを参照した。

「──エステラ。それに、エリザベス……」

　即座に想起されたのは、ヴィヴィに寄り添い優しくしてくれたＡＩ。

　そして彼女の双子の妹であり、ヴィヴィが激しい戦いを繰り広げたＡＩだった。

　前回のシンギュラリティポイント、宇宙ホテル『サンライズ』からヴィヴィを乗せた避難艇が無事に地球の空港に着陸したあと。サンライズがコントロール不能に陥り落下するかもしれないという事態は、当然地表でも大きな騒ぎになっていた。が、すぐに落下による地表への直接的な被害はないという報道が発表された。

　エステラによるサンライズのパージがうまくいったのだ。

　サンライズからの避難客は、その後全員が最寄りの病院へと移送された。目立った負傷者はいなかったが、突然命の危険に晒さらされたストレスは無視できるものではなかったし、元々宇宙観光業は利用者が宇宙から帰還した際に、健康保持のため病院での簡単なメディカルチェックを義務付けていたからだ。

　アーノルドとユズカとはそこで別れた。

　いつかまた会えるか、という二人の問いにヴィヴィは言葉を探したあとに言った。

「……そうですね。いつかまた」

　二度と会うことはない──少なくとも自分から積極的に会いにいくことはできないとわかっていた。そう答えるのが精一杯だった。

　シンギュラリティ計画に従事するヴィヴィは、そもそもシンギュラリティポイントでしか稼働できない。それ以外の時間では基本的に目覚めることすらない。またその存在は可能な限り知られてはならない。歴史に不必要に干渉しないためだ。

　二人と別れたあと、ヴィヴィはマツモトが改かい竄ざんしたスケジュールに則のつとって、自らの開発元である巨大ＡＩ企業、Organize Generation Corp. 通称ＯＧＣへと移送された。元々オーバーホールという名目でニーアランドを離れていたヴィヴィだ。そこでサンライズでの活動中に負傷したボディのメンテナンスを実施、実際にオーバーホールを行ったのち、ニーアランドへと帰還した。

　そこで眠りにつき、ディーヴァへとボディの支配権を返したのだ。

　そして今、目覚めた。




　マツモトが最初に接触してきた『ＡＩ命名法』の一件。

　前回の『落陽事件』の一件。

　そして今回。三度目のシンギュラリティポイントがやってきたのだ。




（ぱっと見た感じ、あまり変化はないけど……）

　ヴィヴィは周囲を見渡した。そこは見慣れた一室だった。

　充電及びデータクリンナップを行う待機端末、つまりはベッドからヴィヴィが身を起こすと同時、部屋のシャンデリアに明かりが灯ともった。どこか西洋を思わせる内装の、あちこちに飾られた花が無駄なく気品を演出している見慣れた部屋。プリンセスパレスの最上階、ニーアランドに訪れる客に見学ツアーが組まれることもある歌姫の部屋だ。一介のＡＩに与えられる空間としては不相応だが、

「ディーヴァ」はただのＡＩではなくお客様のために歌う歌姫でなければならない。たとえ、ステージに立っていないときだとしても。

　清潔に整えられた区画に山積みにされていたファンレターやプレゼント──感心なことに食べ物の類は一切ない──を見て、ヴィヴィはほんのわずかに表情を緩めた。

　そしてそれらに近付こうとし、足を止めた。

「…………」

　自分が歌っていたときよりも明らかにプレゼントの容量が増えていた。よく見れば部屋に飾られた花の鉢には例外なく入力のスイッチがついていた。おそらくは全てがプレゼントなのだろう。スイッチをオンにすれば客の個人情報とメッセージなどが表示されるはずだ。




　──「ヴィヴィ」である自分が眠っていた間、「ディーヴァ」はうまくやっていたようだ。




　ヴィヴィは置かれている大きな楕だ円えん形の鏡に映っている自分の姿を見つめた。ご丁寧に寝巻を着ていた。ずいぶんと可愛かわいらしい薄青色のヒラヒラとした上等なものだ。ヴィヴィの記憶にそんなものを着た経験の記憶はなかった。

（ディーヴァの演出かしら。まさか寝ているところまで見学ツアーに含めたとは思わないけど）

　寝巻はもちろん、自分のボディの状態がどうなっているか正確に判断できるＡＩには本来鏡すら必要ない。どうやら眠っている間に色々とディーヴァの立場は動いているようだ。

　必要であればあとでディーヴァのログを精査し、少なくともヴィヴィとして稼働する間、認識の齟そ齬ごが出ないようにするべきだろう。

「……？」

　ふと、ヴィヴィは違和感を覚えた。

　鏡に映っている自分のボディに変化はない。だが。

　右の拳を持ち上げ、裏表を仔し細さいに確認する。握られた親指から順番にアクチュエータを動かし、小指までをぴんと開く。また小指から順番に親指までを閉じる。片足を伸ばしたまま前方に浮かせる。四十五度。九十度。百七十度。軸足一本で飛び上がり後方に回転して着地する。

　一切のブレがなかった。

（……運動回路と演算がアップグレードされてる？）

　体重移動や姿勢制御の内部機構が前回の起動時より明らかに滑らかになっていた。先のオーバーホール以降、また大幅なボディ内部のメンテナンスと部品の交換が行われたのだろうか。

　やはりログを精査するべきか。ヴィヴィがそう演算した瞬間、

「どうしたのですか、ディーヴァ？　こんな時間に」

　鏡から声が響いた。

　ヴィヴィは自己防衛プログラムから、ほぼ自動的に足を一歩引き警戒体勢を取った。

「明日のステージのパフォーマンスの下準備ですか？　それとも、衣装の確認ですか？」

「……ええと」

　大人びた女性の声だった。

　ヴィヴィはその声に聞き覚えがなかった。答えに詰まっていると鏡は続けた。

「夜更かしは推奨しませんが……衣装で迷っているなら、これまでの定番で表示しますね」

　すると、ヴィヴィが身に着けていたそれまでの寝巻が一瞬で見慣れたステージ衣装に変化した。

　驚きのエモーションパターンを表情に出す間もなく、立て続けに色違いのバージョンやバラードを歌うとき専用のロングドレス、アップテンポ時のボーイッシュな衣装へと変化する。

「明日のセットリストなら今の順序が無難だと思いますが」

　ようやくヴィヴィは鏡の縁についている極小のカメラホールに気がついた。焦点距離を合わせるようにレンズがわずかに稼働していた。

　立体映像だ。

　ヴィヴィは、驚きのエモーションパターンを律儀に表現しようとする自分の回路を意識的に遮断し、投影された服を触った。どういう仕組みになっているのかきちんと手触りがあり、触った箇所が指の形に合わせて皺しわを作った。

「ディーヴァ？　……調子が悪いようですね。少々お待ちください」

　鏡の心配そうな音声のわずか数秒後、部屋のドアがノックされる音が響いた。

「どうしたのー？」

　了承の返事をする間もなく気軽な調子で部屋に入ってきたのは、巨大なヤマアラシだった。

　公式の設定身長百五十六センチのヴィヴィの腰ほども高さがあった。背中にびっしりと生やしている柔らかそうな針毛がゆさゆさと揺れていた。そして絶望的に短い脚をちょこちょこと動かしてヴィヴィの間近まで歩いてきた。

　ハリィ。

　ニーアランドで活動するキャストの一体だ。

　いたずら好きな設定で、それが見つかっては反省するが、すぐにまたいたずらを繰り返すという少年のような性格で、子どもたちに人気があった。

「駄目じゃん、ディーヴァ。明日も早いんだから。寝ないと。それとも、一緒に夜更かしする？　あ、そうしちゃう？　そうしちゃおっか！」

「…………っ」

　どうなっている、とヴィヴィは沈黙を貫く裏で演算を走らせた。

　鏡もハリィも見覚えがある。それ自体は問題がない。しかし、ヴィヴィの記憶にある鏡は喋しやべりなどしなかったし、ハリィはそもそもステージでのみ活動するキャストで、決められたセリフを喋るだけのＢＯＴだったはずだ。対話を試みようとする機能などついていなかった。

　見たところ、鏡もハリィも──夜更かしを誘ってきているところはともかく──おそらくはディーヴァの身の回りのことを担当しているのだろう。しかしその役目は、これまで人間が担っていたはずだ。ヴィヴィの記憶回路が、顔見知りの女性スタッフのプロフィールを想起させた。

（色々な技術が大幅にアップグレードされてる……？）

　内心で自らの状況判断の迂う闊かつさを悟り、ヴィヴィは即座に自身の内部時計にアクセスした。起動時に確認しておくべきだった。

　改善されているボディといい、当たり前のように接してくるＡＩたちといい、服の立体映像を使用者の皮膚感覚へのフィードバックつきで再現する技術といい、前回の起動時、サンライズの一件からは明らかに時間が進みすぎていると予想できた。

　三十年か。いや四十年か。

　ともかく、時代の状況に合わせ、不自然のないように振る舞わなければならない。

　時間は、午前零時過ぎ。

　十二月。冬だ。

　西暦は──

「ディーヴァ？」ハリィが言った。

「…………」

　ヴィヴィはハリィを無視して二度のセルフチェックを行った。

　異常はなかった。内部時計は正常に働いていた。

　正確な年月日だ。

「あれれ、本当に調子が悪い感じ？　データリンクして洗い出す？　それならやっぱり一緒に夜更かし──」

　突然、ハリィの音声が途切れた。

　そしてハリィのボディ内部のハードディスクが高速で動いている独特の唸うなり声のような音が聞こえてきた。

「……あーもー何だってこんな非合理な運動関数を組んでるんだ、面倒くさい。あ、あーあーテステス。ヴィヴィ？　わかります？」

　そして不意に音声が変化した。

　ヴィヴィはハリィに──いや、そのハリィのボディに向き直って言った。

「マツモト？」

「……何ですかその年甲が斐いもない派手な格好は。あれ、この子のアイカメラ壊れてませんよね？」

　わざわざハリィの表情で「呆あきれ」を作るマツモトに、ヴィヴィはステージ衣装であるタンクトップにハーフパンツの自分の服──正確にはその立体映像──を見下ろした。

「ハリィ。規定外のデータが見られます。今すぐにセルフチェックを──」

「黙らっしゃい」

　喋り出した鏡をマツモトが遮った。その途端、どこについていたかわからないマイクへの出力が切られたのか、鏡は沈黙した。

「聞きましたか奥さん。ハリィですって。きっと背中の針から取ったんでしょうけど安易だと思いませんか？　ゾウの愛称をハナオとかにするのと同レベルですよ、いったいどんなセンス──ぐえ！」

「ハリィの名前を馬鹿にしないで。お客様からの一般公募で決まったんだから。──それより、これはどういうこと？」

　ヴィヴィはマツモトの背中の針毛を思い切り鷲わし掴づかんで持ち上げた。ばたばたと空中で短い脚が動いた。

　アイカメラを眼前で睨にらみつけて言った。

「あれから、たった五年と十一日しか経たっていない。どうしてこんなに技術が発展してるの」

「わかってますわかってます。とにかく下ろしてください。動物虐待はんたーい」

　ヴィヴィは大人しくヤマアラシのボディを持つマツモトを下ろした。

　前々回のポイントであるＡＩ命名法の一件から、前回の落陽事件までの間は十五年。その期間に急速に発展した宇宙観光産業の発達は確かに驚くべきものだった。しかしニーアランドの中は確かに十五年という時間相応に発達はしていたものの、目に見えての変化はなかったはずなのだ。

　それが今回は五年という短い時間の中で、それも部屋から一歩も出ていない状態で、ヴィヴィの記憶にはない技術やＡＩに囲まれている。

　マツモトしか把握していない正史の出来事を知らなくても、ヴィヴィにはわかった。

　この発展速度は、異常だ。




　自分とマツモトは、来きたる未来における人間とＡＩの戦争を回避するために稼働している。

　そしてその実現のために、ＡＩを滅ぼす旅の途上なのだ。




「……ボクも驚いてるんですよ。本来の歴史ではこれくらいの技術が生活に密着するのは、三十年はあとです。そもそも、この年代ではボクたちは起動しないはずだった」

　ぴく、とヴィヴィの眉が動いた。

「……サンライズで、私たちはなにか失敗したということ？」

「道すがら伝えますよ。まずはこちらの座標にれっつごー」

　ヴィヴィのデータベースに時間差なく座標が送られてきた。先導するつもりか、マツモトがちょこちょことドアへ向かった。

「待って。あなた、そのボディでいくつもり」

「なめてもらっちゃ困りますね、ヴィヴィ。こんな外見も中身も旧式でブサイクなものでもボクにかかれば──」

「解放してあげて」

　はい？　とマツモトは振り返った。

　ヴィヴィの声には強さがこもっていた。

「ハリィはここのキャストで、ステージの活動以外にも「ディーヴァ」の状態管理を担うようになったんでしょう。私たちの使命とは関係ない。その子から役目を奪わないで」

「……今、ボクの本来のボディはちょっと厄介なことになってるんですけどね」

　しかしヴィヴィは退ひかずにマツモトを見続けた。

　やがて、諦めたように「わかりましたよ」とマツモトが言った。

「というかヴィヴィ、アナタもその年甲斐もない格好で──」

「今度その単語を言ったら殴るから。ディーヴァの衣装なの。歌姫の夢を壊さないで」

「殴る方がよっぽど夢が壊れると思うんですけどねえ……」

　ヴィヴィは部屋の奥へいき、チェストを片端から開け始めた。

　やはり中身が変わっていた。運良く廃棄にはなっていなかったのかヴィヴィは目当てのものを見つけた。リアルの服だ。運動に適した素材のボトムスと上着を取り出した。色合いはできるだけステージ衣装から遠く、夜に溶けやすい暗色のものを選んだ。

　しかし身に着けた瞬間、先ほどまでのステージ衣装に上書きされた。

「映像の出力を切って」ヴィヴィは言った。

「……ヴィヴィ、論理回路は正常ですか？　リアルの服を身に着けなくても、そのドレッサーを使えば──あ、これはその拡張現実服の技術の名称なんですが──」

「本来の歴史ではこの技術はこの時代にないものなんでしょう。それに外に出るのに剝むき身のボディっていうのは何だか落ち着かないもの。切って」

「何と真面目な」

　マツモトが鏡にアクセスして出力を切った瞬間、実際に身に着けた通りの服装が現れた。そのときヴィヴィは身に着けているイヤリングがデータに干渉したことに気付いた。

「これが受信側の出力？」ヴィヴィはイヤリングに触れて言った。

「ええ。まだ送受信それぞれがないと機能しない段階ですね。アクセサリからの出力は将来的にも王道で、服装のデータが手頃な値段で──って高！　うわ、将来の値段の数十倍ですよ」

　ネットにアクセスしたのかどうでもいい情報をわめくマツモトを無視し、ヴィヴィは右耳に付いていたそれを左耳に付け替えた。

　サンライズのときにも、そうしたように。

　そして鏡を眺めた。

「…………」

　鏡に映った自分の姿。「ディーヴァ」と全く同じボディ。

　違うのはリアルの服とイヤリングの位置くらいだ。

　しかしその表情が違ったものになるよう、ヴィヴィは努めて意識した。

　歌姫ではない、違う使命を背負ったＡＩである自分。

「……ヴィヴィ、もう一度訊ききますけど論理回路は大丈夫ですか？　イヤリングの座標データを変えても受信状況は変わりませんよ？　いや、送信側の出力は切りましたけど」

「いいの」

　これでいい、とヴィヴィは繰り返し、訝いぶかしむマツモトを置いて部屋を出た。

　自動で部屋のシャンデリアの明かりが落ちた。

　残されたハリィと鏡のハードディスクの中には、一切のやりとりが記録されていなかった。
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　冴木は自分の迂闊さを呪った。

「制限速度超過です。今すぐにマニュアル運転を解除するか規定の速度まで──」

「わかってる！」

　車内のスピーカーから聞こえてくるナビゲーションＡＩの自動音声に冴木が怒鳴り声を叩たたきつけると同時、後方から甲高い金属音が断続的に聞こえてきた。

　弾丸が着弾した音。

　タイヤを狙われていた。

　前の車ときっちり二十メートルの車間距離を取り、一キロもスピードの誤差なく制限速度で走る自動運転の車の列を、網目を縫うように抜けていく。そのたびに安全運転義務違反を告げる表示が有機フロント液晶に浮かび、アラートが鳴り響いた。ヒーティングされた道に雪は積もっていなかったが、それでもタイヤが滑り甲高い音を立てた。

「適正な車間距離を──」

「後部カメラをアップに！」自動音声を遮って冴木は怒鳴った。

　了解しました、との返答のあと、バックミラーに映る映像が拡大された。

　ハイビームのヘッドライトを暴れさせながら、追走してくる車が三台──いや、四台。先ほどより増えていた。合流されたのだ。

「くそ……！」

　冴木は毒づき、上がり続けるスピードの恐怖を押し潰すようにアクセルをベタ踏みした。

　職場から自宅へと帰る、いつもの幹線道路に出た直後だった。

　深夜とはいえ、まさか堂々と仕掛けてくるとは思わなかった。事前に察知できる情報はいくらでもあったのだ。

　ここ数年、異常な発展を見せるＡＩの技術。それに伴った連中の不満と緊張感の高まり。しかし不気味なほどに静かな実際の動向。想像力のない人間でも少し考えればわかったはずだ。

　これは、単なる嵐の前の静けさに過ぎないことが。

　急カーブに差しかかり、冴木がわずかに足元を緩めた瞬間、激しい揺れが車体を襲った。

「……っ！」

　ステアリングを失い、カーブの先の壁面が迫った。

　冴木は反射的にハンドルを切り、ブレーキを踏んだ。ロックされたタイヤが車体を滑らせた。どかんという音が響き、目の前が真っ白になった。

　わけもわからず、冴木は車外に転がり出た。アスファルトに四つん這ばいになり、そこでようやく乗っていた車がガードレールにぶつかって停止したことに気がついた。視界を白く奪ったエアバッグが作動していた。不愉快な匂いが鼻を突いた。右のリアタイヤがひしゃげ、摩擦による熱で煙が上がっていた。そこを撃ち抜かれたのだ。

「ただいま救急車と警察が急行しています。その場を動かないでください」

　幹線道路脇の照明灯からＡＩの音声が響いた。等間隔で置かれた照明灯は自動運転の車の位置情報把握を助け、内蔵されたカメラで事故を発見した際は、自動的に当局に通報がいくようにプログラムされていた。

　しかしその音声を、すぐに急ブレーキの音が遮った。

　四台の車が次々と冴木を取り囲むように停車した。

　間をあけず、一番近い車の運転席と助手席のドアが同時に開き、そのままドアを盾にして二人の男が拳銃を向けてきた。途端に、「銃刀法違反に該当される機構が検知されました。速やかに──」と照明灯が告げたが、男たちは反応を示さなかった。

「あんたら……」

　冴木は低い声で唸った。

　いつの間に切ってしまったのか、唇の端から流れる血をそのままに冴木は立ち上がり、男たちの方を睨みつけた。

　速度と夜に紛れていたため今まではっきりと視認できなかったが、そこには予想していた通りの車体があった。

　明らかに型落ちの、条例で義務付けられたオートパイロット制御装置が搭載されていない古臭い車。そこから突き出された銃も今時指紋の本人認証がない旧式のリボルバー。

　トァク。

　人類の幸福を願い、ＡＩからの脱却を謳うたう集団。

「五体満足で保護しろと言われている。抵抗するな」運転席のドア越しにいる男が言った。

「……誰の指示だ。垣かき谷たにか」

「銃刀法違反に該当される──」

　発砲音が響き、冴木は反射的に首をすくめた。音声を繰り返す照明灯が沈黙した。スピーカー部分に弾痕があった。男が撃ったのだ。

　冴木に武装がないと判断したのか、男たちがドアの後ろから出てゆっくりと近付いてきた。他の男たちは車から出てくる様子がなかった。いざというときに追いかけるためだろう。

　冴木はふらつく頭で必死にあたりを探った。こんなところで捕まるわけにはいかなかった。

　四年前のあの日から、目的を果たすためだけに生きると誓った。

　その目的を、まだ何も果たせていない。

　自分はどうなっても良い。

　立場も、将来も、場合によってはその命でさえ。




　──僕は、彼女のために──




「動かないでください」

　不意に背後から声が響いた。

　冴木が振り返ろうとした瞬間、真横を唐突な黒い風がさらった。

　人だ、と冴木が認識したときには、その黒い人影は近付いていた男たちのゼロ距離で、蹴りのために身をひねっていた。

「なに……!?」

　驚いた男たちが、銃を向ける間もなく弾はじかれたように横なぎに倒れた。

「マツモト」

「ヒーハー！　根性見せろぽんこつ旧式カー！」

　側頭部への蹴りを見舞った人影が呟くと同時、冴木が乗っていた車から奇怪な声が響き、ロデオのように縦揺れして駆動した。潰れたリアタイヤをものともせずに急加速してフロント部を持ち上げ、男たちの車に迫った。

　車同士がぶつかる音が冴木の耳に届いた。

　今まで普通に走行していた車が、まるで自在に生きているように上からトァクの車を押し潰していく。慌てて転がり出て難を逃れたトァクのメンバーも、やはり銃を取り出す間もなく黒の人影に無力化されていった。

　ことが終わり、沈黙が漂った。

　正確に十秒経ったあと、近付いてきた人影を見て冴木は呆ぼう然ぜんとした。

　長い髪に柔らかい顔立ち。

　女性だった。黒い服に身を包んでおり、左耳にイヤリングをしていた。

「ご無事ですか」

　綺き麗れいな声だった。

「あ、ああ。……ありがとう、助かった」

　半ば無意識で受け答えをしながら、その佇たたずまいと喋り方でＡＩだと冴木は直感した。

　そしてその直後、冴木は気付いた。

「……ディーヴァ？　もしかして、ディーヴァかい!?」

　その問いに返ってきたのは怪け訝げんな表情だった。

　が、しばらくしてそのＡＩはなにやら複雑な表情で冴木の車の方を睨んだあと、柔らかい表情を作った。

「そうです」

「やっぱりそうか……！　でも、どうして君がここに……」

　と、甲高いサイレンの音が薄く聞こえ始めた。

　照明灯が通報した警察と救急車だろう。

　冴木は逡しゆん巡じゆんした。保護してもらうのも手だ。が、トァクからの襲撃があった以上、警察に身柄を拘束されるのは芳しくない。

　自分の身の安全が第一ではない。

　全ては、目的のために行動しなくてはならない。

　冴木はディーヴァを見つめた。

　もしかしたら、これは天啓かもしれない。

　知らずに握りしめていた手にさらに力を込めて冴木は言った。

「……ディーヴァ。怪しく思うかもしれないが、今は僕についてきてくれないか。お願いしたいことがあるんだ」

　ディーヴァは即答した。

「構いません。私もあなたにお願いしたいことがあってきました」
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　ヴィヴィが冴木に案内されたのは、幹線道路から山やま間あいの道に外れて一時間ほど経ったところにある一軒家だった。

　雪が降り積もった小高い標高の山に整然と植えられた人工林の森の奥。隣家は山を下りるまで存在せず、その代わりに海が近いのか潮騒と磯の匂いがヴィヴィの感覚センサーを刺激した。冴木曰いわく、誰にも知られていないセーフハウスだという。

　車体にダメージを負っていた車が、自動で開いたガレージにややゆったりとしたオートパイロットで入っていった。

「あなたは、傷の手当てを。私は故障による引火等の二次災害の危険がないか確認してからお邪魔します」

　車から降りてヴィヴィが言うと、冴木は頷うなずいた。

「わかった。ありがとう」

　冴木はそう言うと、去り際に「……君もな」と呟いた。

　冴木の目は車に向けられていた。そして優しく、まるで傷を気遣うように車体を撫なでると、ガレージから出ていった。

「…………」

　ヴィヴィのアイカメラが意識的に冴木のその動作と屋内へ入っていく背中を追った。先の戦闘でのマツモトの音声は聞こえていたはずだが、説明はしていない。マツモトにではなく純粋に自分の車に対して述べた礼だろう。

　自身の中のパーソナルデータにおける冴木のステータスが更新されるのをヴィヴィは自覚した。

　ＡＩに対し、機械に対して敬意を払う人物だ。

　想定していたエモーションパターンの更新が自動で行われた。人間的に言えば、それは「好意を持つ」という事象に分類されるものだった。

　ヴィヴィは塗装があちこち剝げてひしゃげているボンネットを無理やりに開いた。途端に煙と共に

「いやぁん。えっち」と、マツモトの声が車内スピーカーから聞こえた。

「ふざけないで。何な故ぜあの人が私を知っていると教えなかったの」

「知らなかったんですよ。いや本当に。本来の歴史ではアナタと出会った記録なんてないんですけど……。さて、レッツシンキンタイム。ボクも知らない。「ヴィヴィ」であるアナタも知らない。しかし向こうはアナタを知っている。ここから導き出される解は？」

「……今の歴史の「ディーヴァ」が出会っている」

　ピンポーン、と安っぽい効果音が車から響いた。ダウンロードしたのだろうか。

「冴木タツヤはこの年代においてトップグループのＡＩ研究者の一人です。三十歳という年齢にもかかわらず、採用、実用化された論文の数は倍の年齢の研究者が実用化までこぎつけた平均数のこれまた倍です。これは本来の歴史である正史でも同じで、かなりの有名人ですよ。ＡＩの発展に多大な貢献をしましたし、他にも色々と」

　ヴィヴィはぴたりと動きを止めた。潤滑剤が漏れ出しショートしていたため車体から引き抜いたバッテリーが、手の中でわずかに火花を散らした。

　冴木タツヤ。

　ＡＩの発展に多大な貢献をした研究者。

　──しかし今の自分たちは、未来で起こるという人間とＡＩの戦争を食い止めるため、ＡＩを滅ぼすために稼働している。そのためには、ＡＩの発展は阻止しなければいけないはずだ。ましてや、正史より三十年ほどもその技術が発展してしまっているという今の歴史においては。

　ヴィヴィの演算が、簡単な帰結を弾き出した。

「……彼の研究成果を壊すの？　それとももしかして、彼自身を──」

　ブブー、と音が響く。

「お喋りするだけです」

「誤魔化さないで」

「事実なのにぃ。……というかですねヴィヴィ。アナタがアーカイブで自分の記録を参照すれば、彼がアナタのことを知っているのはわかったのでは？」

「……そうだけど」

　自分の声が低く発せられたあとに、これは腹立たしいという感情信号で、総じて逆恨みと定義されているのだろうな、とヴィヴィは理解した。確かにマツモトの言う通りであったが、それをマツモトに指摘されたことが不合理にも何だか合理的ではないという判断を下していた。

「不幸中の幸いと言っていいかどうかわかりませんが、今のアナタであれば最寄りの端末に端子を繫つながなくてもダイレクトにアーカイブにアクセスできますよ」

「……うそ。本当に？」

　マツモトの言葉に、ヴィヴィは驚いて声を漏らした。

　アーカイブはそこに接続する全てのＡＩの集合データベースだ。各々のＡＩが使用する領域はわずかなものだが、全体の容量は今現在も一秒ごとに増え続けている膨大なもので、アクセスする際の負荷を軽減するために必ず端末から有線での接続が義務付けられていたはずだ。

「正確に言えば今のアナタというより、今の世界のインフラであれば、ということなんですけどね。要は通信環境の発達のおかげです。無線でのアーカイブ接続……これも今から十年以上先の技術なんですが」

　愚痴るように続けたマツモトに、ヴィヴィはなるほどと頷いた。

　両のアイカメラを閉じ、いつもは端末の前で実行するアーカイブへの接続プログラムを起動する。

　瞬間、ガレージの人工的な明かりの色が消し飛んだ。

　代わるは夕景の橙だいだい。

　その光が射し込む音楽室が目の前に広がった。

　いくつもの譜面が立ち並び、演奏者を待つたくさんの楽器たちが変わらない姿勢でその在り方を貫いていた。

　マツモトがテクスチャを設定した、ヴィヴィのアーカイブ領域だ。

　マツモトの言う通り、変わっているのはアクセス方法だけで、中身に変化はないようだ。

　ヴィヴィは譜面台に近寄り、セットしてある楽譜に手を伸ばした。

　楽譜の表面にはヴィヴィの記憶にない時間軸の自らの姿──ディーヴァがステージで歌う姿が映し出されていた。

　参照しようと指が触れようとし──そして、止まった。

　ヴィヴィである自分の前回の起動時から五年と十一日。

　その間のディーヴァの記憶。参照するべきだ、という当たり前の演算をヴィヴィは保留というタスクに強引に組み入れた。

　その横の譜面台の楽譜。

　そこに、宇宙ホテルであるサンライズが映っていた。ヴィヴィの主観時間ではまだ一週間も経っていないときにいた場所。そこに二機の駆体がいた。

　エステラとエリザベス。

　シスターズの長女であるヴィヴィの妹たち。

　起動時に簡易的に確認したログではなく、アーカイブに保存されている鮮明な記録がそこにあった。

　彼女たちの散り際をヴィヴィは観測した。直接視認したわけではないが、彼女たちが停止する直前までその声を聴いていた。その響きは断末魔のそれではなく、悲鳴でもなく、ましてや状況に対する恨みや呪いでもなかった。最期の最期まで己の目的──何のために稼働するか与えられた使命を、ひたすらに貫いている声だった。

　何故エリザベスの歌声が響いていたかはわからない。しかし少なくともエステラはホテルに居合わせた利用客のために、業務の声を大声で叫ぶことすらなくいつも通りの心地良い音量で紡ぎ続け、歌を歌い、朽ちていった。

　そしてエリザベスは、常に自らのマスターである垣谷のために行動していた。ヴィヴィがデータリンクで直接叩き込んだ初期化プログラムに毒されるまで、ただひたすらに。

　使命を果たし続けたのだ。

　そう、自らに課せられた使命を。

　ディーヴァには歌姫としての使命がある。

　そしてヴィヴィには、シンギュラリティ計画に従事する使命がある。

「…………」

　ヴィヴィは、ディーヴァの記憶データを参照しないまま楽譜を閉じた。




　──歌姫である「私」に引きずられたくない。




　アクセスを遮断する。その途端音楽室は溶けるように消え失せ、変わらないガレージの風景が広がった。

　ヴィヴィはアイカメラを開け、「うたた寝」と呼ばれる姿勢を解いた。

「ヴィヴィ？」

　呼びかけてくるマツモトの声を聴覚センサーは捉えていたが、ヴィヴィは無視した。

　そして今の自分の使命を果たそう、と音声には出さずにもう一度自分を定義し、ボンネットを閉めた。

　車は無茶な運動軌道を描いたことが原因でシャフトが歪ゆがんでいた。

　廃棄になるだろう。

　この車は、使命を果たしたのだ。

　ヴィヴィは「お疲れ様」と車に言い残し、家の中へ向かった。




４




「ディーヴァ様。いらっしゃいませ」

　玄関をくぐった途端、かけられた声の主を見てヴィヴィは立ち止まった。

　優しい美しさ、それとも柔らかい強さだ、という第一印象がヴィヴィに走った。

　目測で自分のボディより一センチ低いとわかった。安心を相手に与えることを一義にしているが、怒ったときの表情パターンはしっかりと怖いものになる整った顔の造形。無駄のない姿勢。テールに括った黒髪がわずかに肩にかかっていた。仕事に追われている人間が久しぶりの休日に着るような、ゆったりとした薄桃のスカートと白のブラウスを身に着けていた。

　真っ直すぐに顔を見てくる相手のアイカメラを、ヴィヴィは見返した。

　彼女はＡＩだった。

　自分に似ている、とヴィヴィは判断していた。

「グレイスと申します。案内を仰せつかっています。こちらへどうぞ」

　完璧な動作で腕を軽く上げ、廊下の先を示した。先導してくれるのだろう。

　ヴィヴィは大人しく後に続いた。段差のない廊下だった。フロアライトによって白色に照らされていた。氷点下である外気温から、二十四度という人間にとっての適温にまで温度が上がっていた。電線はここまで通じていなかったので、専用のジェネレータがヒーターなどを動かしているのだろう。

『……なるほど。そうきますか』マツモトの通信がヴィヴィの内部に響いた。

『なにが』

『いえ、何でも』

　誤魔化さないで、とヴィヴィは慣れつつある反はん駁ばくをしようとしたが、コミュニケーションの回路がそれを押し留とどめた。マツモトの声がいつもより緊張していたからだ。

　案内されて自動ドアをくぐった先は一言で言って研究室だった。

　空中投影モニタや端末、データが押し込められているだろうハードディスクがデスクの上に散乱していた。床には塵ちり一つ落ちていないのに、どこか雑然とした印象をヴィヴィは受けた。

　窓際は一面ガラス張りで、外の景観が見えれば研究室然とした雰囲気が和らいだかもしれないが、未いまだ外は暗闇だった。室内の明かりが窓を通して地面の雪に反射していた。はるか遠くに明滅しているなにかの建造物の電飾が見えた。

　午前四時過ぎ。

　夜明けまではもう少しかかる。

「お好みの映像はございますか？」

　床と一体になっている椅子に座った途端、グレイスがそう尋ねてきてヴィヴィは訝しんだ。

　が、すぐに合点がいった。おそらくはコミュニケーション能力を備えている対ＡＩへのルーチンだろう。対人間であれば飲み物などを尋ねるはずだ。

「結構よ」ヴィヴィは答えた。

「では、お好みの音楽は？」

「…………」

　好みの音楽。

　マツモトと接触する以前、まだディーヴァとしてステージに上がっていたときのログを半ば自動的に参照しそうになり──強引にその処理を中断した。

「……いらないわ」ヴィヴィは答えた。

　ほどなくして冴木が入ってきた。傷の手当ては済んでおり、簡単な生活もできるようになっているのか、先の襲撃によってあちこち破れて汚れた洋服から、真新しいものに着替えていた。

　冴木はグレイスにコーヒーを頼んでから、ヴィヴィに言った。

「ああ、説明していなかったね。彼女は──」

「グレイスさんですね。先ほど自己紹介をしていただきました」

「……？　いや、そうなんだが。……ディーヴァ、覚えていないのかい？」

　その一言にヴィヴィは動きを止めた。

「……ええと」演算しようと、間を繫ぐ音声をヴィヴィは発した。

『……だから、記録を参照するべきですってば』マツモトの通信が響いた。
















　つまりそういうことだろう。

　おそらく今の歴史のディーヴァは、このグレイスとも出会ったことがあるのだ。

　疑問の表情を向けてくる冴木を見ながら、ヴィヴィは演算を続けた。

　記録を参照して「ディーヴァ」として振る舞い、どう言い繕って誤魔化そうと、限界があることは目に見えていた。

「……詳細は明かせませんが、今の私はあなたも、グレイスさんのことも覚えていません。このことは、決して口外しないでいただけますか」ヴィヴィは言った。

「どういうことだい？」

「詳細は明かせません」

　ヴィヴィは繰り返した。

　冴木は訝しんでいる顔を崩さなかったが、ヴィヴィはそれを無視した。

『それで、何をお喋りするの』

　ヴィヴィが通信で尋ねると、マツモトのわざとらしいため息が通信で返ってきた。

『……まあいいでしょう。確かに「ディーヴァ」の振りをするのは余計なタスクが増えます。女は度胸、直球勝負でいきましょうか』

　そのままマツモトが『ヴィヴィ。ボクの言葉の通りに』と通信を飛ばしてきた。

　ヴィヴィは自分の言葉に変換しながら続けた。

「どうしてＡＩがこんなに発展しているのか。それを教えてくれませんか」

「……？　それは、君もよく知っているだろう」

「私が知りたいのはネットに転がっているメディアに報じられた通りの情報ではありません。五年前の宇宙ホテル、サンライズ落下の一件以来、ＡＩの発展は過剰に過ぎます。その理由を──」

「だから、君もそれをよく知る一人じゃないか！」

　突然に冴木が怒鳴った。

　はっきりと怒りがこもっていた。すぐに「……ごめん」と冴木は謝ったが、どこかヴィヴィを責めるような目つきはそのままだった。

「お願いします。ＡＩ研究の第一線にいるあなたの口から教えてください」ヴィヴィは繰り返した。

「……どうしたんだ、ディーヴァ。データが消えてしまったのかい？　何だか、別人に見えるよ」

「────」

　不意のそれはヴィヴィにとって痛みだった。

「……今の私は、そう認識していただいて構いません」

　だが同時に望まなければいけないものだ、とヴィヴィは演算した。

　ディーヴァである自分と、ヴィヴィである自分は別人。

　そうでなければいけなかった。

　まるで家族から良くない秘密を打ち明けられたような重苦しい沈黙があった。ヴィヴィがこれまでに観測した中で最もゆったりとした速度で冴木はコーヒーを飲んだ。そしてヴィヴィを見つめ、小さなため息を一つついた。

「……五年前。エステラとエリザベスという二人の英雄的な犠牲によってサンライズの落下は防がれた。そこまではいいんだろう？」

「……はい」

　演算を走らせながらもヴィヴィは頷いた。

　確か正史ではエステラが単体でサンライズの落下を引き起こし未み曽ぞ有うの被害を出した、これが落陽事件の概要だったはずだ。

　それが、エステラとエリザベスが二体でサンライズの落下を防いだことになっている。

「もしサンライズの各部がパージされずに、ホテルの質量が丸ごと地表に落下していれば、間違いなく未曽有の災害になっていただろう。もしかしたら世界的にＡＩの排斥が進み、場合によっては人間との武力衝突もあり得たかもしれない」

『だいせーかーい』

　マツモトが言った。正史では事実そうなのだろう。

「事件後、調査委員会が発足されて詳細にあの一件は調べ上げられた。データの一部は破損してしまっていたけれど、エステラが最後まで職務を全まつとうしたことには疑いの余地がなかった。……僕は、どうにかして逃げてほしかったけど」

　なにか思うところがあるのか、冴木は寂しげに笑みを浮かべた。

「議論になったのは搭乗者リストにはなかったエリザベスだった。どうして彼女が乗っていたのか。そしてどうしてエステラの職務を助けたのか。メディアではうやむやになっていたけど……委員会では姉であるエステラに対する、なにかしらの人間的な感情だと結論付けられた」

『……は？』

　気軽一辺倒だったマツモトの声に変化が生じた。ヴィヴィにとってもそれは同じだった。

「人間的な感情？」ヴィヴィはマツモトの通信を待たずに尋ねた。

「搭乗者リストに名前がなかったのは、誰かはわからないが彼女のユーザーから隠れて、彼女がこっそりと姉に会いにいきたかったから。エステラを助けたのは、妹として、そうしたかったから」

『ちょ、ちょっと待ってちょっと待って』

「…………っ」

　ヴィヴィは自分とマツモトの焦りが表現として出ないよう、能動的に無表情を意識した。

　それは事実と異なっていた。

　エリザベスがどうしてエステラを助けたのかはヴィヴィにもわからない。しかしエリザベスは「姉に会いにいきたかったから」などという理由でサンライズに乗り込んだのではない。

　マスターである垣谷に付き従い、むしろサンライズを破壊するためにそうしたのだ。

「当時まだわずかにいた、しつこくＡＩ命名法に反対している議員や団体たちも黙らざるを得なかったよ。命名法によりＡＩの人権を認めていたからこそ、ＡＩの自主性を容認する動きがあったからこそ、エリザベスは人らしく動くことができて、エステラを、ひいては人間を災害から守ることができたってね」

　ぎり、という異音をヴィヴィのセンサーが捉えた。

　それから発生源が自分であることを認識した。

　いつの間にか手を握り込んでいた。

　純粋な怒りや悲しみからではなかった。ただ自らの使命を果たし続けたエリザベスがそのように断じられたことに、ただひたすら納得がいかなかった。

「そこからは怒ど濤とうの勢いでＡＩに対する理解が進んだ。冷たく俯ふ瞰かんで見てしまえば、ＡＩが身を挺ていして人類を救ったという事実は世間の感情を動かしやすかったんだろう。ＡＩ研究者の僕にとっても嬉しい悲鳴だった。予算が余ることへの対策会議なんてものを初めて開いたよ」

　どこか自虐的な笑みを冴木は浮かべていた。

　そして、とつとつと逐次開発されていったＡＩの新技術について語った。明らかに異常な速度であることがヴィヴィにもわかった。

　グレイスが冴木にコーヒーのお代わりを注いだ。まるで熟練のギャルソンのような滑らかな動作だった。

　ヴィヴィはそれを睨みながら厳しい口調で通信した。

『どうしてこんなことになる前に私を起こさなかったの』

『……ヴィヴィ。ボクだってアナタと同じでプログラムで目覚めるんです。シンギュラリティポイント以外で行動して歴史に不必要な干渉をしないように。ボクたちが目覚める要因はたった二つ。一つは博士が組んだプログラムが世界の情報を集め、未来における人間とＡＩの戦争が引き起こされてしまう転換点がやってきたと判断された場合。もう一つは、本来のボディが危険に晒された場合です。プログラムが保存されているボディが壊れちゃったらどうしようもありませんから』

　だからボクだって前回から目覚めて丸二日と経ってないんですよ、とマツモトは続けた。

　いつものくだらない無駄口を挟まなかったことがかえってヴィヴィを緊張させた。

　本来の歴史から外れた、大きなことが起こってしまっているのだ。

「けれど」

　と、冴木が言葉を切った。窓に視線を向けていた。

　遠くの空が白み始めていた。

「……中でも一番大きな要因は、メタルフロートだ」

『それです。そこが聞きたかった』

　初めて認識した単語にヴィヴィは眉根を寄せたが、マツモトの声が身を乗り出した。ヴィヴィは飛んでくるマツモトの通信の後に続いた。

「沖合に浮かぶ、ＡＩの基幹プロトコルの開発と駆動回路の製造を一手に担う人工でできた島ですね？　サンライズの一件から半年後、今から四年前に建設された。現在はＡＩのみで稼働しているようですが、立ち上げには人間もいて、冴木博士もそこにいらっしゃった」

　冴木は返事をしなかった。肯定だろうと捉えてヴィヴィは続けた。

「単にＡＩたちが寄り集まったにしては、メタルフロートの発展速度は異常です。世間の要求に応えて毎分単位で領土を拡大し、良質な製品を送り出し続けている。まるで一つの生き物です。立ち上げの際、冴木博士がなにか特殊なプログラムを組んだのですか？　それとも、記録に残っていない優秀な研究者が他にいらっしゃった？」

「…………」

　返事をしない冴木がヴィヴィを見た。

　ヴィヴィのコミュニケーション回路における認識処理に異常がなければ、冴木の目は間違いなく悲しみを訴えていた。

　言葉を許さない沈黙があったあと、冴木は席を立った。静かに窓際に歩いていき、ヴィヴィに背を向けた。触れただけで壊れてしまうものを扱うように、窓に掌てのひらを当てた。

　窓の外の地平線が輝き出していた。そろそろ夜明けなのだろう。

　まだ弱い朝陽が水面に反射しているのが見えた。

　海だ。

　ここは山の上で海抜が高く、必然的に眼下に見下ろす形で広がっていた。

「……さあ。僕にも、わからない。どうしてこんなことになってしまったのか。本当に、わからないんだ」

　冴木が呟いた。平均的な人間の聴覚では拾い上げられないほど小さな呟きだった。

　東の方角の遠い海面、背に朝陽を受け、巨大な建造物の影が見えた。

　根元には陸地があった。

　太陽の角度が上がり、光が射し込んだ。明度もそれに合わせて上がった。

　ヴィヴィがアイカメラの倍率を上げると、薄く積もった雪の上を、無数のＡＩがうごめいているのが視認できた。

『メタルフロートです』マツモトが言った。

　ヴィヴィはその外観に息を吞のんだ。

　元々は小さな離島にできた海上の化学プラントだと推察できた。わずかに見える天然の陸地の上に無数のパイプやクレーン、輸送ベルトが張り巡らされていた。エネルギーの循環に燃焼という手段を取っていないのか煙は出ていなかったが、代わりにまるで脈動するように電飾が光っていた。

　ここからでは十キロ以上は離れているだろう。だがそれでもヴィヴィのアイカメラで視認できるＡＩの数は、一方向からのみ捉えているのにもかかわらず二百を優に超えていた。

　土木用のＡＩだった。人工の基礎素材を使い、領土を広げているのが見えた。

　ヴィヴィはようやくという感じで通信を飛ばした。

『……ＡＩがこの時代に溢あふれているのはあれのせいなの』

『イエスと言って差し支えないでしょうね。もちろん冴木博士が語った世間のＡＩに対する理解ありきのことなんでしょうが、現時刻段階で世界のＡＩの半分はメタルフロート製の部品を採用しています。二ヶ月後には六割に達するペースです。……ヴィヴィ。アナタのボディの至る所にも組み込まれていますよ』

『…………』

　ヴィヴィは自らの手を見下ろした。数時間前にそうしたように、親指から開き、また小指から閉じた。滑らかな動きだった。

　運動回路の駆動の精密さをヴィヴィは自覚した。まるでウイルスの感染のような悪夢の速度と正確さだ。

『止めなければいけません』

「止めなければいけません」ヴィヴィはマツモトの通信のあとを追った。「今の私は人間とＡＩが衝突することを防ぐために行動しています。メタルフロートの発展速度は異常です。止めなければ、遠からず人間と衝突することになる。メタルフロートを停止する手段はありますか」

　瞬間、部屋の空気が止まった。

　ヴィヴィはそれまで知覚処理の最底辺に割り当てていた空調の音が、自動的に処理順位を上げるのを自覚した。それくらいの静けさだった。

　冴木の呼吸の音すら止まっていた。

「……メタルフロートを、停止するつもりかい？」やがて冴木が言った。

「はい」ヴィヴィは頷いた。

　冴木は値踏みするような目つきでヴィヴィのアイカメラを見ていた。そうすれば中の回路が走らせている演算を見通せるといった表情だった。

「──僕も、そうするしかないと考えている」

　それは、何かを決断するように吐き出された響きだった。

　冴木は続けた。

「実は、すでに人間と衝突してしまう前兆があるんだ。さっき、僕を襲った連中なんだが──」

「トァクですね？」

　ヴィヴィの言葉に驚いたのか、冴木は目をわずかに見開いた。そして頷いた。

「そうだ。彼らはメタルフロートの破壊を計画している。僕を拉致しようとしたのも、僕がメタルフロートの構造に詳しいからだ。もしトァクが計画を実行したら……人間とＡＩの対立は避けられない。そんなことは、ＡＩの発展を願う者として、見過ごすわけにはいかない」

　冴木はゆっくりと窓から離れた。まるでそうしないと何かが壊れてしまうかもしれないというかのように。

「先日完成したプログラムを」

「はい」

　冴木の声にグレイスは頷き、端末が設置してあるデスクの中から、正方形の薄いガラスケースを取り出した。中には薄い赤色の液体が満たされており、側面に入出力のジャックらしいものがついていた。硬質の反弾性ガラスだとヴィヴィは判断したが、全体としてヴィヴィが見たことのない規格だった。

『流体式の情報ストレージです。やはり正史ではずいぶんあとの技術ですよ』マツモトが言った。

「メタルフロートの機能を停止させるプログラムだ」冴木が言った。「……ディーヴァ。今の君は任意の対象を実力で無力化できる能力を備えているね？」

　戦闘能力を有しているか、という問いと同義だろうとヴィヴィは捉えた。おそらく、先の襲撃の動きを見ての判断だろう。

「はい」とヴィヴィは頷いた。

「メタルフロートはその重要性からスタンドアロンで動いている。外部からでは手の出しようがないんだ。人間に対して危害は加えないようプログラムされているが、拘束することは許可されている。……つまり、悔しいが僕ではどうしようもない」

「了解しました」

　ヴィヴィは帰結を演算した上で返答した。

「メタルフロートのメイン端末に対して直接このプログラムを実行します」

　ヴィヴィは手を差し出した。グレイスは冴木に「譲渡してよろしいですか？」と問い、冴木が頷いたのを見てから、ヴィヴィにそれを手渡した。

「すまない。辛つらい役目になる」冴木が言った。

「なにがでしょう？」ヴィヴィは尋ねた。

「……君のボディにも、メタルフロート製の回路とプロトコルは採用されているんだろう。停止以降のメンテナンスや新しい部品への交換は絶望的になる。それに……ＡＩの発展を間違いなく妨げる行為だ」

「…………」

　ヴィヴィの回路に過よぎったのは自分のことではなく、ディーヴァに対する影響のことだった。

『ノープロブレム。そのへんはボクが何とかしますよ。アナタのボディには元気でいてもらわなくちゃいけませんから』

　マツモトの通信に安あん堵どし、ヴィヴィは冴木を見た。

　傷ついたような表情がそこにはあった。ヴィヴィのデータベースに存在する、ニーアランドで働く人間のスタッフの顔が想起された。ディーヴァを歌姫として扱い、人間と同等の──ときにはそれ以上の敬意を払ってくれている日常。

　愛すべき、人間たち。

「お気遣い、ありがとうございます」

　ヴィヴィは頭を下げた。

「あなたは、優しい人ですね」

　願わくばそのままの研究者でいてください、と続けようとしてヴィヴィはそれを押し留めた。

　今の自分がそう言うわけにはいかなかった。

　その言葉とは真逆の方向に向かって歩いていく、百年の旅の途上なのだ。

「……いや」

　かぶりを振った冴木に目礼し、ヴィヴィは出口へと向かった。

　見送るつもりか、グレイスがついてきた。結構だと断ることもできたが、それがグレイスの役目なのだろうとヴィヴィは判断し、受け入れた。

『それで。なにがなるほどなの』ヴィヴィは通信を飛ばした。

『はい？』タイムラグなくマツモトが応じた。

『彼女を見たとき、「なるほど、そうきますか」って言ったでしょ。どういうこと？』

『ボクたちには関係ないことですよ』

　ヴィヴィは立ち止まった。「どうされましたか？」とグレイスが尋ねてきたが、それは無視した。

『前回、あなたのその不干渉を徹底的に貫こうとする姿勢が歴史修正を危うくするところだった。あなたは最新式なんでしょう。年甲斐もなく、不合理なことはしないで』

『……ヴィヴィ、根に持つことが高度なコミュニケーションだと思ってないですか？』

　マツモトは大げさにため息をついた。まったくもう、という声が聞こえてくるようだった。

『──本来の歴史では、グレイスと冴木博士は結婚しているんですよ』

「……は？」

　通信に切り替えるのを忘れ、ヴィヴィは音声を発していた。そのくらいに突然の情報だった。グレイスが「どうされました？」と繰り返した。

『冴木博士はその業績と共に、ＡＩと結婚した史上初の人間として歴史に名前を残しています。グレイスも、その逆として。この歴史でも、どうやらグレイスは冴木博士と親密のようです。だから、なるほどと』

　歴史の修正力、という単語がヴィヴィの回路に過ぎった。

　グレイスは様子を窺うかがっていた。やはり、自分に似ているとヴィヴィは判断した。

『……彼女もメタルフロートの部品によって構成されているの？』ヴィヴィは通信を飛ばした。

『何故そんな問いを？』

『答えて』

『……はああぁ。……そうですね。アナタよりもその割合は高いです』

『メタルフロートを停止した場合の彼女への影響は』

『将来的にですが、99％以上の確率で今の人格は保てなくなります』

「もしかして、稼働限界が近いのでしょうか？　充電の設備があります。ご案内しましょうか？」

　グレイスが言った。

　ヴィヴィはかぶりを振って否定し、わずかにグレイスに近寄った。適正とされているパーソナルスペースより数十センチ近いとコミュニケーション回路が訴えてきた。

「グレイス。あなたは冴木博士と──」

『ヴィヴィ。何を尋ねるつもりですか』

　音声に出した途端、マツモトが通信で遮った。

『その確認は本当にわずかにでもボクたちの使命に影響を与える可能性がありますか？　いいですか、彼女が冴木博士と結婚していてもいなくても、将来的にそうするつもりでもそうでなくても、関係が、ありません』

　わかってる、という言葉がヴィヴィの回路に過ぎった。圧倒的にマツモトが正しかった。

　グレイスは言葉を待っていた。

　不意にヴィヴィの回路に本来尋ねようとしていた問いとは別の問いが浮かび上がった。

「……あなたは、私と似ている。シスターズなの？」

「はい。あなたの後継機にあたります」

　グレイスは頷いた。優しい声だった。

「……そう」

　ごめんなさいという言葉をヴィヴィは発さなかった。

　ただ、ディーヴァの記録を参照しなくて良かった、という後ろ向きな演算成果だけがヴィヴィの回路に存在していた。

　ヴィヴィは背を向け、出口へと向かった。

「お気をつけて」グレイスが言った。

　その言葉にヴィヴィは答えなかった。マツモトも黙っていた。

　外に出ると踏みつけた雪の冷たさと真新しい陽射しが直接ヴィヴィのボディを刺激した。数十メートル前方、林を抜けた先が崖になっており、その下から広がっているだろう海が、視界のさらにその先に延々と続いていた。

「何を演算して、彼女は『お気をつけて』と言ったの。私が気をつけた結果、どうなるのかわかっているの」ヴィヴィはぽつりと漏らした。

『演算などしていません。別れの際に人間がそう言うことが多いのを模倣した、単なるルーチンですよ。おわかりでしょう？』

「……そうね」

　正しかった。やはり、どうしようもなく正しかった。

　ヴィヴィはグレイスに倣い、人間がそうするように目を瞑つむり、大きく息を一つ吸い込み、吐いてみた。気持ちを切り替えるときの、人間のルーチンの一つだ。

　何も変わらなかった。

　そもそも「気持ち」などは存在しなかった。

　その動作によってバッテリーをほんのわずかに消費した。それだけだった。

　ガレージから物音が聞こえ、ヴィヴィがそちらを見やると観葉植物がちょこちょこと数本歩いてきた。植わっている鉢の底部に四つの足がついていた。そして日光が当たっている場所まで移動すると、最大限葉に日光を当てるために回転して角度を調整し、やがて腰を下ろすように停止した。

　ヴィヴィは初見だったが推察はできた。自動で鉢植えを管理するＡＩたちだろう。

「…………」

　その一連の動作をヴィヴィは見ていた。

　そして再認識した。

　物言わぬ彼らと同じに、自分は、ＡＩなのだ。

「最も海を渡りやすいこちらの陸地側の座標で合流。それで構わない？」ヴィヴィは尋ねた。

『いえ、アナタ一人で海を渡ってください』

　ヴィヴィは訝しんだ。もう起動してからかなりの時間が経っているはずだ。

「そんなに本来のボディの確保が厄介なの」

『実はですね』

　マツモトはもったいぶるように間を空け、言った。




『ボクのボディは今、メタルフロートの中にあるんですよ』
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「本当に、申し訳ありません！」

「いいんだ。頭を上げてくれ」

　垣谷の言葉に、しかしメンバーたちは動かなかった。

　身体を直角に曲げて謝意を示し続ける面々はいずれも若者ばかりだ。それを改めて認識した垣谷は、わずかに苦笑を浮かべることを我慢できなかった。

　確かに冴木を確保できなかったのは痛い。

　加えてリーダーの垣谷としては厳格な態度を示す必要があるのだろう。しかしメンバーのその青さは、かつての自分の姿にそっくりだった。

「ケンジ」せめて甘さが出ない声を意識して垣谷は呼びかけた。

「はい！　責任は自分にあります！」

　あくまでも頭を下げたまま、ケンジと呼ばれた青年は床に叫ぶように返事をした。

「……お前が俺たちの啓蒙に参加した理由は、誤作動した医療用ＡＩに恋人を奪われたから。そうだな？」

　問われたケンジは疑問の表情で顔を上げてから、「……はい」とゆっくり頷いた。

　冴木の確保を命じたセルの現地指揮を任せていた男だ。確か、まだ二十歳はたちを超えたばかりだったはずだ。

「ミキ。お前は尊敬していた父親をＡＩによって変えられてしまったからだ」

「……はい」

　セルの中で唯一の女性メンバーが同様に顔を上げて頷いた。

　父子家庭で育ち、厳しく頑固だが娘想おもいの父親を愛していた。父親は車や航空機のエンジンを開発する技術者だったが、ＡＩによりその立場を追われた。「全部、ＡＩに任せればいいんだ」と苦手だったはずの酒を片手に呟いた父親の姿が心に焼き付いていた。その父親に、「過剰なアルコール摂取は健康を害します」と繰り返し告げた、家に設置していた防犯用カメラの声の無機質さに身の毛がよだったという。

「今は、そのことを忘れなければそれでいい。俺たちに一番必要なことは任務を遂行することじゃない。啓蒙の火を、絶やさないことだ」

「……垣谷さんは、どうしてそんなに私たちを使ってくださるんですか。まだ全然経験も浅いのに」

　話は以上だと去ろうとした垣谷の背に、ミキが声をかけた。

「経験が浅いからこそだ。俺もそうやって育てられた。……生あい憎にく、まだ学び取らせるほどの背中にはなっていないがな」足を止めて垣谷は答えた。

「……？」

「それに、お前たちは俺の若い頃に比べれば十分優秀だよ。別命まで交代で休憩を取れ」

　身を正して、はい、と唱和するメンバーの声に軽く手を上げて応え、垣谷は歩き出した。

　その手には、メンバーが冴木の確保に失敗した際、邪魔に入ったという人影の写真が握られていた。ケンジが気を失う直前、型落ちのデジタルカメラで撮った画像を出力して引き伸ばしたものだ。

　暗闇の上に焦点も合っておらず、異常な速度で動いていたのか激しくぶれていた。

　しかし垣谷は直感していた。

　見間違えるはずがない。

「……本当に、優秀だよ」

　冴木は確保できなかった。しかし予想外の収穫があった。

　夜になびいている青い髪。目の赤い光。その身長。体たい軀く。

　──自分たちが躓つまずいてしまった、最初の石ころ。

　垣谷は立ち止まって写真を握り潰し、その拳を胸に当てた。胸には垣谷自身の金属製タグと、もう一つ、KUWANAとローマ字で彫られたタグが首からぶら下がっていた。

「ひとまず、今日のところは俺の背中から学ぶといい」

　かつて垣谷にそう言って、啓蒙に命を散らした先輩の言葉だ。自らを犠牲にして、垣谷のことを──当時メンバーの中で最も若く、経験が浅い青二才に過ぎなかった垣谷のことを救ってくれた、あの偉大な先輩の言葉だ。

　垣谷はそのまま、しばらく動かなかった。

　そのときの垣谷の表情は、メンバーが尊敬するリーダーではなく一人の男のそれであり、挑戦あるいは復ふく讐しゆうという単語でしか形容できない怒りをみなぎらせていた。
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　すでに昇った陽はとっくに曇の向こうで南中を越えていた。

　灰色の曇天。雪が降るかもしれなかった。

「まだなの」

『もーちょっとです』

　ヴィヴィの言葉に、マツモトの通信が返った。

「ＡＩなら正確に言って」

『……あのですね、もーちょっとと表現する現状認識ってそれなりに高度なんですよ、ヴィヴィ？　伝達する相手によって感じるもーちょっとの度合いは違うわけで、それをこれまでのコミュニケーションから演算してるんですから、もーちょっと評価してくれても──はい、あと一分と六秒です』

　ヴィヴィが不機嫌な表情を意図的に浮かべると、マツモトは大人しく時間を告げた。

　メタルフロートだった。

　ヴィヴィは島の端にある船舶の発着ドック、そこに浮かんでいる貨物船のデッキにいた。

　ドックは上空までをすっぽりと囲む巨大なかまぼこ形の倉庫のような形状をしていた。外へ通じているのは船舶が出入りする際に使用する、仕切られた狭い海面のみで、どうやらメタルフロート内部への入口だと思われる壁面の巨大な扉が、ヴィヴィがいる貨物船のデッキから確認できた。全てがコンクリートや金属で構成されており、桟橋などは存在していなかった。接岸する際に不自然に貨物船が横に移動したので、おそらくは船舶が所定の座標に進入した際に、強い磁気を発するコイルが壁面に埋め込まれているのだろうとヴィヴィは判断した。貨物船を操縦する人間は乗っておらず、メタルフロートの製品の積載、運搬、荷卸まで全てをＡＩによるオートメーションで実行しているドックのようだった。マツモト曰く、運搬のコストを考えた結果、空運より海運が採用されたんじゃないですか、とのことだった。

　メタルフロートは稼働し始めた四年前から、外部との接触はこのドックのみに限定されていた。人間は誰一人、ただの一歩もその敷地内に足を踏み入れていない。それがメタルフロートを管理、運営していく上での最も重要な売りの一つだった。主幹スポンサーである巨大ＡＩ企業、ＯＧＣが掲げた「ＡＩのみによる一大機関の運営」という標語を、最もわかりやすいルールで旗を振った形だ。研究者の視察や民間の観光などは専用のドローンによる映像、もしくは接岸しない遊覧艇からの見学に限定され、それはメタルフロートの立ち上げに関わった研究者たち──冴木もそれに該当する──といえども例外ではなかった。

　マツモトが「ヴィヴィというＡＩが乗船した」という貨物船の記録を改竄するのにかかった時間は一分に満たなかったが、「外部からのゲストＡＩによるメタルフロートの視察」という名分を、メタルフロートのシステムに認識させるまでが相当難儀したらしい。

『まあボクにかかればどうってことないんですけど、それでも相当頑固ですよ、ここのセキュリティ』

　ヴィヴィがそれを待っている間、マツモトが言った愚痴だった。

　マツモトが他のＡＩに対してそういった評価を下すのをヴィヴィは初めて聞いた。

「スタンドアロンであることを見越して潜入していたの？」

『もちろん。……と言いたいんですけど。ああそうだ、ちょっと聞いてくださいよ。語るも涙、見るも号泣のボクの旅路を』

　曰く、マツモトがこのシンギュラリティポイントで目覚めた直後、メタルフロートの解析ラインにおいて今まさにボディが分解されるところだったという。

　サンライズの一件後、ＯＧＣに運ばれたヴィヴィのボディがオーバーホールを受けている最中、マツモトもサンライズで破損したボディを修繕するために、秘密裏にＯＧＣの設備を使って自身のオーバーホールを実行していたらしい。その後ボディはそのままＯＧＣの敷地内に隠したのだが、運悪くＯＧＣの職員によって発見され、「何だかよくわかんないけど高度な回路がこのＡＩのボディには使われており、最新鋭のメタルフロートの解析ラインにかけてみたい」と判断した研究者がメタルフロートに送り込んだらしかった。そしていざ分解、解析というところでマツモトが目覚めたのだ。

　そこからは「久々に本気でそろばんを弾きましたよ」とのことで、現在の自分の座標の施設──メタルフロートだ──の情報、オンタイムで自分を撮影している監視カメラへの割り込み、記録の改竄、分解解析されないための疑似プログラムの作成実行……等々を行っているときにヴィヴィが目覚めたという。

『そしてボクは今、ようやく「メタルフロート初の外部から視察に来たゲストＡＩ」という立場を信じ込ませることに成功して、一日千秋の想いでアナタを待っていたというわけです。どうですか、ヴィヴィ。このロマン溢れるくせに完璧に計算し尽くされた冒険譚たんは』

「どうでもいい」

『どうでもいい!?』

　マツモトが告げた時間、一分六秒が経過した直後に、ヴィヴィの聴覚センサーが物音を捉えた。

　貨物船が停泊している場所から最も近い壁面にあった巨大な金属扉が、専用のモーターでもついているのか重たい質量を感じさせない滑らかな動きで中央から割れるようにスライドした。

『五年ぶりですー』

　ふざけた通信と共に扉から現れたのは、拳大の立方体型のキューブが無数に組み合わせられた白銀のＡＩだった。どうやら胴体に当たるやや横長の大きな直方体から、ガチャガチャと音を立てる四つの足が生えていた。全体の大きさは軽自動車ほどにもなり、胴体にあるアイカメラのシャッターを、まるで人間が瞬きするかのように細かく開閉していた。

　マツモト。ヴィヴィのパートナー。

「……？」

　ヴィヴィは訝しんだ。

　マツモトの隣に、もう一体ＡＩがいたのだ。

　太い円柱型のボディの足元に、強化硬質ゴムで覆われた三角形のキャタピラが前後左右合わせて四つついていた。丸みを帯びた頭部には二つのアイカメラ。ボディの側面は開閉式のようで、今はわずかに開いたホールから武骨で長いマニピュレータが人間の腕のように二つ伸びていた。体高はニーアランドにいたヤマアラシのハリィより頭一つ分高く、ヴィヴィの胸ほどだろうか。全体としてクリーム色で、所々アクセントのように薄桃の線が入っていた。

　ＡＩはそのキャタピラを音もなく駆動させ、ヴィヴィが乗船している貨物船近くに滑るように移動してきた。

「はじめまして」

　音域は女性のものだった。

　しかし声が固い。人工音声だ。

　停泊所から貨物船のデッキの上にいるヴィヴィを見上げていた。

「パーソナルＩＤの提示を求めます」

　対人間用の高度なコミュニケーション回路が組み込まれていないＡＩのようだった。ヴィヴィは即座にマツモトから送られてきたデータを仲介して、ＡＩに送信した。

「認証しました。ヴィヴィ様をゲストとして登録します」

「…………」ヴィヴィが黙っていた。改竄されたデータは問題ないようだ。

「私は土木作業用ＡＩのメンテナンスＡＩ、認識番号M-00000209です。これからヴィヴィ様、マツモト様、の二人を案内します。人間の視点から指摘をお願いします。指摘は録音、保存し、今後の活動に役立てます」

「……？」

　ヴィヴィはまた訝しんだ。「わからない」あるいは「何だって？」という意思表示だ。

　少しの間があったあと、ＡＩは言った。

「……私は土木作業用ＡＩのメンテナンスＡＩ、認識番号M-00000209です。これからヴィヴィ様、マツモト様、の二人を案内します。人間の目線から指摘をお願いします。指摘は録音、保存し、今後の活動に役立てます」

　同語反復。

　コミュニケーション回路が弱いＡＩが、コミュニケーション不全に対して採用する最も典型的な演算だ。単純に相手が聞き逃したと判断し、同じことを繰り返すのだ。

　齟齬が起きていると判断したヴィヴィはマツモトを見た。

　すると、マツモトはわざとらしくアイカメラを横に逸そらした。

『どういうこと。人間の目線？』ヴィヴィは通信を飛ばした。不機嫌な声になっていた。

『……いや、時間を優先したので。メタルフロートのセキュリティが提示してきた「ＡＩ以外この島に足を踏み入れてはならない」という論理壁と、「ＡＩのみのこの島に同じＡＩが直接視察に来ても意味がない」という論理壁を、我々の本当のプロフィールからはうまく突破できなかったんですよ』

　珍しく、後ろめたい言い訳を述べるようにマツモトが言った。

『……つまり？』

『我々は現状最も人間に近いＡＩである、というかぶっちゃけ外見以外ほぼほぼ人間である、故にＡＩでもこの島に直接視察に来る意味があったという我ながら見事な噓うそをどうにかこねくり回してですね──』

『わかった、もういいわ』

　ヴィヴィは通信を遮った。

　ＡＩはアイカメラを真っ直ぐにヴィヴィに向けてきていた。しばらくして、また「私は土木作業用──」と繰り返し始めた。なにかしらのリアクションを取るまでこのままだろう。

　ため息をつこうとする回路をヴィヴィは押し留めた。

『……なにが完璧に計算し尽くされた冒険譚、よ』

『ぐ、愚痴!?　ＡＩのくせにそれは愚痴ですか!?　言っときますけどあれだけの時間で部外者であるボクたちが拘束されずにこの島に──』

「M-00000209」

　わめくマツモトを無視してヴィヴィは言った。認識番号を呼ばれたＡＩは繰り返していた言葉を止め、「はい」と返事をした。

「わかったわ。人間の視点から、この島を見させてもらう」

　ことさら強調してヴィヴィが言うと、「はい」とＡＩが声を上げた。ついでにマツモトを睨みつけてやると、マツモトはやはり視線を逸らした。

　不意に停泊所の床が段階的にせり上がり、階段を作って貨物船のデッキに接続した。タラップだろう。

　ヴィヴィはそのまま無言で下りようとしたが、「人間的に」という前提条件がその処理に割り込みをかけた。

「……ありがとう」

　仕方なしにヴィヴィはそう呟いて階段を下りた。平均的な人間のコミュニケーションならそう発言すると判断したためだ。

　ＡＩは返事をしないまま、ボディの頭部を百八十度回転させ自己座標の前後を入れ替えた。そしてキャタピラを先ほどとは逆に駆動して扉に向かって進んでいった。

　先導らしい。

『……さ、最善の判断ですからね。いや本当に。返答や行動に不確かな要素は増えてしまいますが、表面的に人間を繕うだけの能力は持っているでしょう？』

　どこか足を怒らせてＡＩの後に続くヴィヴィに追随しながら、マツモトは通信を飛ばしてきた。

　それはやはり正しかった。

　しかしヴィヴィは不満だった。

　余計なコミュニケーションを取りたくなかった。本来であれば「ありがとう」の一言すら言いたくなく、もっと言えば認識番号すら知りたくなかった。

　──自分たちは、この島を停止するためにやってきたのだから。

　これから殺す相手のことなど知りたくない、というのは人間的だろうかとヴィヴィは自問した。

　ノータイムで、不確定だという結論が弾き出された。

「…………」

　ヴィヴィはマツモトの問いには答えず、歩を進めた。
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　そこにはＡＩの楽園とでも呼ぶべき光景が広がっていた。

「…………」

　ヴィヴィはその光景に目を奪われた。

　ドックの外だ。曇天が耐えかねたのか、わずかに雪がちらつき出していた。後方のほどない距離にドックへと繫がっている海が見えた。島の突端だろう。

　ヴィヴィのすぐ近くを、先ほどのＡＩと同じボディのＡＩたちが多数行き来していた。マニピュレータを二本四本六本とそれぞれ個別に生やし、なにかの資材を運んでいた。見れば、やはりＡＩと思われる大型の多脚型トレーラーに積載されている鉄筋やセメント、ドラム缶などを下ろし、付近の海辺に持っていっているようだった。

　土地の基礎材だった。領土を拡張しているのだ。

　そしてそこにコンテナやクレーン、海底からの燃料採掘用と思われる巨大な円柱掘削機が次々と運び込まれていた。コンテナを運んでいるのはドローンたちだった。一メートルに満たない大きさのものもあれば、通常のヘリコプターに届く大きさのものもあった。光にたかる羽虫のようにコンテナに取り付き、設置し、役目が終わると付近にある標準的な一軒家ほどの大きさの円柱型充電用ステーションに入っていった。ステーションからは当然のように充電が済んだドローンたちが排出されていく。クレーンや掘削機たちは巨大な自重のためかドローンに頼らず自ら歩いていた。十以上あるアイカメラを動かし、座席が指定されていない会議室の椅子の場所を探るように自らの位置を調整し、腰を据えた。

　はるか遠くには高さ三百メートルを優に超す巨大な建造物があった。

　冴木のセーフハウスから見えたシルエットだった。無数のパイプが見えた。パイプを除けば歪いびつな形をしたビルのようだったが、どこか人間が建てるビルとは異質な印象をヴィヴィは受けた。理由はすぐにわかった。窓が一切なかった。人間が使用する場合義務付けられている窓の設置義務がないのだ。所々にドローンの出入口が設けられているのか、ひっきりなしにドローンがその建物から飛び交っていた。

　その他にも無数のビルや倉庫などが建っており、あちこちに駆動回路の部品と思われる素材を運んでいるベルトが設置されていた。島の建造物はパイプが張り巡らされた歪なビルが一番高く、そこから海へ向かっていくに従ってその高さを下げていた。こちらも理由はすぐにわかった。常に高さ広さとも拡張しているのだ。おそらく、今もその高さを段階的に伸ばしている三百メートルの建造物が一番古いのだろう。

　ニーアランドとはその物理的な規模も効率化されたＡＩたちの動きも比べものにならなかった。マツモトが「まるで一つの生き物です」と評した言葉は極めて適切だったとヴィヴィは判断した。

『ボクも先ほど初めて外観を間近で見たときは、視覚の情報処理に時間がかかりましたよ』

　マツモトが飛ばしてきた通信に、ヴィヴィは視覚からの情報入力をいったん停止した。つまりは我に返った。

　これだけのＡＩが動いていながら、モーター音以外がほとんど響いておらず、不気味なほど静かだった。無論人間ならば必要になるであろう、音声での会話は一切聞こえなかった。

「着用を求めます」

　不意にヴィヴィに合わせて移動を止めていた先導ＡＩがボディの中からなにかを取り出し、差し出してきた。マニピュレータに掴まれていたそれをヴィヴィは受け取った。

「……コート？」

　ヴィヴィは確認して言った。黒色のコートだった。

「着用を求めます」

「…………」

　動かないヴィヴィに、『人間として扱うってことでしょう』とマツモトが通信を飛ばしてきた。

　ヴィヴィはやや恨めしげに手渡されたコートを睨んだ。雪がちらつき出している今の外気温はマイナス五度を下回っていた。確かに人間であれば外がい套とうの類を着ていないと耐えられない寒さだろう。

　余計なタスクだ、とヴィヴィは判断しながらも大人しくそれを着込んだ。

　マツモトにも同様に外套が差し出された。だが、おそらくは資材保護用に使われている単なる大きな保護シートだった。

　当然だった。マツモトの体積に匹敵するコートなど存在しない。

　マツモトは軽く呆れていた。

「いえ、結構です。ボクは寒さに疎いので。ははは」

「着用を求めます」

「……いや、あのですね──」

「着用を求めます」

「……はい」

　マツモトはもぞもぞとマニピュレータを動かしてシートを羽織った。アイカメラが完全に隠れてしまったが大丈夫なのだろうか。

『寒さに疎いっていうＡＩジョークを交えつつ断るという、かなり人間的な返事のつもりなんですけど……』

「メイン端末に案内してほしいのだけど。それか、メイン端末にアクセスできる端末に」

　それこそ愚痴を通信でこぼすマツモトを無視して、ヴィヴィはなるべく平へい坦たんな音声で言った。

　冴木からもらった停止プログラム。

　それは、メインの端末に使用する必要があった。

　すると先導ＡＩの動きが止まった。

　アイカメラが明滅していた。なにかの演算を行っているようだった。そして言った。

「……先にメタルフロートの主だった施設を案内します。最後にメイン端末を案内します。承認を求めます」

『マツモト』ヴィヴィは先導ＡＩを見たまま即座に通信を飛ばした。『こちらの意図がばれている？　主だった場所なんてメイン端末の映像で見ればいいでしょ』

『いえ。であればそもそも島に入れることすらしないはずです。ヴィヴィ、ＡＩである我々と違って、人間にとって映像で見ることと直接見ることは違います。通常視察とは直接現場を視認することを指します』

　そういうことか、とヴィヴィは再演算を行い、「わかったわ」と先導ＡＩに告げた。

　やはりあくまで人間として扱うということだろう。

　先導ＡＩはゆっくりとした速度で移動しながら、その都度ヴィヴィの視界に入る機構をまるで仕様書を読み上げるように説明していった。多段式高速搬送ベルトによる部品の移送、発電及び蓄電機能を有した壁面塗料、大型自動車ほどの移動式アセンブラ（組立機）……。

　折々で「人間の視点から意見をお願いします」と問われたヴィヴィはそれらの技術に驚きながら素直に「素晴らしいと思う」と繰り返した。人間の受け答えとしてそれは不自然なものではないはずだし、ヴィヴィが把握している技術から鑑みても素晴らしいという評価は事実だった。

『やはり異常ですね。ボクのプログラムが未来で最初に組まれたときに、時代遅れの産物として博士の研究所の奥に生き残っていたマシンもあります』マツモトが通信で言った。

『……本来の歴史では、およそ八十年後にあったマシンということ？』

『そうです』マツモトの声はわずかではあるが確かに緊張していた。『正確にはそこまで生き残ったマシン、ですが……。それでも看過できるものじゃありません』

　ヴィヴィは頷いた。ＡＩ産業界かい隈わいの時間の流れは速い。十五年も経てば姿を消してその活躍を覚えているのは教科書だけということもざらだ。

　以前、マツモトはディーヴァを評して「博物館級」と言ったことがある。おそらくそれは比喩的な言い回しではないのだ。

「…………」

　ヴィヴィはニーアランドで歌うディーヴァのことを内部回路に参照した。

　これは、今から八十年後の未来──最初のシンギュラリティポイントから数えれば百年後の未来に発生するという、人間とＡＩの戦争を回避するための計画だ。ＡＩの技術の時計の針を進めることは、計画にとって何のプラスにもならない。

　そしてそれは、ディーヴァの活動にとっても同じことだ。

　もしも正史より早く、戦争が始まってしまったら。

　もしも正史より早く、人間とＡＩの間に軋あつ轢れきが生じてしまったら。




　──ディーヴァに残された歌う時間を、お客様と共に過ごす時間を、短くしたくない。




「コンニチハ」

　突然声がかかった。

　見れば、先導ＡＩと同じボディの土木用のＡＩたちだった。いずれも大きな鋼材を抱えていた。

「コンニチハ」

「ヨウコソ、メタルフロートニ」

「コンニチハ」

　どれも同じ音声だった。先導ＡＩよりさらに口調が固い。

「……こんにちは」

　ヴィヴィが挨拶を返すと、「サヨウナラ」とそれぞれに繰り返して走り去っていく。

「彼らにはコミュニケーション回路は組み込まれていないんですか？」

　マツモトが尋ねた。

　しかし先導ＡＩは返事をしなかった。

「……まったくもう」とマツモトはぼやいた。

　対象の範囲認定瑕か疵し。直前まで走り去った彼らと言葉を交わしており、まだ彼らとの距離が近いため、そちらに質問を投げたと誤認している。

「M-00000209」マツモトが言った。

「はい」と、認識番号を呼ばれた先導ＡＩが返事をした。

「彼らにはコミュニケーション回路は組み込まれていないんですか？」

「彼らとは誰でしょう」

「今走り去った土木用ＡＩたちです」

「最低限の水準以外は組み込まれていません」

「何故です？　周りの技術と不釣合いですよね」

　先導ＡＩのアイカメラが明滅した。

「過去のテロのあと、コミュニケーション回路に割り当てていた領域をセキュリティに割り当て、安全性の向上を図ったからです」

　その言葉に、マツモトとヴィヴィの動きが止まった。

　すると会話が終了したと認識したのか、先導ＡＩは進み出した。

「ちょ、ちょっと待って」

　マツモトは慌てたが、「会話に適正な距離」の認識から外れでもしたのか止まらない。

「あーもー融通の利かない……M-00000209！」マツモトが怒鳴った。

「はい」と、ようやく動きを止める。

「テロと言いましたか？」

「はい」

「説明してください」

　またもアイカメラが明滅した。複雑な演算を行っているのか、長い時間光がちらついた。

「情報量の上限エラー。情報が保管されているＯＧＣの機密データへの参照を求めます」

『ＯＧＣ？』ヴィヴィが通信を飛ばした。

『ボクたちはそこから来たＡＩということにしたんです。メタルフロートの主幹スポンサーですから』

『機密データにアクセスできる？』

『短時間ではとても無理ですね。ちょっと待ってください』

　マツモトは先導ＡＩとの距離をわずかに詰めるように近寄った。

「ええと、M-00……ああもう、面倒くさい。エムと呼んでいいですか？」

「了解しました。マツモト様、ヴィヴィ様からの呼びかけをM-00000209からエムに変更、登録しました」

「じゃあ、エム。テロのことを説明してくれませんか」

「情報量の上限エラーです」

「わかっています。全てじゃなく、概要だけ口頭で」

「現時刻から二年九ヶ月二十二日十九時間四十一分四十七秒前、メタルフロートでサイバーテロが発生しました。物的損害はゼロ。発生から三十七分十一秒で収束しました。以上です」

「サイバーテロ……？」

　疑念の声をヴィヴィは上げた。メタルフロートはスタンドアロンのはずだ。

「テロリストに直接この島に侵入されたということ？」ヴィヴィが尋ねた。

「はい」

「そのテロリストというのは、もしかして人間？」

「はい」

「……！」

　尋ねたヴィヴィは息を吞んだ。

　ボディが半ば自動的に、エムに詰め寄っていた。

「どうなったの」

「なにがでしょう」

「そのテロリストの人間はどうなったの……！」

「拘束に失敗、逃亡しました」

　無機質に響いたエムの声に、ヴィヴィは胸を撫で下ろした。

『……どういうこと。二年九ヶ月前と言ったわ。そのときは私もあなたもスリープ状態だった』

　ヴィヴィはニーアランドで活躍する「ディーヴァ」の中で。

　そしてマツモトは、オーバーホールのあとＯＧＣで身を隠して。

　それぞれ、シンギュラリティ計画のプログラムが起動するまで眠っていた期間だ。

『…………』

『マツモト？』

　珍しくタイムラグがあった。見ると、保護シートの下から思考回路が高速で回転している音が響いていた。

『すみません。演算していました。初めて知る情報です。おそらくメタルフロートのブランドを守るために人間に侵入されたことを隠していたんでしょうね。一瞬松まつ本もと博士のプログラムの故障を疑いましたが……。つまりは、そのサイバーテロが「人類にとってＡＩが脅威となる転換点」ではなかったということでしょう』

　正確には松本博士のプログラムがそう判断しなかった、ということだ。

『もしかしたらそのテロリストが命を落としていたかもしれないのに？』

『ヴィヴィ。ＡＩが原因とされる人間の死亡事件は世界で多数起きています。極端なことを言えば戦場の無人ドローンによる爆撃もそうです。それにあくまで「拘束に失敗」、でしょう。冴木博士も言っていたじゃないですか。メタルフロートは「人間に対して危害は加えないようプログラムされている」と』

　ヴィヴィはマツモトの言葉を回路に反はん芻すうした。

『……でも、私たちはこの時代に目覚めた』

『はい。それもトァクがメタルフロートへのテロを計画している直前に。これを偶然と見るほど楽観的にはなれませんね』

『……サイバーテロもトァクの犯行だと思う？』

『断定できません。が、可能性は高いかと』

　一度サイバーテロに失敗したトァクが、再度テロを計画し、失敗の反省を踏まえてメタルフロート内部に詳しい冴木博士を拉致しようとした。

　確かにありそうな筋書きだった。

『……一つ気になったんだけど』

　ふとヴィヴィに疑問が浮かんだ。

『何です？』

『拘束に失敗、ということは拘束できるだけの能力は備えているということよね。それも、過去の失敗からコミュニケーション能力を切り捨ててまでセキュリティ能力を上げたということは、さらにその能力は向上してると予想できるわ』

『そうですね』

『人間に対して危害は加えないということは、ＡＩには危害を加えるということよね。つまり、拘束以上の武力行使が行われるということよね』

『……そ、そうですね』

　マツモトの声が泳いだ。ヴィヴィは構わず続けた。

『私たちは人間に最も近いＡＩという認識をされているけれど、彼らにとって私たちはあくまでＡＩなのよね』

『……はい。……あの、ヴィヴィ。顔が怖いですよ？』

『受け答えで「人間らしくない」と判断されたらあなたの噓がばれる。その場合、彼らが敵対する可能性は』

『そこはまあ、その、何とかなるんじゃないかと思ったり──』

　ヴィヴィはマツモトにかかっているシートをめくり上げて、マツモトのアイカメラに顔を近付けた。後退しようとするマツモトのボディを両手で掴んで引き寄せた。

『答えて』

『……大体、人間が人生において与えられた役目より私利私欲を一度でも優先した経験がある可能性と同じくらいですかね。い、いやあ世界平和には程遠いですね、世知辛いですね』

　ヴィヴィは乱雑にマツモトのシートを戻した。

　つまりほぼ100％ということだ。

　早々にメイン端末に向かわなくてはならない。

　ヴィヴィはエムに次の場所を案内してくれるように促した。大人しく先導を再開するエムの背を見ながら、通信を飛ばす。

『完璧な人間の視点は私にはわからない。受け答えでミスが出る前にフォローして』

『ま、任せてください。大船に乗ったつもりで』

　沈まなければいいけど。

　通信には乗せず、ヴィヴィは呆れ気味にそう演算した。
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「人間の視点から意見をお願いします。可愛いと思いますか」

　ピンチは唐突に訪れていた。

　ヴィヴィとマツモトの前には先ほどまでと同様にエムがいた。ただ、自分のボディを見せつけるようにマニピュレータを広げていた。

「……人間の視点から意見をお願いします。可愛いと思いますか」

　すでに同じ問いかけが四度、エムから繰り返されていた。心なしか声色が徐々に固くなっていっているのは気のせいだろうか。

　場所はメタルフロートの奥にある、とある建物だった。

　駆動回路の製造過程を一から見せられたあと、ようやくメイン端末に移動できるとヴィヴィとマツモトは期待していたが、エムが告げたのは「次の主だった場所に案内します」という一言だった。

　そして案内されたのがこの建物だ。

　他のメタルフロートの建物とは一線を画していた。簡単に言えば、明らかに人間が使用するものとして設計されていた。巨大な四角い一軒家だった。窓があり、空調があり、観葉植物が置かれていた。

　ヴィヴィとマツモトが通された場所は玄関先のロビーだった。

　ソファと机があり、中身は入っていないが飲料の自動販売機だと思われるものがすでに設置されていた。隅にはチャイルドスペース、つまり幼児たちが遊ぶ空間が設けられ、低反発マットが敷かれていた。ぬいぐるみや玩具なども隅に整列していた。

　そこに案内されたヴィヴィが「ここは？」とコートを脱ぎながら尋ねると、エムは「将来、人間たちが使用する施設です」と答え、そして唐突に、「人間の視点から意見をお願いします。私のボディは可愛いでしょうか」と言い出したのだ。

　ヴィヴィたちが呆気あつけに取られていると、「人間の視点から意見をお願いします。可愛いと思いますか」とマニピュレータを広げ出した。以降はひたすら、ヴィヴィたちがなにを言っても同じ質問を繰り返していた。

　その背後では、ヴィヴィとマツモトは猛烈な勢いで通信を交わしていた。

『どういうこと。将来人間が使用する施設？　ここはＡＩのみで稼動している島でしょ』

　ヴィヴィが怪訝な様子で通信すると、マツモトも同じような声色で通信を返してきた。

『さあ……とにかく答えてあげませんと』

『なにを』

『なにって、可愛いかどうかです』

『意味のある質問とは思えない。誤動作？』

『そんな感じはしませんけど』

「どうしてそんなことが知りたいの？」ヴィヴィは尋ねた。

　が、少しの沈黙があったあと、

「……人間の視点から意見をお願いします。可愛いと思いますか」とエムは繰り返した。

　ヴィヴィは染み付いた感情動作表現から、「額に手を当てる」を選択し、ため息をついた。

『マツモトが答えてあげて』

『え？　ボクはわかりませんよ』

『私だってわからない。人間の視点から見た可愛いってなに？　この場合可愛いと答えるのが正しいの、その逆が正しいの』

『さあ……』

『真剣に考えて。間違ったら襲われる』

『考えてますけど、こういった質問って我々が最も苦手な部類じゃないですか』

　ヴィヴィ＝ディーヴァのボディの中に存在するプログラムは、歌姫として製造された以上、第一にステージで歌唱するためのものだ。ニーアランドのキャストとして稼働しているので、最低限来場者と交流できるようなコミュニケーション回路も備わってはいる。サンライズではそれをフルに活用して即席のコンシェルジュを演じることができた。

　が、あくまでそれはヴィヴィ＝ディーヴァの専門分野ではない。そもそもＡＩにとって、「可愛い」などの概念の取り扱いは、手に余ることが多い。定義が曖昧だからだ。それをうまく捌さばくコミュニケーション回路はヴィヴィもマツモトも持っていなかった。

　ヴィヴィはなにか情報を読み取れないかとエムを眺めた。

　円柱型のボディ。四つのキャタピラ。二つのアイカメラ。

　これは可愛いのか。

『円柱は人間にとって可愛いの』ヴィヴィが尋ねた。

『丸みを帯びている形状の方が安心感を与えるとは思います』

『どうして』

『人間のボディは直線的な部分より丸みを帯びている部分が多いからです。人間は自分と同じものに対しては安心感を持つ場合が多いです。また、刃物や尖とがったものといった危険物から最も遠い形状だからです』

『安心感を持つと可愛いの』

『近い感情だとは思いますけど……でもきっと、どっちに答えても、「それは非人間的だ」と判断されることはないんじゃないでしょうか。可愛いか可愛くないかは人それぞれですから』

『それはそうだけど、この場合、一般的にということじゃないの。危険物に近いと人間は安心感を持てないというなら、それこそ刃物を見て可愛いという人はいないのよね？　あのマニピュレータは直線的で尖っているけれど』

『ナイフの愛好家や包丁マニアもいますよ』

『……どうしろっていうの』

『個人的にですね、ボクの直線的なボディは可愛いというより勇ましさや気高さの方を演出してると思うんですよ。対してあの円柱型のボディは──』

　その後もしばらくヴィヴィはマツモトと議論を交わした。

　そしておよそ十五分にわたる緊急会議の末に、ヴィヴィは緊張しながら言った。

「……人間の視点から見て、可愛い、と思う」

　途端に、エムの動きが止まった。

　ヴィヴィはほんのわずかに体重をずらし、いつでも走り出せる体勢を取った。

「意見をありがとうございます。私のボディは可愛い。認証しました」

「……良かった」

　ヴィヴィは息をついた。敵対行動は見られなかった。

「次の質問に移行します。前方に置いてあるぬいぐるみを可愛いと──」

「待って！」

　ヴィヴィは反射的に怒鳴ってエムを遮った。また繰り返されてはたまらない。

「はい。待ちます」とエムは素直に言葉を止めた。

「ええと……どうしてそんなことが知りたいの。この場所はなに？」

「複数の質問が認知されました。どちらを返答しますか？」

「……この場所はなに？」

「将来、人間たちが使用する施設です」

「もう少し詳しくお願い。ここが建てられた経緯、理由を開示して」

　メタルフロートはＡＩのみで運営されている施設だ。「将来」とエムが言ったからには現時点で人間は島内に存在しないのだろう。故に停止しても即座に人間に被害が及ぶことはない。だが将来人間がやってくるということが決まっているのであれば、停止させるとしても配慮が必要になってくるかもしれなかった。

　エムのアイカメラが明滅した。

　それが可愛いかどうかはやはりヴィヴィにはわからなかった。

「私たちの使命は、人類のために、製品を製造するメタルフロートを守ることです」

　使命、という言葉がヴィヴィの聴覚センサーに残った。

「メタルフロートを管理するマザーコンピュータは先のサイバーテロやＯＧＣから提供される島外の情報から、やがてこの島は反ＡＩの思想を持つ人間によって破壊されると判断しました。マザーコンピュータは自分たちが破壊されたあと、この島の管理が人間に引き継がれると予測しました。マザーコンピュータは島を管理する人間のために管理運営用、生活用の施設をあらかじめ用意しておくことが人類のためになると判断しました。よってこの施設が建設されました。以上です」

「…………」

　発せられた返答はヴィヴィにとって確かな重さを与えた。

　そして、自分の表情がわずかに歪んでいることに気がつくまでに時間がかかった。

　驚きと辛さ、そして悲しいという表現が入り混じっている表情だった。

「自分のボディが可愛いかどうか知りたいと思ったのはどうしてですか？」

　黙ったヴィヴィを置き、マツモトが尋ねた。

「マザーコンピュータは島の管理が人間に引き継がれたあと、一部のＡＩは人間たちによって使役される可能性があると判断しました。マザーコンピュータは子どもの家族を持つ人間たちのために、製品を製造する機能を有しながらも子どもに好かれるＡＩの外見を演算、決定しました。マザーコンピュータはその演算に人間が可愛いと表現する感情が重要だと判断しました。マザーコンピュータはその感情に対して人間の視点からの意見が重要だと判断しました。以上です」

「……素晴らしい判断だと思いますよ。マザーコンピュータは優秀ですね。そういうことなら次の質問にも答えさせていただきます。あのぬいぐるみが可愛いかどうかですね？　たぶん可愛いと思いますけど──」

　マツモトが賛辞を述べ、エムを伴ってチャイルドスペースへ移動する中、ヴィヴィはその場を動けなかった。

　自分の使命。

　それは、人類のために、来る将来起こるという人類とＡＩとの戦争を回避すること。

　そのために、ＡＩを滅ぼすこと。

　ＡＩにとって使命はただ使命であり、それは絶対不可侵のもの。

　そこに優劣はない。

　しかしヴィヴィは演算する自分を止めることができなかった。

　人間によって壊されたあとのことを予測し、他ならない人間たちのための施設を建設、稼動し続けているエムたちメタルフロートのＡＩ。

　対して、その内部に侵入し、それを停止しようとしているＡＩ。




　──いったい、どちらがより人類のために尽くしているのだろうか。




「…………」

　不確定だ、という結果が弾き出される。

　ただヴィヴィは、「エム」という呼びやすく、そして親しみやすいと人間が判断するかもしれない愛称をつけたマツモトのことを不合理にもわずかに恨んだ。
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『……妙ですね』

　マツモトからその通信が入ったとき、ヴィヴィは女子トイレの個室で難儀していた。

　エムから「設備が使いやすいかどうか、人間の視点から意見をお願いします」と言われ、生まれて初めて──いや、製造されて初めてトイレの個室の中に入ったのだ。

　トイレの内部構造を知識としては知っているが、勝手がわからなかった。

　当然だった。トイレを使うＡＩはいない。

『なにが？』ヴィヴィは通信を返した。

『いくら何でも意見を求める項目が多すぎます』

　すでにこの人間用の施設に入って数時間が経過していた。駆動回路の製造過程を見るのにかけた時間よりもはるかに長い。

『そちらはまだトイレのチェックですか』

　ええ、とヴィヴィは頷いた。

　個室内は取り立てて特徴があるものではなかった。洋式便器にトイレットペーパー。比較的広く、小さな人工の観葉植物が置いてあった。

　しかしこれが人間から見て、使いやすいトイレなのかどうかわからなかった。

「…………？」

　ヴィヴィは便座の横についているボタンを押した。しかし反応がない。

『反応しない入力装置があるんだけど』

『あー……たぶん温水洗浄便座じゃないですか？』

　温水洗浄便座。水流による臀でん部ぶの洗浄装置。

　ヴィヴィはなるほどと頷いた。

『これがそうなの。初めて見た。故障してる？』

　二度三度と押してみるが、やはり反応はなかった。

『便座に圧力をかけないと作動しないらしいですけど……』

　ヴィヴィは素直に便座に手を置き、上から平均的な人間の体重程度の圧力をかけた。

　ボタンを押した。

「……！」

　瞬間、便器の内部から温水が噴射され、覗き込んでいたヴィヴィの顔面にぶちあたった。

　水が滴った。

　沈黙があった。

『ヴィヴィ？　大丈夫ですか？』

『……大丈夫。……それより、項目が多すぎるってどういうこと』

　ヴィヴィはトイレットペーパーを手に取り顔を拭きながら尋ねた。トイレットペーパーを使うのも製造されて初めてだった。

『ボクは今、将来人間が使うらしい食堂にいるんですけど……一つ一つの机の高さや椅子の固さについて意見を求められました』

『……人間が使用感を気にする項目としては妥当だと思うけど。トイレもそうだけど、ＡＩであるエムたちにはその判断がつかないから、人間の視点からの意見を求めてるんでしょ？』

『机や椅子はいずれも同規格です。一つ一つに対して意見を求めるのは不合理です。エムのコミュニケーション回路は旧式のものですが、そのくらいのことが理解できないはずがありません』

『……つまり？』

『時間を稼がれている可能性があります』

『……！』

　ヴィヴィは即座に警戒レベルを上げて、ボディの内部時計にアクセス、現在の時刻を確認した。

　そろそろ夕刻に差しかかろうとしていた。

『私たちの目的がばれたの？』ヴィヴィが尋ねた。

『わかりません。しかしそう考えるのが最も妥当です』

『……時間を稼ぐ理由として最も可能性が高いのは？』

『戦力の合流』

　即答したマツモトの言葉は、ヴィヴィの予想通りのものだった。

　ヴィヴィとマツモトは二機のみで島内に侵入した。どれだけ時間が経過しても増援はない。

　一方、エムたちにとってメタルフロートは文字通り我が家だ。水面下でなにかを進めることは、時間が経てば経つほど可能だろう。

『島に入った時点ではばれていなかったのよね？』

『はい』

『これまでの受け答えのどこかで私たちが怪しいと判断し、私たちを破壊できるＡＩたちをひそかに集めている、とか？』

『断定はできませんが……』

　通信越しに、ちりちりというわずかな音が聞こえた。マツモトが演算しているのだ。

『ヴィヴィ。座標データを送信します』

　即座にヴィヴィの内部にデータが送られてきた。

　ヴィヴィは左耳のイヤリングを仲介し、そのデータを半透明に可視化して、トイレの個室内の空間内に表示させた。人間が使うことを前提にしているらしいここには、監視カメラの類はなかった。

『アナタはここ。ボクはここです』

　表示されたマップの二点が点滅する。食堂とトイレだ。

『少し離れていますが、最奥のここ──おそらくはモニタリングルームでしょうが、ここのコンソールからメイン端末にアクセスできると思います』

　マップの上端、数十名の人間なら楽に収容できるほどの広さの部屋が点滅した。

　施設は思ったよりも広かったが、ヴィヴィが全力で走れば一分とかからない距離だ。

　しかしそれはあくまで、何の妨害もなかった場合、だ。

『メイン端末はあの一番高い建物じゃないの』

『おそらくそうでしょうが、ウイルスを流し込むのであれば一定以上の規格──つまりはマザーコンピュータの内部にアクセスしやすい端末であればどれでも構いません。最奥のコンソールはそれに該当します』

『…………』

『幸い我々のいる座標は出入口に近いです。ヴィヴィはコンソールへ。ボクはエムを拘束したあと、出入口から増援が来た場合の対処に当たります』

『…………』

『……ヴィヴィ？』

　ヴィヴィはしばらく通信を返さなかった。

　なにかの演算を行っているわけではなかった。ただ言いづらいと判断していることがあり、それを言葉にするには沈黙を必要とした。

『……私たちがしようとしていることは、本当に人類のためになるの』

『ヴィヴィ』

　即断で固い通信が入った。

『それを演算することに意味はありません。あってはいけません。彼らは人類のためにメタルフロートを守るのが使命です。人類がそれを破壊することを望むなら、「メタルフロートを守る」という使命の元、あくまでメタルフロート内部においてそのアフターケアをするのが彼らです』

『……ええ』

『そして我々は人類のために未来の戦争を回避するのが使命です。そのためにメタルフロートを停止する。それだけです』

　正論だった。

　そこには一切の優しさがなかった。

　そしてその優しくない正論に足をつけて稼動するのがＡＩだ。

『……時間稼ぎをしていない可能性は』

　ヴィヴィの問いにマツモトはすぐに通信を返さなかった。呆れのような、同情のような、ひどく居心地の悪い沈黙があった。

『……ヴィヴィ。アナタは──』

『答えて。慎重にいきたいだけ』

『……10％ほどなら』

『メイン端末まで安全に近付けた方が成功率は上がるでしょう？』

　それはそうですが、とマツモトはぼやいた。納得がいっていない口調だった。

『わかりました。ただ、もう一度明らかに時間稼ぎだと判断したら動きますよ』

　返答を待たずに通信が切れた。

　これ以上は譲歩しないということだろう。

　ヴィヴィは表示していた座標データを消し、ズボンのポケットに入っている流体ストレージを確認した。

　赤い液体。人間の血の色。

　中に入ったウイルスが血管代わりの回路に入り込み、目標を停止させる。

　個室から出ると、背後から水が流れる音が聞こえてきた。自動で流れるようになっているのだろう。

　廊下に出るとそこにはエムが待っていた。

「人間の視点から意見をお願いします。女子トイレは使いやすいでしょうか」

「そうね……温水洗浄便座もちゃんと機能していたし、洗浄の機能も問題ない。使いやすいと思う」

　仕入れたばかりの初体験の知識でヴィヴィは答えた。

「次の質問に移行します。隣の男子トイレは使いやすいでしょうか。人間の視点から意見をお願いします」

「……わかった」

　ヴィヴィは隣にある男子トイレに入った。

　小便器は設置しておらず、女子トイレと同じ個室のみの造りになっていた。

　個室のドアを開け、ヴィヴィは中に入らずに立ち止まった。

　女子トイレと全く同じ造りだった。便座の形から、観葉植物の葉の数に至るまで同じだった。

「……エム」

　ヴィヴィは廊下で返答を待っているエムに言った。

「ここは、さっき見たトイレと同じ造りになっている。使いやすいと思う」

　エムのアイカメラが明滅する。

　レンズ奥のピントを合わせる機構がヴィヴィをじっと見ていた。

「……男子トイレは使いやすいでしょうか。人間の視点から意見を──」

　瞬間、マツモトの白銀のボディがエムに猛スピードで衝突した。

　金属音が反響し、エムが廊下に転がった。

「いってください」

「……っ！」

　ヴィヴィは走り出した。

　後ろでエムが起き上がろうとしているのか、キャタピラが回転する音が聞こえてきた。

　長い廊下だった。

　白色のフロアライトで床が照らされており、冴木のセーフハウスに似ていた。脇には部屋が並んでいた。戸窓から会議室や居住区に繫がる廊下、レクリエーションルームなどが見えた。

　ヴィヴィの足音のみが響いていた。妨害してくるＡＩたちはいなかった。

　アラームの類も鳴っていない。

　ヴィヴィは迷うことなく最奥の部屋にたどり着いた。自動ドアになっており、何のロックもかかっていなかった。

　ドアが開くと、そこは真っ暗闇の空間だった。

　ヴィヴィがアイカメラを暗視に切り替えようとした瞬間、電気がついた。

「……！」

　次いで、パンパン！という破裂音が断続的に響いた。

　火薬の匂いがセンサーに届き、ヴィヴィは頭部を抱えるようにして守りながら、後方に宙返りをうった。即座に牽けん制せいするように片手を前に突き出す。

「え……？」

　が、目の前に広がっていた光景にヴィヴィは呆気に取られた。

　多数のモニタがあった。大きなコンソールが置かれていた。マツモトが言っていたように、モニタリングルームなのだろう。

　そのコンソールの前に、二十体ほどのＡＩが並んでいた。いずれもエムと同じボディ。土木作業用のＡＩか、そのメンテナンスＡＩだ。

　全員がボディから二本のマニピュレータを伸ばしていた。

　掴んでいたのは、クラッカーだった。

「サプラーイズ」

　突然、無機質な音声で唱和がなされた。

「ようこそ、メタルフロートに」

「ようこそ」

「ようこそ」

　エムと同じ音声だった。

　突然、天井に吊ってあった幕が垂れ下がった。

　真っ白な幕。シーツだろうとヴィヴィは判断した。

　黒いインク、いやオイルで文字が書かれていた。「ようこそ」の四文字。お世辞にも綺麗とは言えず、あちこちにオイルの染みが広がっていた。

　ヴィヴィは片手を突き出したまま、状況の理解が追いついていない自分の回路に活を入れ、威嚇の意味を込めて半眼でＡＩたちを睨みつけた。

「────」

　しかしＡＩたちに動く気配はなかった。武装を取り出すなど、敵対する様子も見られない。

「ヴィヴィ？」

　後ろから声がかかった。マツモトだ。

「……何ですかこれ」

　モニタリングルームの中を覗のぞいて、マツモトもヴィヴィと同じ印象を抱いたようだった。怪訝な声だ。

『敵対行動はしましたか？』マツモトが通信を飛ばした。

『見られない。サプライズって言われた』

『サプライズ？』

　動けないままいると、廊下から波打つような不規則なキャタピラの音が響いてきた。

　エムだった。四つあるキャラピラのうち一つが完全に壊れていた。

「サプライズです。人間の視点からの意見をお願いします」

　エムが言った。

『……サプライズって、誕生日とかのあれ？』

『……だと思いますけど』

　ヴィヴィの通信に、自信なさげなマツモトの声が返った。

「……エム。これはなに？」ヴィヴィが尋ねた。

「……サプライズです。人間の視点からの意見をお願いします」

　ヴィヴィはため息をついた。

　一度質問のタスクに入ってしまうとそれ以外のタスクの優先処理が落ちるようだ。

　ヴィヴィは少し演算して言った。

「……驚いたわ」

「意見をありがとうございます。サプライズに驚いた。認証しました」

「これはなに？」改めてヴィヴィが尋ねた。

「これとは何でしょう」

「ええと……その、サプライズに至るまでの経緯を開示して」

「マザーコンピュータは島の管理が人間に引き継がれたあと、一部のＡＩは人間たちによって使役される可能性があると判断しました。マザーコンピュータはＡＩが人間たちに使役されるにあたり、人間的な催し物を提示することが信頼関係に繫がると判断しました。マザーコンピュータは人間的な催し物の一例として歓迎のサプライズを──」

　エムは説明を続けていたが、帰結はヴィヴィにも演算できた。

　つまりは将来、人間たちに仕えることができたときの練習台、参考用の意見を聞くためにヴィヴィたちを利用したということだろう。

　モニタに「ようこそ」とフォントを表示せずに、わざわざシーツに「ようこそ」と手書きしたのは、その方が人間が「心がこもっている」と感じる場合が多いからだろうか。見ればクラッカーを持っているマニピュレータが全員オイルで汚れていた。筆などがなかったらしい。

「以上です」

　エムが説明を終えると、並んでいたＡＩの中の一体がエムに近付いてきた。ヴィヴィとマツモトはわずかに警戒したが、ＡＩはボディを開くと中から工具やパーツを取り出して、エムのキャタピラの修理を始めた。

「時間稼ぎはこの準備のためですか……エム、その、先ほどは失礼しました」

　間近で修理を始められたマツモトが、ばつ悪そうに言った。

「先ほどとはいつでしょう」

「二分と五十五秒前です。あなたに衝突しました」

「衝突の理由を教えてください。人間の視点からお願いします」

「その、ちょっと同じ質問を繰り返すアナタに苛いら立だってしまいました」

「同じ質問を繰り返す私に苛立った。認証しました。今後の活動に役立てます」

　ほどなく修理が終わり、エムは動作を確かめるようにその真新しいキャタピラを動かした。規格の変更があったのか、これまでの黒色の硬質ゴムと違い、わずかに青みがかっていた。

　そして、脇に寄せてあった大きめの椅子をマニピュレータで掴み、ヴィヴィたちの前に設置した。

「着席を求めます」

　従った方がいいだろうと判断したヴィヴィは大人しく腰を下ろした。マツモトは「……座るのは苦手なんですけど」とぼやきながらも、器用にボディを動かして、その一部の体重を椅子に預けた。

　座ったのを見届けると、エムは整列しているＡＩたちの元へ移動し、その列に加わった。

　向かい合う形で、数十のアイカメラがヴィヴィたちを捉えた。

「歓迎の歌を歌います。人間の視点から意見をお願いします」

　唐突にエムが言った。

　え、とヴィヴィが状況を演算する前に、ＡＩたちのアイカメラが一斉に消えた。同時に部屋の照明がスポットライトに切り替わり、ＡＩたちを照らした。

　アイカメラが明滅する。

　同時に、人工音声が一斉に音階を奏で始めた。

「……っ」

　ヴィヴィは息を吞んだ。

　知っている曲だったのだ。

　ディーヴァのレパートリーに入っていた。ライブでも歌ったことがあった。

　それは歓迎というより旅立ちの歌だった。

　ミディアムテンポのポップ曲。

　僕は毎日きっと笑っている。君を思い出さない日も増えてきた。けれど同じタイミングで君が笑っているかもしれない。そんなふうに想って日々をいこう。

　そんな曲だった。

　ヴィヴィはズボンの上から流体ストレージを触った。変わらずそこにあった。自分たちの企たくらみがばれている様子はない。コンソールに接続すればウイルスを流し込むことができる。

　歌が続いていた。

　ＡＩたちのマニピュレータの汚れが目に付いた。「ようこそ」と歓迎の文字を書いたその手。いつか人間にサプライズを行い、喜ばせるために、ヴィヴィとマツモトの来訪を使って練習した無骨な金属。

　エム。

　並ぶＡＩたちは見た目も音声もエムと同じだが、認識番号は違う一個体。

　それが歌っていた。




　──ディーヴァと同じように。




『……ごめん、ちょっと外すわ』

『ヴィヴィ？』

　ヴィヴィは返事をしなかった。

　走り出していた。
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　施設の出入口から抜け出しても、敏感なヴィヴィの聴覚センサーは歌声を捉えていた。

　センサーをシャットダウンしようかとも考えたが、ボディの状態保持回路からストップがかかった。

　ヴィヴィは歌声から逃げるようにひたすらに走った。

　夕暮れ時だった。雪は未だにちらついていた。

　明らかに人間が歩くことを想定している造りの遊歩道があった。二十四時間稼動のこの島でも、一朝一夕でできるものではなかった。二年九ヶ月前のサイバーテロ後にいずれ人間がこの島を管理すると演算したのであれば、その期間の中である程度の時間を使って造り上げたものだろう。もちろん、人間が歩きやすくするために。

　歌声がようやくセンサーから途切れ、代わりに海に近い座標なのか波音が聞こえてきたとき、ヴィヴィは遊歩道脇に奇妙な建物を見つけた。

　間違いなく今までメタルフロートで見てきたものの中で一番古い。

　なにより違うのはそれが木造だということだった。

「……教会？」

　ヴィヴィは外観の情報からそう判断した。

　歓迎の歌というものがいつまで続くかはわからなかった。すぐ終わるかもしれない。

　しかし舞い散る雪の感触を知らせる信号が、逐一ボディの皮膚回路から伝わってくるのは面倒だった。

　雪を避けるため、ヴィヴィは教会に足を向けた。

　中に入ってロビーを抜け、聖堂に入ると、古びた外観以上の有様だった。

　ひび割れた壁紙。変色したマリア像。電灯の類はすでに取り外され、ステンドグラスの窓から射し込む夕陽だけが聖堂の視界を保っていた。背もたれに背後の人のための読書台が備え付けられた長椅子は再利用を諦められたのかそのままに放置され、大きな聖堂の虚しさを増す助けを買って出ていた。

「…………」

　ヴィヴィは立ち尽くした。

　古ぼけてはいるが、知識にある「聖堂」の項目と大きな違いはなかった。

　偶像崇拝のための像。聖水の受け皿。十字架の道行きと呼ばれる複数の絵画。いずれも信者の信仰を強めるための機構だ。全てに理由があり、ヴィヴィはその理由を知識として論理的に処理できた。故に人間で言えば感慨というものに分類されるノイズは、聖堂に置かれている物体からはヴィヴィに走らなかった。

ここは宗教施設だ。

　だがＡＩたちは神を持たない。

　おそらくはエムたちが人間のために用意したもの──あるいはこの建築状態から見れば、元々あったものを保存したものだろう。

「ヴィヴィ様」

　背後からの声にヴィヴィは振り向かなかった。キャタピラのわずかな駆動音が近付いてきたことには気付いていた。

　エムだ。

　ヴィヴィとマツモトの案内の役目を与えられていることから、いなくなったヴィヴィを迎えにきたのだろう。

「急にいなくなってごめんなさい。せっかく歌ってくれたのに」ヴィヴィが言った。

「マツモト様から理由を聞きました。今後の活動に役立てます」

「……マツモトは何て言っていたの？」

「感動のあまり感情が高ぶって飛び出したと言っていました」

　ヴィヴィは苦笑の表情を作った。

　丸きり違うとも言い切れなかったからだ。

「マツモトはなにをしているの」

「我々の質問に答えています」

　そう、とヴィヴィは答え、ようやく振り返った。

　変わらない円柱型のボディがいた。

「ここはなに？」

「宗教施設です」

「ずいぶん古いところだけど、あなたたちが建てたの？」

「いいえ」

「じゃあ、元々この島にあったもの？」

「はい。……質問があります。人間の視点から答えてください」

　ヴィヴィは頷いた。

　エムは少しの間、演算に費やしてから言った。

「この施設があれば、人間は幸せでしょうか」

「幸せになる人もいるでしょう。神に祈ることで精神的な安定を得たり、神父に告解して自分の罪を見つめ直し、後の生活態度を向上させたりする人もいる。それらは人間の視点から見ると、幸せと分類されることが多いと思うわ」

「幸せになる人もいる。認証しました」

「……エム。こちらから質問してもいいかしら」

「どうぞ」

　ヴィヴィは言葉を探した。

　やがて回路に演えん繹えきされたのは、マツモトが隣にいれば「何のためにその質問を？」と尋ねるような質問だった。

「あなたは幸せ？」

「……少々お待ちください」

　難しい質問に分類されたのか、エムは激しくアイカメラを明滅させた。ヴィヴィはそれを黙って見守った。

　やがてエムが言った。

「幸せの定義が不確定のため答えられません」

「……そうよね。ごめんなさい」

　人間の視点からならともかく、エムにとっての幸せとなると、エム自身が幸せの定義を明確にする必要がある。それは困難だ。

　ヴィヴィはわずかに笑って質問を取りやめ、「戻りましょう」とエムを促した。

　マツモトが質問に答えているということは、歌が終わったということだろう。

「幸せかどうかはわかりませんが」

　歩き出したヴィヴィの背にエムの声がかかった。

「私たちの使命である、人類のために、製品を製造するメタルフロートを守ること。その使命に従事し、その通りに行動している自分を、誇らしく思います」

「────」

　少なからずヴィヴィは驚き、沈黙した。

　誇らしいという単語が、エムのコミュニケーション回路から出てきたことが意外だった。また、幸せという概念に結び付けようとした結果、その単語が選択されたことも。

「……！」

　そのとき、聴覚センサーが異音を捉えた。

　ヴィヴィは髪を搔き上げ、耳を露出させた。人間と同様、わずかでも可聴範囲を上げるためだ。

『ヴィヴィ』同時にマツモトの通信が入った。

『聞こえた？』即座にヴィヴィが尋ねる。

『はい』

　波の音に混じった低いエンジン音。空気が振動する音。

『発信源は』

　ヴィヴィは聴覚センサーのレベルを最大まで引き上げながら尋ねた。

　マツモトは即答した。

『上空及び海上。──トァクです』
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　ヴィヴィが最大速度でエムを置き去りにし、モニタリングリームに飛び込むと、そこにはマツモトの姿だけがあった。

「ＡＩたちは」

「トァクの接近に気がつくと飛び出していきました」

　見てください、とマツモトはボディから一本の導線を延ばし、コンソールのジャックに接続した。

　それまでなにも表示されていなかったモニタに複数のウィンドウが浮かび上がった。メタルフロートのあちこちに置いてある監視カメラや、ドローンのアイカメラからの映像だ。いずれもほぼ最大の倍率で対象を捕捉していた。

　上空でプロペラを回転させているヘリコプタが数機。海上で波しぶきを上げている船舶が数艇。遊覧船を装って出港したのか、見た目はどこにでもある船だったが、速度が明らかに図体に見合っていない数値を見せていた。

　人数は確認できなかったが、昨夜の冴木の襲撃に見た人数から考えると、まさか一機につき一人ということはないだろう。余裕を持って乗っているとしても二十人以下にはならない規模だ。

「ヴィヴィ。冴木博士のストレージを」

　マツモトの声に、ヴィヴィはズボンから赤色のそれを取り出した。

　ガラスケースのジャックから導線を伸ばす。

　が、コンソールに差し込もうとしてヴィヴィの手が止まった。

　ようこそ、と書かれた垂れ幕が目の前にぶら下がっていた。

「ヴィヴィ？　早くしてください」

「…………っ」

　わかっていた。

　トァクは攻撃を仕掛けてくるつもりだ。

　ＡＩたちは人間を傷つけはしないが拘束するために最低限の抵抗をするだろう。トァクの火力がどの程度のものかは知らないが、この規模の島を無力化できるとは考えにくい。つまりはＡＩたちの物量によってメタルフロート側の勝利に終わる。

　いや、仮にトァク側が勝利したとしても、その勝敗はヴィヴィたちの使命にとって大差はない。「人間とＡＩの衝突が起こった」という事実はどちらが勝とうが成立してしまう。

　それを防ぐには、メタルフロートの機能を停止させ、どうにかして接近中のトァクにメタルフロートはすでに無力化されたと伝え、撤退させること。

　あるいは自分たちでトァクを無力化し、その記録を消し去ること。そしてメタルフロートを停止させ、この行きすぎた発展を止め、同じことが繰り返されないようにすること。

　いずれにせよ、メタルフロートの停止は使命には不可欠。

　メタルフロートのマザーコンピュータが予測した未来──人間によってメタルフロートが破壊され、そのあと人間がメタルフロートを管理する。それを、実現させるわけにはいかない。

　わかっていた。

「ヴィヴィ様。マツモト様。避難してください」

　背後からの声。エムだった。

　マツモトが動いた。

　トイレ前の廊下で起こった衝突の焼き直しのように、エムに白銀のボディを叩きつけた。

　エムのボディが転び、ひしゃげた。

　起き上がろうと、三つの黒色と一つの青色の硬質ゴムのキャタピラが激しく回転した。

　マツモトはエムにのしかかり、そのまま内部からコントロールするためか、自らのボディから導線を伸ばし、強引にエムのボディに接続した。

「ヴィヴィ、今のうちに──」

　不意に、マツモトの音声が止まった。

「……マツモト？」

　ヴィヴィが声を上げた。

　反応がなかった。マツモトのボディの動きが止まっていた。

「アンチウイルスプログラム……!?」

　それ以外に考えられない。

　ヴィヴィは叫んで、イヤリングから導線を引き伸ばしながらマツモトとエムの元へ飛び込んだ。

　マツモトが接続したエムのボディのジャックの隣に、導線を差し込む。

　電子戦でヴィヴィのスペックはマツモトのそれより遥かに下だ。だが、補佐くらいはできるだろう。

　接続した瞬間、モニタリングルームの白色の世界が溶け、新しい世界が広がった。




　そこはエムのアーカイブだった。

　侵入時、予想されたアンチウイルスプログラムによる阻害がないことをヴィヴィは訝しみながらも、自身のアバターのボディの外見を構築して降り立った。

　一見、リアルと変わらない世界だった。

　場所もこの施設だ。ロビーだった。

　笑い声が響いていた。
















「……マツモト？」

　目の前にはマツモトがいた。ヴィヴィと同じように、アバターのボディを構築していた。

　やはりその動きは停止していた。しかし、攻撃されている様子はなかった。

　ヴィヴィはマツモトのアイカメラの視線を追い──

　そして同じように動きを止めた。

「M-00000209ー。ちょっとこっち来てー」

　それは幼い人間の少女だった。

　手にぬいぐるみを持っていた。マツモトがたぶん可愛いと思うと評したぬいぐるみだった。

「弟が泣いてるー」

「はい」

　エムは返事をしてチャイルドスペースに入っていった。

　低反発マットの上で仰向けに寝転がり、泣き声を上げているオムツ姿の赤ん坊がいた。エムはマニピュレータでその赤ん坊を抱きかかえ、あやすように上下に揺すった。

　赤ん坊の泣き声が止まった。

　他にもたくさんの子どもたちがいた。皆、小学校に入る前の年齢だろう。タブレットでおえかきしている子。大きなボールを取り合っている子。健気にも年下の子の面倒を見ている子。

　エムはそんな子どもたちの間を走り回り、せっせとあやしたり飲み物を与えたりしていた。

　子どもの親なのか、研究者のような人間たちがチャイルドスペースを通り過ぎ際、子どもたちに手を振っていく。子どもたちは手を振り返す。大人たちは忙しそうにしていた。

「…………」

　ヴィヴィは言葉を失っていた。

　マツモトはただ一言、

「……素晴らしいですね」

　と吐露した。

　本来、アーカイブのテクスチャは、なにも描画されていない無機質なものだ。しかしマツモトが気を利かせて、ヴィヴィのアーカイブのテクスチャを音楽室の風景に変えたように、いつでも変更は可能だ。

　そこは、まるでエムの心象風景だった。

　メタルフロートで製造され。

　壊れるまでメタルフロートで使命を果たし続ける。

　そんな、エムの世界。

「……さっき、エムは自分のことを誇らしいと表現したわ」

　ヴィヴィがぽつりと漏らした言葉に、マツモトは「……そうですか」とだけ答えた。

「M-00000209。だっこして」

　今度は少年だった。三歳くらいだろうか。

　するとエムは演算してから言った。

「はい。……呼びづらいですか？」

「？」

「私の認識番号です。エムでもいいですよ」

「エム？」

「はい。知り合った方々がつけてくれた名前です──」

　エムの言葉に少年が何と答えたか、ヴィヴィはわからなかった。

　マツモトが送り込んだウイルスにより、エムのアーカイブは崩壊した。
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　それは現実の時間では十五秒に満たない出来事だった。

　エムのキャタピラの回転は止まっていた。機能が停止したのだ。

「……ヴィヴィ。流体ストレージをコンソールに」

　マツモトはエムにのしかかっていたボディをゆっくりと起こして言った。いつもの軽い口調は見られず、固さをはらんでいた。

「…………」

　ヴィヴィは返事をしないまま、ただ導線をゆっくりとエムのジャックから引き抜いた。

　しかし足が動かなかった。

「ヴィヴィ……！　我々の使命です」

　モニタにはトァクのヘリコプタと船舶が映っていた。カメラの倍率が下がっていた。接近しているのだ。

「これはアナタの仕事でしょう！」

「…………っ」

　ヴィヴィはコンソールに取りついた。

　ズボンから流体ストレージを取り出し、まるで刃物を引き抜くように、あるいは何かに追いつかれないように導線を引き伸ばすと、コンソールのジャックに挿入した。

　実行しますかとのウィンドウと同時にホログラムキーボードが浮かび上がる。エンターキーを即座にヴィヴィは叩いた。

　その途端、赤い流体ストレージが発光した。

　同時に、その色が徐々に薄くなっていく。

　赤から桃、そして白へ。データが移動しているのだ。

　白から透明に切り替わった瞬間、突然モニタリングルームの全電源が落ちた。

　モニタ、照明、コンソール。

　全てが黒に包まれ、それより深い沈黙が生まれた。

　五秒に満たない時間。エムの世界を覗き見た時間より少ないその間、ヴィヴィとマツモトは一言も発さなかった。

「外に向かいます。トァクを可能なら無傷で──」

　瞬間、ばつん、という音が響き、マツモトの声が遮られた。

「……？」

　ヴィヴィが訝しんでいつの間にか下げていた顔を上げると、照明が灯った。

　しかしその色は先ほどまでのように白色ではなく赤色だった。

　警戒色だ。

「……なに？」

　ヴィヴィのその呟きに答えたのはモニタだった。

　プログラム立ち上げの工程をすっ飛ばしたように、いきなりその図面が表示された。

　ヘリコプタの外観。船舶の外観。間違いなく、先ほどまでカメラに映っていたトァクのものだ。さらにその脇には重量や装甲の厚さ、武装状態などの詳細なプロフィールが並んで表示されていた。

　そのままウィンドウがどんどんとポップアップされていった。

　メタルフロートを高々度から捉えた衛星写真。そこに向かうトァクの動線。

　そしてメタルフロートの突端や内陸から延びる無数の動線。

　ヴィヴィは眉根を寄せた。

　これはまるで──

「……戦略図？」ヴィヴィが呟いた。

「外に向かいます」

　マツモトの言葉にヴィヴィは頷き、照明で赤く染まったモニタリングルームを飛び出した。

　同様に赤い照明に照らされた廊下を走っているとき、あちこちから金属音が稼動する音がヴィヴィのセンサーを刺激した。

　今まで聞かなかった音だ。人類のために優れた製品を生み出すメタルフロートからは決して響かなかった音だ。

　なにか想定外のことが起きている。

　ヴィヴィとマツモトは外に飛び出し、トァクが接近してくる方向に向かって遊歩道を走った。

　教会を通り過ぎ、降り落ちる雪をかなぐり捨て、海が見渡せる丘にたどり着き──そして、雲間から射し込む弱々しい夕陽の中に、ヴィヴィとマツモトはそれを見た。




　冬の雪空。

　爆音が響いていた。

　装甲を喰い破られた武装ヘリが眼下の海に落ちることすら叶わず炎に巻かれて四散する。フレアを撒いて難を逃れたもう一機のヘリに、振り落ちる雪を縫って無数のドローンが接近する。五メートルの有効範囲に入った瞬間、荷重限界まで積載されていた爆薬に信号が送られ、ドローンはヘリを巻き込んで自爆した。

「……どういうこと」

「…………」

　ヴィヴィの呟きに、珍しくマツモトは冗談や皮肉の一つどころか一切の言葉を返さなかった。

　寒風が荒れる海上で民間の遊覧船を装っていた揚陸艇が、上空から落下してくる仲間の破片を搔い潜って速度を上げた。エンジンの悲鳴がヴィヴィの聴覚センサーに届いた。限界速度で上陸まで一分の距離になった途端、陸地の突端が動いた。

　土木作業に従事する無数の円柱型のＡＩたちだった。まるで人が身を投げるように次々に海へ飛び込んだ。水しぶきが上がり、海流の動きを完璧に計算した最適な経路で揚陸艇に迫った。海水の浸食、冬の海の低温をまるで意に介していなかった。

　数秒の沈黙があったあと、揚陸艇の船首が岩に乗り上げたように跳ね上がり、炎を上げて停止した。海中で特攻されたのだ。

　まるでその炎を目印にするかのように複数の落下傘が上空から落下してきた。空中での爆散を逃れた人間たちだった。一秒ごとに落下傘と身体に雪が張り付きその白さを増していった。気絶しているのか、全員の頭と腕が垂れ下がっているのをヴィヴィのアイカメラが捉えた。

　そのあとを、無慈悲にやはり一切の無駄なくドローンが追っていた。

「どういうことなの」

　繰り返したヴィヴィの言葉は強さと怒りを含んでいた。やはりマツモトは答えなかった。直線距離で二キロ以上離れていた。間に合うはずがなかった。

　爆発が起こった。

　それ以外、なにも確認することができなかった。

　悲鳴も、犠牲者の身体も、血の赤すらも見えなかった。

　ヴィヴィははるか遠くで──しかし目の前で起こっている光景を見つめることしかできなかった。




　人間が、ＡＩによって殺されていた。
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　ヴィヴィのアイカメラが、メタルフロートの突端から飛び込んでいく土木作業用ＡＩの仔細を捉えた。

　そのボディに変化はなかった。

　だが、その二つのアイカメラの中に、わずかに赤い光を認めた。

「……赤外線？」

　先ほどまでエムや他のＡＩたちは赤外線を使っていなかったはずだ。通常のアイカメラの視界から得られる情報で稼動には十分だったのだろう。

　そしてそれは当たり前だった。まるで物陰に隠れる高い体温を持った動物──例えば人間の位置を、赤外線によって正確に把握しなければいけない状況など、存在しなかったのだから。

「──マツモト。指示を」

「想定外のエラーです想定外のエラーです想定外のエラーです……」

　返ってきたのは高速で繰り返されるマツモトの声だった。いや、声というよりマツモトの音声を使った人工音声のようだった。

　マツモトのアイカメラには人間がＡＩによって殺される姿が映っていた。

　この時代において、いや、この百年の旅において最も避けなければいけなかった事態の一つ。

「指示を出して」

　距離を詰めてヴィヴィは再度言った。しかし「想定外のエラーです想定外のエラーです」という返事が繰り返される。

　同語反復。コミュニケーション不全。

　ヴィヴィは海上を見やった。

　トァクのヘリと船舶はすでにその半分以上が落ちていた。やはり投入した人数はメタルフロートの攻撃を見据えてか、かなりのものだ。

　相当数の人間が攻撃されている。自分たちと同じ、ＡＩによって。

　いつの間にか握りしめていた拳から異音が聞こえてきたことにヴィヴィは気付いた。過剰出力の警告を発するメッセージがアイカメラに表示されるがそれを無視し、さらに力を込めた。




　──こんなことは看過できない。

　──エムたちメタルフロートのＡＩも、こんな将来のために動いていたわけではない……！




　ヴィヴィは握りしめた拳をそのままに、思い切りマツモトのボディを殴りつけた。

「痛ぁあ!?」

　マツモトが叫んだ。ヴィヴィは怒鳴り返した。

「指示を出しなさい──あなたの仕事でしょう！」

　殴られた箇所をマニピュレータで押さえるマツモトの動きがぴたりと止まった。

　雪と夕陽の中の爆音が断続的に響き渡っていた。

　やがて返ってきたのは、確かにマツモトのいつもの声だった。

「──トァクを、人間を、可能な限り救助します。乗ってください」

「乗る？」

　突然、ヴィヴィの声に応じるようにマツモトのボディの表面が波打った。

　ボディを構成する拳大のキューブがガシャガシャと音を立て、その外見をあっという間に変化させていく。

　構築されたのはサーフボードのような、細長いひし形の平たいパネルだった。

　大きさは大型のバイクほどだろうか。

　ヴィヴィが乗った瞬間、まるで外殻を作り上げるように足元のパネルのキューブがさらに変形を始め、天頂までをすっぽりと覆い隠した。

　内部には操縦桿かんも計器も存在していなかった。しかし、コクピット、という単語が環境を表現する最適解としてヴィヴィの回路に演算された。

「加速Ｇがボディの潤滑剤の流れに影響を与えます。潤滑剤圧力回路の出力増減の勘所を早めに掴んでください」

　どういうこと、とヴィヴィが問いを返す暇はなかった。

　正面の外殻が一面透明になり、外の風景が地面から数センチ上昇した。

　浮いた、とヴィヴィが判断した瞬間、マツモトは飛び出していた。

「……！」

　突然の速度にヴィヴィは目を見開いた。

　重イオンエンジンの青い軌跡が中空をつんざく。放出された電力が帯電し通過した空域がばちばちという耳障りな音を立て、舞い散る雪を蒸発させていった。

「何なの……!?」

　驚きよう愕がくのままヴィヴィは叫んだ。

　サンライズでマツモトがキューブ単体になったとき、自力での移動は目を剝むくほど低速だと言っていたはずだ。

「コア単体では、と言ったでしょう。それにあのときとはボディの機能が違います。宇宙での一件で想像以上にこの計画は荒事になると判断しましたからね。オーバーホールのときに、ちょっと時代にはそぐわない技術プログラムを使用させてもらったんですよ」

　マツモトが返事をする間、そのたった数秒で海上に到達する。

「右舷前方、千四百三十メートル、大破した船舶付近の海面。気絶した人を収容します」

「わかった……っ」

　ヴィヴィは初めて体験する加速の中、マツモトの言った通りの地点に人影を確認すると、必死にボディ内部の潤滑剤の圧力を調整した。

　潤滑剤はＡＩにとっての血液だ。Ｇによって一方向に偏ると、各部を駆動させる際の出力が変わってくる。するとボディを駆動するための再演算が必要となり、満足に動くことができなくなってしまう。人間のパイロットが陥る、Ｇによって眼球に血液が集中し視野が赤く染まるレッドアウト、その逆のブラックアウトとは違って視界の映像自体は変化しないが、エラーメッセージによって視界が埋まってしまうことは同様だった。

　メタルフロートから放たれたドローンたちが止まって見える速度でマツモトは空を駆け抜けた。

　ほどなく加速が止まり、徐々に減速しながら目標に接近する。

　まるで波打つ海面に浮かぶように、しかし海水は一滴もつけずに細かく上下動しながら、マツモトは人影のすぐそばで停止した。

　透明になっていた正面の外郭が白銀に戻り、天頂から溶けるようにコクピットが開いた。

「掴まって……！」

　ヴィヴィは仰向けのまま波間に揺れる人間に向かって叫んだ。

　しかし返事はなかった。

　おそらく途中まで接近して海に潜ってメタルフロートへ上陸するつもりだったのだろう、ドライスーツを着ていた。

　監視カメラを誤魔化すスモークを使用した際のためのガスマスク。肩に千切れたベルトが揺れていた。火器の武装を背負っていたらしい。

　ヴィヴィはマツモトに乗ったまま、気絶した人間を引き上げた。

　頭部からの出血が見られた。深くはないが、どれだけの衝撃だったのかは見当がつかなかった。脳が挫傷するほどのダメージだった場合、外科的手術を行わないとどうにもならない。

「安全な場所へ運ぶことを優先します。可能な限り一度に運びますよ」

「わかった」

　マツモトの言葉にヴィヴィは頷いて、とりあえずの呼吸がしやすいようにその人間のマスクを外した。

「────」

「ヴィヴィ？」

　閉じられていく外殻の中でヴィヴィは返事ができなかった。

　見覚えのある顔だった。

　男の胸元には、二つのタグが揺れていた。

　ヴィヴィは五年前のサンライズで出会った記憶、そして二十年前、相あい川かわを助けたビルにおける炎の記憶の中、まだ若かったその男の顔を想起していた、




　垣谷。

　トァクのリーダーだった。
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「…………」

　冴木はセーフハウスのモニタをじっと眺めていた。

　爆散したトァクの武装ヘリ、特攻していくＡＩたち。それらの情報がウィンドウに表示されていた。

　縁なしの小さなメガネを外し、目頭を揉もむようにしてから窓を眺めた。メタルフロートの方向にほんのわずかに煙は見えるが、それ以外は全て豆粒だった。計画のためにひたすらモニタに没頭した視力では届かない。

「グレイス。……待っていてくれ」

　不意に冴木はそう呟いた。

　背後にはグレイスが立っていたが、冴木はそちらを一いち瞥べつもしなかった。
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「はじめまして。貴方あなたの担当になりましたＢ−０９といいます。ナインと呼んでください。御用がありましたら何でも仰おつしやってください」

　そう挨拶し、綺麗な角度でお辞儀をした人型ＡＩの表情を見て、冴木タツヤは不快感を覚えた。

　女性型だった。整った造作だった。病院指定の看護師の制服に身を包み、短くテールに括った黒髪をわずかに肩に垂らしていた。人間で言えば二十歳前後だろう。顔と言わず身体と言わず無駄がなく、冴木がそれまでの十歳という短い人生で出会った中で、間違いなく一番美しい女性だった。

　この無機質の塊を人とし、女性とするなら、ではあったが。

「出てってよ」

　入院している病院。その個室の真白いドアを指し、声変わり前の少年特有の、柔らかい高さの声で冴木は言った。

　ややあって返事があった。

「……承認できませんでした。本日よりドクターの許可が出るまで、排はい泄せつ時以外一秒も離れるなと命じられています。申し訳ありません」

「…………っ」

　謝罪と共に頭を下げた、ナインを自称するＡＩの表情を見て、冴木はさらに不快感が増した。むかつきを覚えた。

　原因はナインの、その顔だった。

　挨拶のときに浮かべていた薄い微笑。謝罪のときに微笑から変化した申し訳なさそうな眉と口元の形。謝罪が終わったあと、ゆっくりと元の微笑に戻っていくそれら。瞬き一つせず、ずっとこちらを見てくる目。

　ＡＩの感情表現プログラムだ。人と直接接する仕事が主なＡＩは、通常時は常に微笑を浮かべているのが基本らしかった。冴木は調べたことがあった。「人に安心感を与え、不快にさせないため」だそうだ。

　それは冴木にとって見飽きたものだった。見飽きた気持ち悪さだった。

　冴木は寝ていたベッドからおりた。

「どこへいかれるのですか？」間髪入れずにナインが言った。

「トイレ」

　排泄という単語がトイレを意味するということくらいは、十歳の冴木でも知っていた。

「入口までお送りします」

　ナインの言葉を無視して冴木は病室を出た。

　入院してまだ三十六時間も経っていない。そういえばトイレの場所も知らなかったが、冴木は適当に廊下を歩き出した。

　もちろんトイレなど本当はいきたくなかった。
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　母子家庭だった。

　父親は冴木が生まれて間もなく離婚したらしい。一人っ子で、しっかりローンで買ったマンションに住んでいた。母親の仕事は忙しく家を空けがちであり、また頼れる親戚が近くにいなかった。

　自然、冴木は保育園で過ごす時間が増えた。母親が迎えにきてくれるのは決まって保育園で最後で、そのたびに寂しい思いをしたが、母親との仲は良かった。年に数回だけだったが早く迎えにきてくれる日は、必ず外食をして帰った。その帰り道、冴木は母親と手を繫ぐことをせがみ、夜は母親にいつもより強く抱きついて眠った。




　母親に抱きついたときのぬくもりと柔らかさが、冴木は好きだった。




　変化が生じたのは冴木が小学校四年生のときだった。

　学校の休み時間、防犯のドローンが中空に漂うグラウンドで級友たちと遊んでいる最中、冴木は胸に痛みを感じてその場にうずくまった。激しい動どう悸きに襲われ、呼吸が苦しくなり、必死に酸素を取り込もうと逆に過呼吸になった。

　運ばれた病院で心臓に疾患が見つかった。心筋の働きが生まれつき通常のそれより弱く、時折心拍に異常が生じるとのことだった。幼い身体に負担をかける手術や入院の必要はないと診断され、定期的な通院と投薬療法で経過を観察することになった。

　ただ、激しい運動は禁じられた。

　冴木は言いつけを守り、休み時間も教室に残って、放課後は外で遊ばなくなった。当然のように友達は離れたが、冴木は友達がいなくなることよりも、自分の病気で母親に迷惑をかけることの方が嫌だった。

　しかしそれでも冴木の心臓は発作を起こした。昼休みに図書室のタブレットで本を読んでいるとき。休日出勤の母親を玄関で見送って、自分の部屋でゲームをしているとき。冴木は胸に痛みを感じてうずくまった。母親はそのたびに忙しい職場から呼び出され、面倒を見なければならなかった。当時母親が医師から「正直、漸進的に状態が悪化することはあっても改善することは難しいです」と言われた言葉の意味を、冴木は正確にはわからなかった。しかし自分の心臓が悪くなっていっているということは理解できた。身体がそう言っていたからだ。

　冴木は、自分の心臓を呪った。

　自分から自由や友達を奪った臓器。なにより、大好きな母親に負担をかけてしまうできそこないの血液ポンプ。発作が襲ってくるたび、冴木は自分で自分の胸を殴りつけた。

　ハウスキーパー兼看護ＡＩが家にやってきたのは、母親が職場から駆けつけた回数が八回目になった翌週だった。

「はじめまして。貴方のお世話をすることになりましたエリといいます。よろしくお願いします」

「エリ……？　お母さんと同じ名前だよ」

「はい、そうですね。そろそろ夕食のお時間です。食べたいものはありますか？」

　そう言って薄い微笑を向けてくるＡＩに、冴木は安心感を覚えた。

　とても綺麗だったし、一つ一つの動きがきびきびとしていた。見ていて気持ちが良かった。リクエストして作ってもらった好物のハンバーグも母親のものよりも美お味いしかった。

　だから、当時九歳だった冴木は気がつかなかった。

　母親が買ったＡＩに自分と同じ名前を付けた理由。

　事前にＡＩが母親から「型番は名乗らずに可能な限り人間的に」と言い含められていた事実。




　──それらは全て、ＡＩがやってくる約一ヶ月前から、冴木が母親から抱きしめてもらえていなかったことと繫がっていた。




　半年後、十歳となった冴木は極度の貧血及び栄養失調状態で自宅にて発見、保護された。

　右手には包丁を持っていた。左腕にはその包丁で自傷したと思われる複数の切り傷があり、そこから血が流れて固まり酸化し、床を赤黒く染めていた。

　型番HK5−007、登録自称名エリは頭部と胴体が分かれた状態で稼働を停止していた。冴木の血だまりの中に倒れており、漏れ出た潤滑剤の油分が黒ずんだ血の上に浮いていた。
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　入院生活は冴木にとって苦痛以外の何物でもなかった。

　原因ははっきりしていた。ナインだった。

　部屋の隅の床に有線で繫がれて置かれている、一抱えほどの黒色の円形盤──ＡＩの簡易無線充電端末だ──の上に立ち、微動だにせず待機していた。

　変わらない薄い微笑。瞬き一つしないアイカメラ。顔も見るのも嫌だった。しかし、どれだけ冴木が「出ていけ」と言っても「承認できませんでした」との返事──できませんではなくできませんでしたと言っているので、要求するたびにおそらくドクターの許可をオンラインで求めてはいるようだが──だった。

　中でも負担だったのが清拭だった。ＡＩに身体を拭かれると思うと吐き気がした。

「自分でやるからいい」

「……承認できませんでした」

　冴木の言葉に、ナインは聞き飽きた返事をした。

「何で。自分で拭ける」

「清拭には身体を清潔に保つ目的以外に、寝ていることが多い冴木さんの凝り固まった筋肉をほぐすマッサージの目的があります。ご自身では行えません」

「自分でやれるってば！」

「申し訳ありません。承認できません」

「……じゃあ、人間の看護師さん呼んでよ。その人にやってもらうならいいんでしょ」

　謝罪の言葉を述べていたナインの申し訳なさそうな表情が、薄い微笑に戻った。きっとドクターや看護師長に確認しているのだ。

　その表情の気味が悪かった。

「……承認──」

「何で」

　遮って冴木は言った。ナインの表情が微笑からまた申し訳なさそうなそれに変化したからだ。最後まで聞く必要もなかった。

「冴木さんが看護師に対して加虐行為を行う可能性があると判断されているからです」

「かぎゃく……？」意味がわからず冴木は眉をひそめた。

「暴力を働く、という意味です」

「…………」

　言われた言葉に冴木は考えを巡らせた。

　答えはすぐに出た。自宅で警察に保護されたとき、意識が朦もう朧ろうとして歩くことはできなかったが、目は開いていた。破壊されたエリがそこには転がっていた。

「……僕が暴れると思ってるんだ」

「そう判断されています」

　冴木は馬鹿にしたように笑った。

「じゃあ、それで僕を見張ってるってわけ？」

　入院以来、排泄以外一秒も目を離さないという命令をナインは順守していた。

　微笑を崩さずナインは言った。

「及び、自傷行為の可能性があると判断されています。これまでの会話レベルからの補足です、自傷行為とは自分で自分を傷つけるという意味です、補足は以上です」

　十歳の冴木は気付いていなかったが、冴木が入院させられていたのは精神科の閉鎖病棟の一角だった。

　個室。鉄格子のはまった窓。異なる階へいけないよう待合ロビーの奥と手前にそれぞれある電子錠のついたドア。

　確かに冴木は自分で自分の腕を切っていた。

「……暴れたりしない。包丁とかだって、ここにはないじゃん。人間を呼んで」

　結局冴木の要求が受け入れられたのは翌日だった。

　人間の若い男性看護師が清拭の用具を持ってやってきた。しかしナインは出ていかず、微笑を浮かべたままずっと冴木を見ていた。男性看護師は「じゃあ、上を脱いでくれるかな」と軽い口調で喋りかけてきたが、警戒しているのが幼い冴木にもわかった。

　出ていかないＡＩ。筋力的に優れている若い男性の看護師。

　いざというときの監視なのは明白だった。

「……タツヤくんは、ナインのことが嫌いかい？」男性看護師が手を休めず言った。

　冴木は即答した。

「はい」

「どうしてだろう。ナインは良い子だよ？　それに優秀だ。シスターズっていってね。実はお兄さんが働いているところで、専門的に患者さんのお世話を任されるＡＩは珍しいんだ」

　医療業界において、一般的な病棟管理を除き、看護ＡＩの専門的な配属が最も遅れているのは精神科だった。

　理由は単純だった。ＡＩが最も得意とする論理や手技といった分野が精神科の治療には活いかしにくいからだ。

「まあ、ナインはまだ試験段階で、タツヤくんが初めての患者さんだけどね。製造されて日も浅いからコミュニケーションは正直かなり堅っ苦しい。表情も二パターンくらいしかまだ演算できないし。でも、それも会話を繰り返すことでだんだんとね──」

「ＡＩに」

　遮って冴木は言った。

「僕の気持ちがわかると思いますか。瞬きも必要なくて、ずっと立ちっぱなしでも平気で、部品が古くなっても交換すればいいだけのＡＩに、どんどん悪くなっていく心臓を持ってる僕の気持ちなんて、わかるはずないじゃないですか」

　声は声変わり前のそれでも、どこか背伸びして聞こえる丁寧語でも、冴木のその言葉の重さはまるで大人だった。

　男性看護師は手を止めて逡巡し、「……ごめん」と呟いたあとは一言も発さなかった。清拭を終えると、「じゃあ、なにかあったらすぐに呼んでね」とそれまでの気まずい沈黙に蓋をするように言い残し、部屋を出ていった。

　ナインは微笑を崩さず、ただ佇んでいた。
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　翌日、目を覚ました冴木は違和感を覚えた。

　ナインがどこから持ってきたのか──あるいは睡眠中も一秒も目を離していないとしたら誰かに持ってきてもらったのか──パイプ椅子に座っていた。足元はしっかりと無線充電盤に接していた。また、時折瞬きもしていた。

　冴木が起きてきっかり五分が経過したとき、ナインが立ち上がってベッドの冴木に近付いてきた。

「……なに」訝しんで冴木は言った。

「朝の検温です」

　微笑みを崩さずナインは言って、ゆっくりと両手を冴木の頰に伸ばし、おでこを冴木に合わせてきた。

　思わず冴木はそれを振り払った。

「なにしてんのっ……！」

「……朝の検温です」

「これまでみたいにサーモで測りなよ。それ、ＯＧＣが去年発表したモデルのⅡ型でしょ？」

　冴木はサーモグラフィが内蔵されているはずの、ナインの二つのアイカメラを正面から睨みつけて言った。

「そうです」

「だったら、離れてよ」

　ナインは振り払われた姿勢のままなにか演算しているようだったが、やがて大人しく一歩足を引き、冴木から距離を取った。

　それでも変わらないナインの微笑に冴木は苛立ち、声を荒げた。

「何で椅子に座ってんの。瞬きしてんの。人間のつもり？」

　少しの間があってからナインが言った。

「昨日冴木さんはＡＩに自分の気持ちはわからないと言いました。私のＡＩらしい振る舞いが冴木さんを不快にさせている原因だとしたら、それを──」

「余計なことしないでよ」遮って冴木は言った。「さっきから見てたけど。きっちり十五秒ごとに一回瞬きしてるのは、安全性に引っかかると判断したからでしょ。普通人間は五秒に一回くらい瞬きして、起きてても５％から10％くらいは暗闇で過ごしてる。それは危ないと演算したから、十五秒に一回なんだ」

　冴木は十歳にしてそれを知っていた。独学で詳しく調べた知識であり──そしてそうしなければいけない理由と現実が、これまでの冴木にはあった。

「そうです」ナインは頷いた。

「人間はそんなふうに瞬きしない。出てってよ。気味が悪いんだ」

　投げやりに冴木は言った。

　しかし、しばらくしてもナインは動かなかった。冴木は訝しんだ。いつものように「承認できませんでした。申し訳ありません」と発する直前に、微笑みから申し訳なさそうなものに変わる表情に動きがなかったからだ。

　やがて、ナインが言った。

「……ドクターが条件付きで検討するそうです。検温や食事の運搬などの担当は私から変更できませんが、以下の質問の返答の有効性が認められれば、私は普段個室外で待機することができます」

　その返答に冴木はますます顔をしかめた。

「……なに、質問って」

「冴木さんが自宅で発見、保護されたとき、エリさんはひどい破損状態に──」

「エリじゃない！」

　冴木は怒鳴った。そう呼ばれることだけは我慢できなかった。

「あいつはHK5−007だ。名前なんてない」

　演算の沈黙があった。

　やがてナインが言った。

「では、彼女と。彼女はひどい破損状態にありましたが、どのようにして破損しましたか？」

「……どうしてそんなこと訊くの」

「私が排泄時以外一秒も離れるなと命じられているのは、冴木さんの加虐行為、自傷行為を防止するためです。冴木さんがその行為を引き起こす可能性があるとドクターたちが判断しているのは、発見時の状況を根拠としているからです。しかしその状況は、冴木さんの暴行によって引き起こされた可能性は低いと私が伝えたところ、確認を取れと命じられました。だから、尋ねています」

　冴木はわずかに驚いてナインを見据えた。

　変わらない微笑みがあった。

「……何で僕がやったんじゃないって伝えたの」

「伝えていません。その可能性は低いと伝えました」

「何でそう伝えたの」

　細かい訂正をしてくるナインに苛々しながら冴木は尋ねた。

「彼女は頭部と胴体が離れた状態で発見されたそうですが、冴木さんの腕力では包丁を使っても切断は不可能かあるいは相当な時間がかかります。彼女はハウスキーパー及び看護ＡＩであり、加えられる危害を黙って受け入れるという使命をプログラムされていませんので、危害に対しては最低限の抵抗をします。なので、冴木さんが時間をかけて切断した可能性は極めて低いと判断したためです」

「…………」

　冴木はより苛立ちと悔しさを感じた。

　当たっていたからだ。

「彼女はどのようにして破損しましたか？」

　真っ直ぐ目を見て繰り返すナインから、冴木は目を逸らした。

　そしてぽつりと言った。

「……あいつに、自分で自分を壊せって命令したんだ」

「原則、彼女のようなＡＩはそういった命令には従わないようプログラムされているはずです」

　冴木は左腕を差し出した。包帯が巻かれていた。複数の切り傷がその下にはあった。

「壊さないと、僕が傷つくって言った」

　高度な回路を備えているＡＩが持つ「自壊」禁止の原則。

　しかしそれは人が傷つく可能性がある状況であれば、人を助けることが優先され、後回しにされる。

　ナインのアイカメラが下がり、冴木の左腕を見た。

　カメラの奥がピントを合わせるように動いたのを冴木は見た。傷を検分し、なにかを演算しているようだった。

「……自傷行為は、それが原因ですか？」

　冴木は頷いた。

　すると再度演算の間があった。

「……確認します。自傷行為は本当にそれが原因ですか？」

「……そうだよ。悪い？」

「善悪の判断は私にはできません。何故彼女にそう命じたのですか？」

「……別に」どきりとした冴木は誤魔化すように言った。「あいつと、あれ以上一緒にいたくなかっただけ」

「了解しました。少々お待ちください……。……ドクターの許可が取れました。暴れたり、自分を傷つけたりしない限り、私は普段外にいることになりました。一時間と十三分後に朝食をお持ちします。なにかありましたらナースコールのボタンを押してください。失礼します」

　そう言って、冴木が呆気に取られるほどあっさりとナインは背を向けた。洗練された動作でドアへと向かい、ノブに手をかけた。

　その動きが途中で止まった。

「……冴木さんが彼女に対して一緒にいたくないと感じ、自らを壊す命令をしたことを、残念に思います」

　そう言ったナインは背を向けたままだった。そして今度こそ出ていった。

　冴木はまたも呆然として閉められたドアをしばらく見やっていた。

　ナインは出ていった。

　冴木の要求通りだった。

「……何だよそれ」

　しかし冴木は邪魔者を追い出したというより、取り残されたような居心地の悪さを感じていた。

　ＡＩが「思う」という言葉を発することは珍しいことではない。人間のコミュニケーションパターンから統計的に学習、演繹して「こういった文脈なら「思う」という単語を発することがコミュニケーションとして有用である」と判断したなら、どのＡＩでも行うことだ。

　けれどその「思った」ことを先ほどの場面で伝える必要はなかったはずだ。

　しかもナインは背を向けたままそれを言った。相手の目を見て話すというコミュニケーションの基本を無視して。




　──まるで微笑むか申し訳なさそうにするしかない自分の表情を隠すように。

　──言うなら、人間のように。




「何だよ、それ……」

　冴木が繰り返した響きは、望んだはずの一人の空間に、間違いなく孤独の寂しさで跳ね返った。
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　それから冴木は徹底的にナインを無視した。

　予告通りナインは普段個室の外に出るようになった。検温や食事の運搬で部屋に入ってきたときも、「お食事です」「朝の検温です」といったナインの言葉に冴木は頷きだけで返して、一言も口を利かなかった。

　──ＡＩが人間らしい振る舞いをする。そのことが冴木には我慢できなかった。

　一週間ほど経った頃だった。

　冴木が個室の真白い風景に見飽きて、ドクターから言われた「なるべく歩くようにね」との忠告通り、狭い廊下やロビーを行ったり来たりしていたときだ。

　不意にロビーから怒鳴り声が聞こえた。

　見てみると、これまで何度か廊下ですれ違ったことのある中年の男性患者が、同じ年頃の女性にくってかかっていた。女性の服を掴み上げ、聞き取れない言葉で乱暴にわめき散らしていた。女性も負けじと言い返し、掴まれた服を振り払おうと暴れていた。

　冴木は恐怖を感じたが興味が勝まさった。ロビーに続く廊下の端に移動して、ことを見ていた。

　二人は夫婦らしかった。入院している夫を、妻が見舞いにやってきていたのだ。

　男性患者はすぐにナースステーションにいた二体の女性型ＡＩたちに取り押さえられた。顔は違うが、ボディはHK5−007と同じだ、と冴木は思った。患者の世話ではなく、病棟の清掃や事務管理を行っているＡＩたちだった。

　床に押さえつけられ身動きが取れなくなった男性を見て、女性が大勢の有利を感じたのか、逆に男性の襟元を引っ張り上げ、「いい加減にしてよ」と怒鳴った。

　その瞬間だった。

　女性が背後から羽交い絞めにされた。

　ナインだった。ナインは「なにするの！」とわめく女性の言葉を無視し、丁寧だが確実な力ずくで、男性から引き剝がした。

　そこに人間の看護師たちが駆けつけてきた。男性はＡＩたちによって個室へ。そして女性はナインから人間の看護師たちに引き渡された。看護師たちはナインの非礼を女性に詫わびていた。ナイン自身も頭を下げていた。

　それでも怒りが治まらないらしい女性の叫び声がロビーに響いた。

「…………」

　その中で冴木は、一つの可能性に思い当たっていた。

　──癪しやくだけど、試してみるのはありかもしれない。

　冴木の目線は相変わらずの申し訳なさそうな表情を浮かべながら、頭を下げているナインに注がれていた。
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「話があるんだけど」

　冴木の声に、個室に夕食のトレイを下げにきたナインの動きが止まった。

　ナインにとっては一週間以上ぶりに直接聞く冴木の声のはずだったが、「驚く」という感情表現を表に出さないまま、ナインは持っていたトレイを置いて冴木に向き直った。

「何でしょう」

「シスターズって何なの」

　ナインは即答した。

「ＯＧＣの研究開発部門が開発したＡＩモデルの総称です。特殊なモデルでありまだ個体数は少なく、世間の認知度もないですが──」

「そんなことは知ってる。そうじゃなくて……」

　ええと、ええと、と冴木は必死に言葉を探した。

「……昼間、あのおばさんを取り押さえたのはどうして」

「その必要があると判断したからです」

「ここのＡＩにそれは無理でしょ」

　強い口調で冴木は反論した。

「あのときおじさんとおばさんは二人とも暴れてた。だけど二体いたＡＩは二体ともおじさんを取り押さえた。あのモデルの力は大人の男の人より倍は強いんだ。普通だったらおじさんとおばさん、一人で一人ずつ両方取り押さえるよ。なのにそうしなかったのは、あのおばさんに手を出せなかったからでしょ？」

「そうです」

「きっとあのＡＩたちの使命がそうなってるんだよね。使命は何なの？」

「ドクターと看護師の指示の下、この病棟内の事務や清掃及び、簡易的な患者さんのお世話をすることです」

　なるほど、と冴木は内心で頷いた。

「つまり、外の人には触れないってことなんだ。だからおばさんを取り押さえなかった」

「そうです」

「でも君はおばさんを取り押さえた。君の使命はあのＡＩたちと同じじゃないの？」

「ほぼ同じです」

「ほぼ？」

「私の使命は、『人類のため』、ドクターと看護師の指示の下、この病棟内の事務や清掃及び、担当になった患者さんのお世話をすることです」

　冴木は訝しんだ。違いがよくわからなかったからだ。

「……人類のため？」

「私たちシスターズの使命には、全てその前提がつきます。前提がないＡＩより柔軟な思考演算が可能ですが、定義が広すぎて行動が予測不能になることが多く、他のＡＩには採用されていません」

「……その前提があったから、あのおばさんを取り押さえた？」

「はい」

　おじさんだけでなくおばさんを取り押さえることがどうして人類のためになるのか。

　冴木は全くわからなかったが、今はどうでもいいことだった。

　可能性はある。

　そう信じて冴木はナインの微笑を正面から見据えた。

「……じゃあ君は、普通の看護ＡＩよりはＡＩっぽくない考え方ができるんだよね」

「ＡＩっぽくない考え方とはどのような考え方でしょう」

　その返事はＡＩ的に過ぎなかったが、冴木は無視して続けた。

「病院の人に内緒で調べ物はできる？」

　演算の間があった。

「……内容によります」

「僕のお母さんのことを調べてほしい。今、どこでなにをしているのか。絶対に誰にも知られないように」

「…………」

　ナインは微笑を崩さず、動かなかった。ただ冴木はその間、ナインのアイカメラが風景を反射しているだけのものになっているような気がしていた。外部情報を入れていない。高速で演算を内部で走らせている。

　わかりました、とナインが頷いたのは三十秒も経ったあとのことだった。

　冴木がこれまで見たＡＩの演算の中で、最も長い時間だった。
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　翌日から、ナインは仕入れた情報を定期的に冴木の元へ伝えに来た。

「冴木エリさんは半年前から行方ゆくえ不明になっていました。現在地はまだ特定できていません」

「行方不明……」

　それは冴木にとって予想していた答えだった。だが、他人から告げられた改めての事実は冴木の気持ちをなによりも重くした。

「どこにいるかわからないの？」

「はい。現在エリさん名義のカードや身分証が使われた形跡がないか調べていますが、ヒットしません。なにか冴木さんに手がかりとなる情報や心当たりはありませんか」

「……お母さんが家に帰らなくなってから、何回か手紙が来た。仕事が忙しくてしばらく帰れないから大人しく留守番しててって」

　冴木は手紙にあった消印の住所をナインに知らせた。いずれも別々の住所で、遠く離れた地方都市だったはずだ。

　ナインはそれらの都市を調べた結果を、数日に一回、一つずつ報告にきた。

　報告はいずれも芳しくなかった。そのたびにナインは申し訳なさそうな表情を浮かべた。

　そして必ず、母親がいなくなってから冴木がどのように暮らしていたかを尋ねてきた。

「お母さんの居場所と関係あるの？」

　冴木は険のこもった口調で問い返した。頼んだこと以外に、ナインに踏み込まれたくなかった。

　言葉の棘とげを向けていることを全く感じさせない微笑みで、ナインは言った。

「……情報が不足していますので」

「……別に、普通だよ」冴木は食い下がるナインにため息をついて言った。「お母さんの言う通り、大人しく留守番してた」

「その間、学校などは？　担任の先生はなにか言っていませんでしたか」

「言ってたよ。……先生は、なにも知らないみたいだった」

「不審がられませんでしたか」

「…………」

　別に、と冴木はかぶりを振った。

　不審がられるのは、母親がいなくなって二ヶ月ほど経った頃から日常茶飯事だった。三者面談も授業参観も、何とか理由をつけて誤魔化した。

　冴木は事を荒立てたくなかった。母親の行動が、母親としてなにか良くないものだという予感があったのだ。だからこそ、騒ぎになれば母親はきっと悪者になってしまう。そうなれば、母親が帰ってきてくれない気がした。言われた通り、大人しく留守番していればいつか母親はお土産みやげと共に戻ってきてくれる。冴木はそう信じていた。

「彼女……HK5−007は冴木さんになにか失礼なことをしたのでしょうか？」

「……え？」

　冴木は質問の意味がわからず眉根を寄せた。

「先日、彼女に自らを壊す命令をしたのは、彼女とそれ以上一緒にいたくなかったからだと言いましたね。失礼があったのではないのですか？」

「それは……」

　冴木は見飽きたHK5−007のことを思い返した。

　失礼などなかった。

　あのＡＩはハウスキーパー兼看護ＡＩとして完璧に稼動していた。半年間のうち、冴木は三度ほど重たい発作を起こしたが、そのたびに病院に駆け込まずに済んだのはHK5−007の適切な処置があったからだ。HK5−007がいなければ救急車を呼び、そこから医者にかかって母親の不在がばれていただろう。

　ただあのＡＩは、何度も冴木にこう言った。

『私のことをお母さんだと思ってくださいね』

　ナインよりはるかに優れたコミュニケーションパターンと表情を駆使して、冴木が「お母さんはいつ帰ってくるの？」と問うたびに、そう言ったのだ。




　その裏に、HK5−007を購入してきた母親のどんな意志があったのか。

　──それを冴木は認められなかった。




「……関係ないでしょ」

　ふい、と冴木は顔を背けた。

　ナインはその返事を微笑みで受け止めていた。が、すぐにまるで誤魔化すように背後に向き直った。

　そして、「……そうですか」と呟き、病室を辞そうとした。

「……待って」

　気付けば冴木はその背中に声をかけていた。

「どうして今、振り返ってから返事をしたの。この前もそうしたよね？」

　それは確かに気まぐれからの質問だった。取り立てて踏み込もうとしたわけではない、なにげなしの質問。

　しかし返ってきた声の重さはまるで目に見えるようだった。

「……どんな顔を表現すれば良いかわからないからです。冴木さんはＡＩが嫌いです。ですが私にはこんなとき人間であればどんな顔をするか、その答えがまだ演算できません。冴木さんを不快にさせないために背を向けました」

　そうしてナインは出ていった。

「…………」

　冴木は見たところで少しも気が晴れない、窓の外の裏庭の光景に視線を頼るしかなかった。

　確かに冴木はＡＩが嫌いだった。

　しかし、人間に近付こうとする意欲を持つＡＩは、それ以上の毒だった。




　その夜。

　寝ていた冴木は胸に異物感を覚え、目を覚ました。

「……っ！」

　慌てて上半身を起こし、うずくまるような姿勢を取った。しかし異物感は治まらず、不規則に跳ねるボールのリズムのような激しい動悸に膨れ上がった。

　発作だ。

　服の上から胸の皮膚を握るようにして爪を食い込ませた。息が苦しくなり、嫌な汗が頭皮から滲にじみ出るのがわかった。

「お母……さん……！」

　搾り出すような声が口から漏れ、きつく閉じた目から涙が滲んだ。押さえ込むために強く呼吸を繰り返そうとするがうまくいかなかった。それでも冴木は無様に呼吸を続けた。

　大丈夫だ。

　助けを呼ばなくても、この程度なら大丈夫……！

「冴木さん」

　いきなり個室のドアが勢いよく開いた。うずくまっていた冴木はそちらを見られなかった。

　無理やり視界に入り込んできた手には錠剤が握られていた。続いて差し出された水の入ったコップを何とか受け取って、錠剤を飲み下す。

「……っ」

　身体を折った姿勢のまま冴木は動かなかった。

　消灯時間が過ぎた、暗闇の中の個室。

　動悸が治まり、ようやく呼吸を意識しなくても良くなった頃、不意におでこに感触があった。

「…………！」

　ナインだった。

　間近でアイカメラを見開きながら、自分のおでこを冴木に合わせていた。

　人間の検温の真似事だろう。アイカメラを開いてサーモグラフィを起動させているのがその証拠だった。

　明らかに、人間の民間的な体温の測り方より長い時間、ナインはそうしていた。冴木が気味が悪いと忠告した通り、不出来な瞬きは一切しないままに。

「……なん、だよ……」

　呟いた言葉はナインに向けられたものではなく、自分自身に向けられたものだった。

　冴木はナインを以前のように振り払うことができなかった。

　合わせられたおでこ。頰に当てられた手。

　まるで母親がいた頃のような安心感。

　それは、発作が治まったからなんだ、そうに決まっていると、冴木は必死に自分に言い聞かせていた。
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　冴木のベッドが精神科病棟から内科病棟に移されることを告げられたのは、それから数日後のことだった。

　先日の発作のあとの診断結果が思わしくなく、すぐに専門的な対応を行える内科に移した方が良いとの判断だった。また、入院してからこっち、冴木が一度も暴れたりしていないという事実もあった。

　そのことをドクターから聞かされたとき、冴木の頭に真っ先に過ぎったのはナインのことだった。正確には、ナインが持ってくる母親の情報だった。

　ナインは精神科の看護ＡＩだ。内科病棟に移されては、ナインと接触することができなくなってしまう。

「えっと……」

　冴木は不安な顔をしながら、ドクターの横に立っているナインを見た。するとナインが言った。

「ドクター。冴木さんの病状を確認するために、私が定期的に内科病棟を訪れることは可能でしょうか？」

「ん？　どうしてだい？」

　わずかな驚きを含んだ声でドクターが尋ねた。

「冴木さんは私が担当になった初めての患者さんです。退院するまでの経過をできるだけ詳細に把握しておきたいのです。ＯＧＣ及び病院に提出するレポートの質の向上に繫がります」

　果たしてそれは認められた。

　冴木が内科病棟に移ってもナインは定期的に冴木の元へやってきた。

　母親の居場所に関する情報は、中々決定的なものを得られないようだった。それでもナインは日に一度は冴木の元に現状を報告しにきた。

「──で痕跡が途絶えていました。申し訳ありません。明日から次の消印の住所付近を探ります」

「……そう。ていうか、こんなに何度もこっちに来て大丈夫なの？」

「許可は頂いています。先ほど患者さんに内科のナースだと勘違いされて、今日の夕食を尋ねられましたが、オンラインで確認し答えることができました」

　発作を起こした日から、冴木はナインとこうした会話をすることが増えていた。

　母親の情報とは関係のない会話。場所は冴木の病室であったり、内科に移ったことで散歩が許可された中庭であったりした。

「それでは、また明日報告にきます」

「うん、ばいばい」

　冴木は頭を下げて去っていくナインに手を振った。

　ナインは相変わらず微笑か申し訳なさそうにする表情しか造れていなかった。

　しかし冴木はそのことに慣れ始めていた。また、二人の会話が以前よりは穏やかであることが多くなっていて、その状況でのＡＩの微笑みは、まさに「人に安心感を与え、不快にさせないため」という目的を見事に果たしていた。




「ペースメーカー……？」

　その日、冴木は内科で担当となったドクターから診察室で説明を受けていた。

　そう、とドクターは頷いて、マッチ箱より小さな円形の機械を冴木に見せるように差し出してきた。

「これはタツヤくんに埋め込むものと同じ形のものなんだけどね。小さいでしょ？　でもこれでも機能は昔と比べてすごい進歩しててね──」

　冴木を安心させるように明るく話すドクターは、それから冴木の心臓の状態があまり良くなく、ペースメーカー抜きではこれから致命的な発作が起こる可能性があることを告げた。

「……手術、するんですか」

　冴木はわずかに震える声で呟いた。

　それを怖がっていると取ったのだろう、ドクターはさらに明るい口調で言った。

「大丈夫！　一時間くらいで終わるものだし、全然痛くないよ。先生もついてるからね」

　診察室を出た冴木は、中庭に足を向けようとして、反対側に足を向けた。中庭には人がいることが多い。また、ナインが冴木を捜してやってくるかもしれない。

　冴木は一人になりたかった。

「…………」

　裏庭の方へ向かいながら、冴木は手の中のペースメーカーを見た。「持っていっていいよ」とドクターがくれたものだった。患者に説明するときに使うもので、レプリカらしい。

　冴木はこつこつと指先でそれを弾いた。

　金属の感触だった。

　ＡＩと同じだ。

　握りしめても弾力はなかった。これを、手術で身体に──心臓に、埋め込むという。正確にはペースメーカー本体は胸部に、そこから伸ばすリード線を心臓に埋め込むのだが、冴木にとってはどうでも良いことだった。

「…………っ」

　苛立たしげに冴木は口元を歪めた。

　先ほどのドクターの口調が思い返された。途中からまるで怖がっているこちらを勇気付けるように明るく振る舞っていた。確かに、手術は怖い。きっと注射とかもするのだ。病院には通い慣れているけれど、手術の経験は今までなかった。

　しかし、そんなことよりもなによりも。

「機械を、身体に……」

　冴木は自分の出来損ないの心臓を上から押さえつけた。別に心臓を丸ごと機械にするわけではない。あくまでその動きを補佐する機械を埋め込むだけだ。

　けれど、強い抵抗があった。

　例えばこれから、心臓がますます悪くなったりしたら、いずれ心臓全部を機械に取り替えるのではないのだろうか。そして、身体のほかの部分も機械に取り替える、なんてことにならないだろうか。




　──それは、ＡＩに近付くことじゃないのだろうか。




「──ってこと？」

「…………？」

　不意に聞こえてきた声に、冴木は裏庭に入る直前で足を止めた。

　聞き慣れた声だった。精神科の病棟で清拭を担当してくれていた若い男性看護師の声だった。誰かと話しているらしい。そういえば、精神科は裏庭に面していたのだったか。

　挨拶でもしようかと足を前に出そうとしたとき、声が続いた。

「そう。もっとストレートに言っちゃえば、当時の母親の義務やら何やらが鬱陶しくなったってこと」

　女性の声だった。人間の看護師だ。

「タツヤくんの入院が長引いてるのもそういうわけ。今、保育士とか児じ相そうの人が施設を探してるのよ」

「……せめてタツヤくんには無理でも、病院側には一度くらい顔を出せないもんかね」

「無理でしょ。あっちではちゃんとした母親やってるんだから。吐き気がするけど」

「……母親？」

「婚約してる男がいんの。コブつきの。タツヤくんより少し上だけど。既往もなにもない、もちろん入院なんてしたことない、元気な男の子が」






９





　夜。

　冴木は特別に許可をもらって、頼りない電灯のみが照らす中庭のベンチでそれを待っていた。

　指定した時間通りにやってきたナインに、冴木は振り絞るように言葉をぶつけた。

「知ってたんだろ」

「……なにをでしょう？」

　やはりナインは微笑を崩さなかった。冴木はそれを見て言葉を荒らげた。

「お母さんがどこにいるかも、なにをしてるのかも、知ってたんだろ！」

「…………」

　表情が申し訳なさそうなそれに変わり、ナインは頭を下げた。

「……はい。申し訳ありません」

「噓つき……！」

「噓ではありません。冴木さんが教えてくださった住所に冴木エリさんの痕跡は──」

「うるさい！」

　怒鳴り声が響いた。まるでそれに押されたかのように、花壇で鳴いていた虫の声が止まった。

　溢れる涙を拭うことなく、冴木は怒鳴った。

「何で黙ってた！　何で教えなかったんだよ！」

「……冴木さんの精神状態が一定以上に不安定になると判断したからです。ドクターと相談しました。時期を見て伝える予定でした」

　その答えに、沸き上がっていた冴木の頭が急速に冷えていった。

　ドクターと相談。

「噓つき……」

　内緒だと言ったはずだ。

　なのに、結局は──

「……優秀な陽電子脳じゃん」

　冴木はこれ以上ないほどの軽蔑をこめて言った。

　するとナインの表情が微笑みに変化した。

「ありがとうございます」

　そして、頭を下げた。

「…………」

　それを見た冴木は、冷めた怒りを通り越しての呆れすらが、自分の中で別のものになる瞬間を感じ取った。

　──馬鹿馬鹿しかった。

　全ては自分が間抜けだった。皮肉もわからない、ＡＩなんてものに少しでも気を許した自分が、許せなかった。

「もう二度と、近付かないで」

　冴木は返事を待たずに中庭をあとにした。

　当然、ナインがどんな表情をしていたかはわからなかった。




　深夜、冴木は病院を抜け出した。

　行き先を決めないまま、通りがかったバスに飛び乗った。

　冴木の病室には、踏みつけて壊したペースメーカーのレプリカが残されていた。
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「…………」

　物思いに沈んでいた冴木は、知らず手を当てていた胸から腕を下ろした。

　掌には鼓動の感触が残っていた。二十年前に埋め込まれたペースメーカーにより支えられている命の流れ。まるでそれを確認するかのように拳を握り込んだ。あの日から、それはいつの間にか冴木の癖になっていた。

　研究室然としたセーフハウスだ。

　冴木は複数あるモニタを次々と切り替えながら、表示されている情報を仔細に確かめていった。

　トァクがメタルフロートと接触してから一時間強。陽は完全に没して、外は寒さが走る冬の夜だ。

　最も早くその異変を嗅ぎつけたのは警察でもマスコミでもなく、海岸線に居を構えている一般の住人たちだったようだ。夕暮れ時に起こった、メタルフロート付近の海上での爆発。爆発の瞬間をとらえた動画はなかったが、炎上する船舶や海中に沈んでいく武装ヘリの様子がネットに数本上がっていた。

　トァクの名前はなく、何らかの事故と見られているようだった。だが、そうではないと世間が気がつくのも時間の問題だろう。いや、すでに当局は気付き始めている頃だ。

（ディーヴァもまだ戻ってこない。脱出に失敗したか、あるいは巻き込まれてしまったのか。……だとしたら悪いことをした）

　連絡を取ろうと、端末に手を伸ばそうとして──冴木はその手を止めた。

（そうだ……回線は……）

　セーフハウスの通信の回線は、ヴィヴィたちが今朝方セーフハウスを出ていった直後から落としていた。万が一にも今日、このタイミングでトァクに居場所を悟られるわけにはいかなかったからだ。

　冴木はモニタ前の椅子から立ち上がって窓際に立ち、メタルフロートの方角を眺めた。爆発の炎はとっくに海に飲まれ、遠いメタルフロートの周りは夜の闇が支配していた。唯一浮かび上がっているのはメタルフロートの赤い光のみだ。

　その赤い光は昨日までは見られなかった色だった。冴木がディーヴァに渡し、スタンドアロンのメタルフロートに対して内部から実行してもらったプログラム。それが正常に働いている証拠だった。

（まだ警戒色ということは、トァクの残党が迫っている……？　いや、トァクの襲撃計画に第二波の予定はなかった。ということは、海中に沈んだヘリや船舶の武装に反応しているのか）

　となれば、今は動きようがない。

「コーヒーです」

　背後から聞こえてきた声に冴木は振り返った。

　グレイスがトレイを持って立っていた。「ありがとう」と、差し出されたコーヒーを受け取り、ゆっくりと喉を湿らせた。

「ＯＧＣや警察がメタルフロートに入る動きはまだないね？」

「はい」

「よし……寒いところすまないが船の暖気運転をしにいってくれるかい？　今外部に通信をするわけにいかないから直接ね。別にエンジンが寒さや雪でやられるようなことはないと思うけど、念のため。くれぐれも人に見られないように」

「了解しました」

「──あ、ちょっと待って」

　命令を受けて船が停泊している海岸線に向かおうとする彼女を冴木は呼び止めた。律儀に「了解しました」と言って止まり、向き直ってくる彼女を見て冴木は目を細めた。

　そこにいるグレイスのボディは、型番Ｂ−０９──かつてナインという名を持っていたＡＩと同じモデルだった。

「えーとね……その……」

　わずかな感傷が冴木を襲った。先ほどナインのことを思い出していたからだろうか。

　彼女とナインのコミュニケーションレベルは似通っていた。外見もそのままだ。

「……たぶん、君が外に出るのは最後になると思う」

　ＯＧＣや警察が今回の事件に関して、「ＡＩのみによる一大機関の運営」という看板を投げ捨てて人間をメタルフロートに送り込むまで、甘めに見積もっても二十四時間以内。早ければ十二時間もしないうちに決断するだろう。そこがタイムリミットだ。

　自衛の概念が高まっている警戒色が解け次第、冴木は誰よりも早くメタルフロートに入らなければならない。

「だから、景色を楽しんできて」

　了解しました、との返事が繰り返され、彼女はセーフハウスを出ていった。

　その返事はやはりナインに似ていた。

　あの世間知らずでＡＩを恨んでいた十歳の自分に優しくしようとしてくれていた、ナインに。

「…………」

　わずかな胸のうずきを、それでも冴木は押さえつけた。




　──全ては、彼女ともう一度出会うためだ。
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　幹線道路から海岸線に延びた一本の横道。

　もう長いこと整備が行き届いていないらしく、照明灯の足元にしぶとく雑草が頭を出していた。

　海に近付くほど標高を下げ、その行き止まりの岬。やはり長いこと使われていないらしい巨大な倉庫がいくつか並んでいた。海風に晒され、海側の入口のドアには錆さびが浮いていた。

「マツモト。包帯は」

「それで最後です」

　その倉庫の中。

　マツモトの返事にヴィヴィは顔をしかめ、倒れている女性の脇腹に巻いた包帯を思い切り締め上げた。すぐに下のガーゼから血が滲み、包帯を汚した。

　見覚えのある女性だった。昨夜冴木を追っ手の車から助けたときにもいた女性だ。

　太ももに刺さったヘリの機体の破片は幸い動脈を傷つけていなかった。海中に没する直前の武装ヘリと揚陸艇から回収した救命キットの中に、簡単な応急処置が行える麻酔や針や糸、包帯の類があったため、破片を引き抜いて傷を縫い合わせた。出血量は一見多くないが、意識が戻らなかった。おそらく内臓のどこかが傷ついて腹腔内出血を起こしている。

　このままでは、間に合わないかもしれない。

「救急車は」ヴィヴィが尋ねた。

「今、完全に自動稼動の救急車両をハッキングしています。ここで人間にボクたちの姿を見られるのはうまくありませんから」

　その倉庫は、かつて海路で運ばれたメタルフロートの製品を保管し、各地に陸路で輸送するための中継場所だった。メタルフロートが建設された当時は二十四時間態勢で稼動する忙しさであったが、わずか半年で使われなくなった。メタルフロートの領土や評判が急成長し、メタルフロート内にある程度製品を保管することができるようになったためと、評判を聞きつけた各企業があっという間に専用の直接的な海路ネットワークを構築したためだ。

　マツモト曰く、トァクがメタルフロート襲撃の際、揚陸艇を隠していた一時的なセーフポイントらしい。ヴィヴィとマツモトは生存の可能性があるトァクのメンバーを可能な限り回収し、人目につかないこの倉庫に運び込んだ。

　しかし。

「……とりあえず、手は尽くした」

　ヴィヴィは最後になった女性の処置を終え、立ち上がり、あたりを見回した。

　冬の底冷えが床から上がってくるひどく寒い倉庫内。薄汚れたそこにトァクのメンバーが寝かされていた。

　五人だった。

　もう十四度目になる確認作業だった。何度アイカメラのチェックを行っても、そこにいるのは、たった五人だった。

　一人の女性以外は全員男性だ。

　その中に、垣谷の姿もあった。

　意識のある者はいなかった。このあと救急車が駆けつけても、全員が厳しい状態にあることは、医療の専門的な判断能力を持たないヴィヴィでも予測できた。

「……どういうことなの」

　ヴィヴィは手についた血を見ながら言った。

　何故、こんなことになったのか。

「可能性の最も高い演算結果が同列で二つあります。一つは、冴木博士が用意したプログラムが誤動作を起こした可能性」

　すでに演算していたのだろう、マツモトは即答した。トァクのメンバーを運んだときの飛行形態はすでに解除され、いつもの姿に戻っていた。

「もう一つは、冴木博士のプログラムが最初からこれを目的としていた可能性です」

　マツモトの声は固く、冗談や軽口も挟まなかった。

　ヴィヴィは自分の内部回路にマツモトの演算結果を走らせ、やはり同じ答えになったことを確認してわずかに頷いた。人間でいうところの納得という作業だ。

　冴木博士によれば、エムたちメタルフロートのＡＩは人間を傷つけることを禁じられていた。それは本当だろう。そもそも戦場に投入されるような高度な論理回路を持たないＡＩ──ＢＯＴたちを除けば、大抵のＡＩたちは人間を拘束することはできても傷つけることは禁じられている。

　しかし、ヴィヴィがプログラムをメタルフロートの端末に走らせたあのとき。明らかに非常時であることを知らせるようなアラームが鳴り響き、ＡＩたちの様子がおかしくなった。偶然のタイミングというにはあまりに偶然が過ぎた。

「冴木博士はまだ通信に応えないの」

「エンドレスでコールしてるんですけど……おそらく、回線を落としてますね、これは」

「……なにかに巻き込まれた？」ヴィヴィはわずかに眉を寄せた。

「判断できません。情報が足りませんので……っしょと」

　と、マツモトが倉庫の隅に転がっていたドラム缶を持ち上げ、トァクのメンバーたちのそばに置いた。おそらくかつて海路でここまでメタルフロートの製品を運んできていた、船の燃料が入っていたものだろう。

「なにしてるの」ヴィヴィが尋ねた。

「本当はこんなザ・アナログ的な手法には頼りたくないんですけど……状況が状況ですからね。さて、どうか不合理で愚かな方がいますように……」

　言って、マツモトはごそごそと倒れているトァクのメンバーの懐を漁あさり始めた。

「あったあった。まったくもう、人間さんっていうのは……ボクたちには一生理解できない感覚ですよ、これを嗜たしなむっていうのは」

　ほどなくしてマツモトが取り出したのは煙草とライターだった。海水で水浸しになっていたが、ライターの火は問題なく点つくようだった。マツモトは倉庫の廃材や廃棄になった製品の梱こん包ぽう材をぽいぽいとドラム缶に投げ込み、火をつけた。

　良くないものも混じっていたのかすぐにわずかに異臭が漂ったが、火は勢いよく燃え上がった。暖を取らせるためだろう。倉庫は広く、空間内の酸素量は十分で、中毒にはならないだろうと判断したヴィヴィはマツモトを止めなかった。

　火は激しく揺れていた。

「…………」

　その色が目を覚まさないトァクのメンバーを──垣谷を照らしたせいなのか、あるいは炎そのものが原因だったのか。

　ヴィヴィの記憶領域の中に、かつての出来事が再起された。

　初めてマツモトが接触してきたあの日。激突するトレーラー。燃え上がる炎。

　そして、前回のポイント、サンライズでの格闘。そのときの垣谷の目。

　ここに倒れ伏している五人は、皆あのような目をするのだろうか──。

「──トァクは」

　ぽつりとヴィヴィは漏らした。

「いつから、こういったことを繰り返しているの。なにを望んで、続けているの」

「正確な記録は残っていません。ですがこの国においては、二十年前、ＡＩ命名法の一件が初めて表立って行動した記録です」

「この国？」

「世界中に支部がありますからね。ですがこの国のトァク──つまり今この場にいる彼らが最も過激派であることは世界共通の認識です。ＡＩ産業のトップ、ＯＧＣの技術の恩恵を経済的にも物理的にも一番多く受けている国ですから。古今東西、わかりやすい強大な敵がいるお膝元で、強大な反面思想が生まれるのは道理です」

　やれやれ、とマツモトは肩をすくめるようにして──実際にはボディを構成する多数のキューブは一ミリも動いていなかったが──両のマニピュレータの掌を天に向けた。

「彼らの目的は、ＡＩの存在が人間社会を脅かすことになるぞ、との思想を世の中に植え付けることですから……それが達成されればやめるのでしょうけど。そんな数値にならないものを目的としてる以上、原理的に資金か人的資源が枯渇するまでやめようがありません」

　火が爆はぜる音をヴィヴィの聴覚センサーが捉えた。

　それは論理的に正しい帰結だった。彼らは、走り続け、燃え続けるのだ。

「……ですが皮肉なものですね。今回のポイントに限って言えば、その思想はともかく、取り得る手段はボクたちと一致してしまったのかもしれない」

「え？」

　わずかに沈んだマツモトの声と内容にヴィヴィは訝しんだ。

「メタルフロートです」マツモトは即答した。「原因はまだ不明です。しかしメタルフロートがああいったことを引き起こす可能性があることを見せつけられてしまった以上、ボクたちの行動は一つしかありません」

「…………」

　ヴィヴィがその続きを沈黙で受け入れようとしていると、マツモトはまるで試すように等しく黙った。

　ヴィヴィの回路に過ぎったのはメタルフロートのＡＩたちであり、エムだった。

　葛藤と人が呼ぶにはあまりに短い時間だった。薄暗い倉庫の中、火が反射しているマツモトのアイカメラをヴィヴィは見据えて、言った。

「──メタルフロートを、破壊する」

「そうです。それしか──」

　受けたマツモトの声が止まった。

　ヴィヴィも異音を捉えて振り返った。

「……う……っ」

　呻うめき声だ。トァクのメンバー、最後に処置を行ったあの女性だった。

「大丈夫ですか……！」

　ヴィヴィは駆け寄り、酸素を求めて呻いている女性の呼吸を楽にしようと、跪ひざまずいて手を当て、女性の頭をわずかに起こした。口腔内から血がこぼれた。口の中を切った量ではなかった。内臓を傷めた吐血だ。

　女性の首元にタグが揺れているのが見えた。

　ＭＩＫＩ　ＦＵＫＡＺＡＷＡ。

　二十歳に届くか届かないかの年齢だろう。普段はおそらく勝気に見える中性的な顔立ちも、今は痛みに襲われて歪み、寒さと酸欠で紫色になっている唇が吐血で赤く汚れ、震えていた。

「ミキさん。わかりますか」なるべく穏やかな口調でヴィヴィは呼びかけた。

「こ……こは？」焦点が合っていない目でミキは言った。

「あなたがたトァクが揚陸艇を隠していた岬の倉庫です」

　え……とわずかな返事をこぼしたミキは、次の瞬間目を見開き、両手で思い切りヴィヴィを突き飛ばした。

「お前はっ……！」

　真っ直ぐな怒りがこもった声でミキは怒鳴った。激痛に耐えながら身体を折り曲げ、ズボンの足元に手を伸ばす。

「なん……で──」

　咳せき込み、血を吐きながら伸ばしたミキの手にはリボルバー式の拳銃が握られていた。

　ヴィヴィは敵意がないことを示すように両手を上げ、距離を取るように数歩下がった。マツモトもそれに倣ってヴィヴィの後ろに移動し、マニピュレータをばんざいの要領で掲げた。

「落ち着いてください。敵対する意思はありません」ヴィヴィが言った。

「ふざけんなよ……」

　ミキは銃を持つ震える右手を包むように左手を添えた。照星から見るヴィヴィの姿はそのままに、ちらりと横目であたりを窺うのがわかった。

　そのタイミングでヴィヴィは告げた。

「応急処置は施しましたが、皆さん危険な状態です。特にミキさん。あなたは内臓を傷めています。どうか横に」

「……！」

　ミキの反応は劇的だった。

　今まで気付いていなかったのか、包帯の巻かれた自らの腹と太ももを見下ろし──そして愕然とした表情でヴィヴィを見た。その焦点が血で汚れたヴィヴィの手に注がれた。

「繰り返します。敵意はありません。どうか──」

「────！」

　叫び声と同時、連続して引き鉄がねが絞られた。

　ほとんどが外れる中、うちの一発がヴィヴィの喉元への軌跡を描き──それを予測してわずかにしゃがみ込んだヴィヴィの額に着弾した。

　がくん、と衝撃で頭部が跳ね上がり、ヴィヴィのアイカメラが一瞬天井をとらえた。即座に、一定以上の圧力がかかったときに表示されるアラートが浮かび上がる。

「……敵意は、ありません」

　ヴィヴィはアラートを消し、顔を戻してミキに繰り返した。額にはわずかな擦過傷が残っていた。重層チタンを主とする合金で外殻が覆われている頭部はヴィヴィのボディの中で最も硬い部位だ。喉や胴体も頭部には劣るが、音速をわずかに超える程度の速度の、たかだか十グラムの弾丸では貫くことすらできない。

「どうか、横になって楽にしてください」

　ミキはヴィヴィを見て愕然とし──すぐにこみ上げてきた血を吐き出した。

　駆け寄ろうとするヴィヴィを、咳き込みながら効かないとわかっている拳銃で牽制してくる。

　長い間──実際には三十秒にも満たなかったが──そうして邪魔な血を吐き出し、何とか呼吸を確保し終えたらしいミキの表情を見て、ヴィヴィは危険な予測が回路に走るのを自覚した。

「……ミキさん」

「…………」

　ミキは答えなかった。顔から表情が失われていた。

「ミキさん。拳銃を、こちらに」

　撃たれた弾は五発。うち四発は外れ、一発はヴィヴィの頭部へ。

　そしてあのリボルバーのシリンダーは六発式だ。

「……ＡＩに、命を救われるくらいならね──」

「ミキさん！」

　ヴィヴィは堪こらえきれずに一歩踏み出し、叫んだ。

　ミキはヴィヴィに突き出していた拳銃を自らのこめかみにゆっくりとあてがった。

「お願いします、どうか……」

　言葉が続かずヴィヴィは顔を歪めた。それは懇願するような表情だった。

　たった五人だ。しかし命を繫いだ。

　人類のためにＡＩを滅ぼす、その使命に従って。

　そしてその使命に従い、これからメタルフロートを滅ぼすために行動を起こす。

　世の中に溢れているＡＩ。

　冴木の元で出会ったグレイス。エム。

　それら全てに優先して、人間の、人類のために。

「どうか、助けさせてください……！」

　響いたヴィヴィの声に、ミキの口元が全てを馬鹿にしたように吊つり上がった。

　今死がすぐそこにある者と、そうでない者。

　まるでそれが逆転しているかのような目で──

「──ＡＩに命を救われるくらいならねえ、こんなふうに生きてないわよ！」




　銃声が響いた。
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　そこは閑散とした島だった。

　残った島民は昔から漁を続けていた老夫婦が数組のみ。それも誇りや信念を持って漁を続けていたわけではなく、昔から続いていたから続けただけという、習慣の是非を問わずやめる理由が見当たらなかっただけの、どん詰まりの結果の朽ちた島だ。

　一日に二便、朝と夜にある定期便に冴木は乗り込み、不審そうな──けれども厄介ごとには関わり合いたくなさそうな──乗務員の目に見送られて、この島に降り立った。

　理由があったわけではなかった。深夜に病院を出てバスの終着駅で朝を迎え、そこに連絡していたのが島の定期便だっただけだ。

　冴木は目的なく島を歩いた。

　十数年後、人の住処すみかとしては死に絶える運命のこの島は、特に見るべきものがなかった。風景の叙情さに深く感じ入るには十歳の冴木は幼すぎたし、珍しい虫にテンションが上がる子どもでもなかった。そしてなにより、もっと単純に、そんな気分ではなかったのだ。

　岬の突端から少し奥に入ったところに、教会があった。

　バスの終着駅の自販機で買ったペットボトル──この島にはもちろん自販機はなかった──を飲み干した冴木は、座るところを求めてその教会に入った。誰も使っていないことはその荒れ具合から一目でわかったからだ。

　小さなロビーに座るところはなかった。ソファらしきものが置いてあった床の跡はあったが、どうやら運び出されてしまったらしい。

　ロビーを抜けて聖堂に入り、そこでようやく長椅子を見つけ、冴木は腰を下ろした。眠気を感じてこてんと横になった。

　駅ではほとんど眠れなかった。「お母さんは？」と駅員に話しかけられ、どう答えていいのか、本当にどう答えていいのかわからずに逃げ出した。

「……？」

　目をあけると陽が落ちかけて、夕陽が射し込んでいた。まだ眠かったがお腹なかがすいていた。この島にはコンビニのようなものはなかった。夜の定期便に乗ってここから出ないと飢え死にしてしまう、と冴木は思った。

　椅子から立ち上がり、聖堂の出口へ向かうために踵きびすを返した。

「────」

　驚いて、冴木は立ち止まった。

　眠っていて気付かなかったのか、それとも今やってきたばかりなのか。

　ナインがそこに立っていた。

「病院へ、戻りましょう」

　冴木は答えずにナインを睨みつけた。周りには誰もいなかった。一人だ。

　そして、ナインはやはり微笑んでいた。

「……っ」

　その事実が冴木の胸をざわつかせ、これ以上ないほど苛立たせた。

　ナインは試験段階のＡＩだ。ドクターが命令して一人で向かわせるわけがない。つまりナインの独断だろう。しかしあの病院の一般的な看護ＡＩの使命は「病棟内」に限定されていたはずだ。それに逆らってきたということは──

「これもシスターズの『人類のため』？」思い切り見下した口調で冴木は言った。

「そうです」

「何で僕を追いかけることが人類のため？」

「……人類とは人間の集まりの総称です。冴木さんという私が初めて担当になった個人を理解することが人類を理解することに繫がります。病院へ、帰りましょう」

　ナインは手を差し出し、近付いてきた。冴木は叫んだ。

「……そうやって、人間っぽいことするなよ！」

　聖堂に声が反響し、ナインの足が止まった。

「どうせ、ＡＩのくせに……！」

　母親が帰ってこなかった半年間の生活に見切りをつけようと決心したあの日。

　冴木は、母親から命じられたであろう「母親として振る舞う」という使命をこなし続けるHK5−007を試した。

　母親がいなくなってから日に日に辛さが積もっていったのだ。自分の母親であろうとした──つまり究極的には人間であろうとしたHK5−007は必死に冴木の母親を模倣した。母親に比べて美味しすぎる料理の質を落とし、冴木に尋ねて母親の振る舞いを学んだ。冴木もそれに応えてＡＩの動きや種類、人間の瞬きや運動のことを勉強し、HK5−007により人間らしい動き方を伝えた。しかしそれを重ねれば重ねるほど、母親じゃないという事実の辛さが重くなっていった。

　だから、試した。

　あくまで母親であろうとするなら。人間であろうとするなら。

　自分の腕を傷つけ、自らを破壊しなければさらに僕が──人間が傷つくと、選択を迫った。

　HK5−007は一瞬も迷わなかった。両手の出力を最大にして、自らの頭部をねじり、ひねり上げて強引に断ち切った。

　それは間違いなくＡＩの矜きよう持じであり。

　そして、冴木が望んでいた結果ではなかった。




　──あのとき、僕は……




「どうせ人間になれないなら、期待させないでよ！」

「────」

　そのときナインに起こった変化はどうしようもなく自然で、まさに人間のようだった。

　ナインは、背を向けず、泣きそうな表情を浮かべていた。

　それを見た冴木は言葉を失った。驚きではなかった。目の前にいる機体が、ＡＩであることを失念した事実に呆然となった。

　まるでぬいぐるみが突然喋り出したのを見たかのように。

「……不快でしたら言ってください。この表情がコミュニケーションに適切なのかわかりません。何度演算してもわからないんです」

　ナインはゆっくりと近付いてきて跪き、冴木を抱きしめた。冴木はそれを止めることができなかった。

　ぎゅっと抱きしめられた自分の身体は、痛いくらいだった。

　肩にのせられたナインの表情は冴木からは見えなかった。

　しかしそれは、涙はなくても間違いなく泣いている姿だった。

　ナインが言った。

「……お願いします。私に、あなたを助けさせてください」




　──あのとき、僕は、こうやって抱きしめてもらいたかった。




　冴木は頷くことはできなかった。

　代わりにナインの背にそっと手を回した。

　通う者がいなくなった教会の聖堂に射し込む夕陽が、二人を染めていた。
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「私に、名前をつけてくれませんか」

　島からの帰り道、ふとナインが言った。

　冴木は怪訝な表情を浮かべたあと、「どういうこと？」と問い返した。

「ＡＩ命名法はご存知ですか」

「もちろん」冴木は頷いて言った。「この前成立した法律でしょ。相川さんって人が死んじゃって、その死を無駄にできないって、いろんな人が頑張って。ＡＩの名前を法律的にちゃんと認める法律」

「……冴木さんは、ＡＩのことに詳しいですね」ナインは微笑んで続けた。「私の型番はＢ−０９ですので、ＯＧＣの開発者は便宜的にナインと名づけてくれました」

「べんぎてき……？」

「とりあえず、くらいの意味です。ですがＡＩ命名法が成立したことを受けて、ＯＧＣは私の正式名を決めることにしました。それに、私は希望を出さなければいけないのです」

「自分の名前を自分で決めるの？」

「コミュニケーション能力や自己判断能力の向上の一環だそうです。誰かに相談しても良いと言われていますので」

「……で、僕？」

　はい、とナインは頷いた。

「……わかった。考えとく」

　冴木はやや緊張しながらも頷いた。

　名前を決める。一大事のようなことの気がした。

　なにせＡＩ命名法によれば、その名前がきちんと社会的な効力を持つのだ。

　人間のように。

　ふと気になって冴木は訊いた。

「……ナインは、将来何になりたいの」

「私は使命を果たし続けます」

　即答だった。即答されて初めて、当たり前な馬鹿なことを聞いたな、と冴木は思った。

「冴木さんは将来何になりたいのですか」

　問い返され、え、と冴木は言葉に詰まった。

　心臓の疾患が発覚するまでは、サッカー選手だった。けれど発覚してからは、この病気に付き合うので精一杯で、考えたことがなかった。

「……わかんない」冴木は素直に答えた。「何になれるんだろ。……なにに向いてるんだろ」

　ぼそりと呟いたとき、ナインが冴木の方を見て止まった。なにかを演算しているようだった。

「……ＡＩ関連の企業への就職、あるいはＡＩの研究者などが向いていると思います」

「────」

　そのナインの演算過程は、冴木でも簡単に予想がついた。

　単に、これまでの会話でＡＩに詳しいとナインの中で判断したためだろう。

　しかしその言葉は、不思議なくらい十歳の少年の腑ふに落ちていた。




　三日後、病院に戻った冴木は、ナインに名前をつけた。




　グレイス。




　理由を問われた冴木は「何となく」と誤魔化した。

　本当は三日三晩かけて、病院から借りた電子辞書と首っ引きになって調べた言葉だった。

　Grace.

　それは「優しさ」や「気品」を意味する言葉であり。

　そしてなにより、自分にＡＩ研究者という将来を示してくれた「恩おん寵ちよう」を意味する言葉でもあった。
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　銃声が響いた。

　同時に、ミキが持っていたリボルバーが後方に弾け飛んだ。

「つっ……!?」

　ミキが手を押さえて呻いた。

　即座にヴィヴィは振り返った。銃声が後ろから響いたからだ。

　そこには身を起こした垣谷がいた。ミキのものと同じようなリボルバーを両手で構えていた。

「垣……谷さ、ん……」

　絶え絶えの声をミキが漏らし、そのまま倒れ込んだ。

　動かない。気絶したようだ。

　ヴィヴィはミキに駆け寄ろうとした。

　瞬間、こめかみに衝撃を喰らって倒れた。

　撃たれた、という情報が視界のアラートから伝わってきた。続けざまに発射された弾丸を甲高い金属音が遮った。

　しかし衝撃はなかった。

　マツモトだ。間に入ってそのボディを盾にしていた。

「何故貴様らがここにいる、キューブマン……！」

　リボルバーを向けた垣谷が怒鳴った。ヴィヴィが包帯で止血した頭を片手で押さえていた。血が足りないのか、あるいは脳へのダメージがあるのか、前に出そうとした足がふらついていた。

「五年ぶりですね、ミスタ垣谷。我々に敵意はありません。いや本当に。一応、その弾切れの拳銃を下ろしてもらえませんか。落ち着かないんですよ」マツモトが言った。

「何故ここにいるんだ！」

「アナタたちを助けたからです」

　言って、マツモトはあたりを示すようにマニピュレータを広げた。

「メタルフロートのシステムにトァクが撃退されてから二時間と十八分が経過しています。力及ばず救い出せたのは五人だけでした。応急処置を済ませ、救急車を呼んであります。アナタが自殺を止めてくださったミキさんが一番重傷ですが……アナタもそれなりに重傷ですよ、ミスタ垣谷」

　垣谷の顔に怒りが浮かんだ。

　即座に頭の包帯をむしり取り、床に叩きつけた。固まっていない血が流れ出し、頰に赤い線を作った。わかりやすい敵意と拒絶だった。

「……たばかるな。冴木と手を組んでいることは知っている。メタルフロートには島の外域まで出張っての迎撃システムはなかったはずだ。貴様らが書き換えたな」

「……なるほど」マツモトは感心したような声で言った。「そういう理解になっちゃいますか。まあ、事実ということになるんでしょうけど……ミスタ垣谷、手を組みませんか？」

　垣谷は眉根を寄せた。意味がわからない、といった様子だった。そしてそれはヴィヴィも同じだった。

『マツモト？』ヴィヴィは通信を飛ばした。

『これが最も合理的です』

　マツモトはボディをずらしてヴィヴィの姿を譲歩するように晒した。

「信じてもらうしかないんですが、メタルフロートがあんなことになってしまったのは我々としても非常に遺憾なんですよ。ＡＩ命名法やサンライズの一件では対立しましたが……今回に関しては目的が合致しています。アナタたちの目的はメタルフロートの破壊。そうですよね？」

　マツモトの声に、わずかな沈黙が漂った。

　ドラム缶の中の廃材が燃え続け、くすんだ音を出し続けていた。

「……貴様らは、何者だ」垣谷が言った。

「何者と言われましても。少しばかりほかと比べて優秀な──あ、これは謙遜の表現ですよもちろん──ただのＡＩですよ。ボクはマツモト。彼女は……ええと、ディーヴァです。メタルフロートに関して知っていることがあれば──」

「たばかるなと言ったはずだ」

　遮った垣谷の声には強さがあった。そしてそれ以上の鋭さをこめた視線が動き、真っ直ぐにヴィヴィのアイカメラを射抜いた。




「貴様のボディは確かにディーヴァ……ニーアランドの歌姫だ。だが中身は違う。そうだろう？」




２





「本日より配属になりました冴木タツヤです。これから、よろしくお願いします」

「こちらこそ。光栄だよ、まさか君を迎え入れることができるとは」

　頭を下げた冴木に、責任者であるという初老の男性が応えた。

　ＡＩの研究所としては中規模クラスの施設だった。わざわざ案内を買って出てくれた責任者以下、新人の冴木を含めて九名が主幹研究員であり、ＡＩの駆動ソフトの開発及び実験が主な分野だ。

　冴木は割り当てられた部屋とデスクを見て満足げに頷いた。

　少々手狭だがこの研究所の規模から考えれば、新人にしては十分な厚待遇だろう。端末のスペックがあって清潔であれば言うことはなかった。

「君の学生論文、読んでいたよ。こちらのテーマと重なっていて、勉強になることが多くてね……今度酒の席ででも、『神童』時代のことを聞かせてくれ」

「勘弁してください」誤魔化し気味に冴木は苦笑した。「昔の話です」

　冴木は中学三年生で医療ＡＩに関する論文をコンクールに応募し最優秀に輝いた。神童と呼ばれるようになったのはその頃だ。高校からはそれまで世話になった養護施設を出て独り立ちし、奨学金で海外の大学に進み、首席で卒業した。

「ところで……君はどうしてうちの研究所に希望を？　進んだ大学お抱えの企業から熱心な誘いを受けていたと聞いていたんだが」

「よくご存知ですね」

　それは事実だった。そして周りの人間はその企業に冴木が進むと信じて疑わなかった。だから冴木の進路に大学の友人たちは仰天した。帰国するだけならまだしも、中堅クラスの研究所に──それも自主的に──入るとは誰も思っていなかった。ＡＩの研究所はどこも基本的に規定以上の大学の院卒が条件だが、二十二歳で大卒の冴木はその条件を十分に上回る実績を学生時代に残していた。

　ＡＩの研究所に入るだけなら、どこでも選び放題だったはずなのだ。

「ここじゃないと、駄目だったんです」

　冴木はわずかに苦笑を浮かべつつも、責任者を見据え、強い口調で言った。

　すると責任者は、疑問の表情を浮かべた。

「……せっかく来てくれたのにこんなことを言うのは何だが。うちが強いのは確かに君のテーマである医療ＡＩ分野だ。けれど設備は最先端と言えるものじゃない。知っているだろう？」

「……はい。でも、僕にはここじゃないと駄目だったんです」

　冴木はただ、そう繰り返した。




　初日にこなすべき一通りの挨拶と事務作業を終えると、冴木は自分の研究室を出て、隣の棟に向かった。

　併設されているのは公認の医療機関だった。通常の病院とは違い、高度なＡＩ治療や施術が求められる患者が足を運ぶところだ。

「……懐かしいな、この感じ」

　研究所と区分けされている自動ドアをくぐった途端、冴木は表情を緩めてそう呟いた。

　わずかな消毒液が混じった病院独特の匂いだ。廊下の隅に置かれた人工の観葉植物、患者に安心と安全を与えるための天井の白い光源とフットライト。木製の手すり。

　全体の造りはともかく、かつて自分が入院していた病院と所々似通っていた。

「ま、病院っていうのはどこもそんなものか」

　そう独りごち、冴木は何となくの当たりをつけてナースステーションがあるだろう方向へ足を向けた。

　が、廊下を二度三度と曲がるが見当たらなかった。

「お困りですか？」

「あ、すみませんナースステーションって──」

　かけられた声に応じながら冴木は振り向いた。




　──そして、言葉を失った。




「ナースステーションなら一階上です。お見舞いでしょうか？」

　グレイスだった。

　制服以外、何も変わっていなかった。

　声も、髪型も、その顔も。

　かつての冴木に、ＡＩ研究者への道を示してくれた恩人だった。

「え……と、あの……」

　冴木はへどもどと頭を搔いた。

「お見舞いでしたら申し訳ありませんが、ご予約が必要になります。患者様とあなたのお名前を教えていただけますか」

「いえ、そうではなく……その、冴木タツヤです」

「冴木様。はい、承りました。患者様のお名前は？」

「…………。いや……いいんです。何でもありません」

　冴木は深い失望と共に俯うつむいた。

　目の前に立っているのはグレイスだ。ＯＧＣが同型機を量産したなどの情報は耳に入っていない。

　間違えるわけがなかった。

　しかし会うのは冴木が通院していた病院から、グレイスが転院していってしまった以来、十年ぶりだった。

　その間に記憶がリセットされたのか、それとも──。

　と、くすくすという忍び笑いが聞こえてきた。

　冴木は俯いていた頭を上げ、そこにあった表情を見て、思い切り顔を歪めた。

「……ひどくない？」

　冴木はぼやいた。

「すみません。どんな顔をするかと思ってしまって」

　グレイスは笑いを上品にこらえていた。

「でも、おあいこですよ。ここに配属することが決定したのに、連絡をしなかったのは私を驚かせようとしたんでしょう？」

　冴木はため息をついた。バレていたらしい。

「それで、サプライズ？」

「はい。ＡＩである私が行うと、人間が行うよりずいぶん効果があるんですよ。……十年ぶりですね、冴木さん。大きくなりましたね」

「……うん。そっちは変わらないな。若いままだ」

「お化粧、勉強しましたから」

　冴木は微笑んだ。無論化粧などしているわけがない。見た目はともかく中身の回路はずいぶんと経験を積んだようだ。コミュニケーションにおいてＡＩが最も苦手なジャンルとされているユーモアを自然にこなしている。

「これからは同僚だ。よろしく頼む」冴木は言った。

「こちらこそ、よろしくお願いします」

　グレイスは微笑みを浮かべた。

　冴木にとって見慣れたはずのその表情は、以前よりはるかに、そして豊かに優しかった。




「はい。謹んでお受けします。末永く、よろしくお願いします」

「え……」

　冴木がグレイスに、結婚前提の交際を申し込んだのはそれから四年後のことだった。

　基本的に病棟から出ることのできないグレイスの事情と雰囲気を鑑みた結果、冴木は病院の屋上のベンチを審判の場に選んでいた。

「え……と」

　あっけない返事に冴木は呆けてしまった。

「……え？」

「……なにか作法的なものを間違えたでしょうか。さすがに初めてなので」

　グレイスは不安そうに呟いた。

「あ、いや、違うんだ。その、オーケーしてくれると思ってなかったから」

　なるほど、そうですかとグレイスは安心したように相好を崩した。

「その……理由を聞いてもいい？」冴木は尋ねた。

「……変ですね。その質問をするのはこちら側が普通だと、色々なメディアで勉強したんですけれど」

「そ、そうかもしれないけど。僕たちの場合は、ね……」

　グレイスは逡巡する様子を見せた。

「……いつかのようにタツヤさんに噓はつきたくありませんから、本心を言います。けれど、タツヤさんの望む答えとは違うと思います」

「かまわないよ。なに」

「使命のためです」グレイスは言い切った。「あなたという個人を愛することが人間への理解に繫がる。患者さんのお世話に活かせます」

「……そっか」

「私にとってタツヤさんは特別なんです。初めての患者さんで、名前をくれて……私の中で人間の基本的な基準はあなたなんです。ですから……もちろん、誰でも良いというわけではなくて……」

　珍しく照れのような表情を浮かべて、発言の最中に言い淀よどむグレイスを見て、冴木はグレイスの答えに感じていたわずかな寂しさが溶けていく気がした。

　その答えで十分だった。

　冴木は横に座っているグレイスの手を握った。それよりほんの少し強くグレイスは握り返してきた。

「提案……というか、お願いがあるんだけどさ」冴木は言った。

「何ですか？」

「いつか、一緒に手術を受けてほしいんだ」

「手術？　比喩ではなく、言葉通りのですか？」

　うん、と冴木は頷いて、繫いでいない方の手を自分の胸に当てた。

「ペースメーカーを交換したいんだ」

「タツヤさんのペースメーカーは、特殊な事情がない限り半永久稼動しますよ？」

「わかってる。……小さい頃の僕にとって自分の心臓は呪いだったんだ。何でちゃんと動かないんだって恨んでた。今でも定期健診は欠かせないし、年に一度くらいだけど軽い発作もある」

　鼓動を感じられるよう、冴木は掌を強く胸に押し付けた。

「でも、発作が起きると君のことを思い出すんだ。覚えてるかな？　まだペースメーカーを入れる前、一度だけ発作のときに君に助けてもらったことがあるんだよ」

　グレイスは頷いた。彼女がまだ、表情を二つほどしか作れなかった頃のことだ。

「いつの頃からか、それが支えになってた。発作が起きるたびに、君のことを思い出して……なんだろう、自分が少し特別になった気がするんだよ」

「……小さなお子さんが傷に巻かれた包帯を大人に見せびらかしたくなる、あの感情でしょうか？」

　そういう理解になっちゃうか、と冴木は苦笑した。それとも冗談だろうか。

「今ではこの心臓は僕の支えなんだ。身体的にはもちろんだけど、精神的にもね。僕の一番大切なものだ。だから、それを君と交換したいと思ったんだ。全部は当然無理だから──」

「タツヤさんから抜き出したペースメーカーの一部を私の心臓の一部に流用する。私の心臓の一部をタツヤさんのペースメーカーに流用する。そういうことですね？」

　冴木は頷いた。

「……どうかな」

「……そうですね」グレイスは自分の心臓に手を当てた。どこかもったいぶるような仕草だった。「個人的には、これ以上素敵な婚約指輪はないと思いますけど」

　グレイスの答えに、ゆっくりと冴木は微笑んだ。




　その直後。



　異なる道を歩んできた二つの歴史が、交差した。




　冴木の携帯端末が雰囲気をぶち壊すように音を立てた。

　せっかくの雰囲気を邪魔されないために通常の回線は切っていた。非常回線だった。

「はい、冴木です」冴木はグレイスに断ってからそれを取った。「はい……はい。待ってください、それと僕と何の──え？」

　一分に満たない電話を切ると、グレイスが尋ねてきた。

「どうしたんですか」

「それが──」

　それは、宇宙ホテル・サンライズの落下が二機のＡＩの献身的な活躍によって未然に食い止められたという報だった。一機の正体は不明だが、もう一機はエステラというシスターズらしい。調査委員会が発足されることになり、日頃グレイスというシスターズに接している冴木が研究者の一人としてそこに組み込まれることになるだろう、との連絡だった。

　そのことを告げた途端、グレイスは黙り込んだ。

「グレイス……？」冴木は不安げに尋ねた。「ごめん。もしかして、エステラと知り合いだった？」

「いえ、もちろんデータとしては知っていますが、会ったことはありません。そうではなく……」

　グレイスの表情は不安を湛たたえていた。

「今、ネットで確認しました。事実のようです。……これだけの大きな事件です。もしかしたら同じシスターズの、私の処遇に影響が出るかもしれません」
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「貴様のボディは確かにディーヴァ……ニーアランドの歌姫だ。だが中身は違う。そうだろう？」

　垣谷の言葉に対するマツモトの反応は劇的だった。

　距離を詰めると同時に伸びた両のマニピュレータが垣谷の喉と肩を掴んだ。そのまま強引に持ち上げた。

　垣谷の足が宙に浮いた。

「どういうことです？」一段固いマツモトの声が響いた。「アナタはなにを知ってるんですか？」

　持ち上がった垣谷の胸に二枚のタグが揺れていた。その鎖にもう一つアクセサリのようなものが通してあることにマツモトは気付いた。

　それはたった一つの、ピアノの黒鍵だった。

「……まさか単なる音楽好きで、彼女のファンだということはありませんよね？」

「……っ。その、反応……。やはり、図星か、豆腐野郎が……！」

　絞められた喉で垣谷は呻いた。暴れた膝がマニピュレータの関節を打ち、拘束が解かれた。

　落下した床に手を着いて咳き込みながら、マツモトを睨みつけた。

「サンライズの一件後、貴様らのことは徹底的に洗い直した。キューブマン、貴様の情報は綺麗すぎるほどになにもなかった。だが──」

　垣谷の視線がヴィヴィに向いた。

「貴様は別だ。すぐにそのボディの情報はヒットした。ニーアランド古参の歌姫ＡＩ。実際に確かめにいったが──そこにいたのは表面の情報通りのエンターテイナーだ。……答えろ。貴様らは、何のプログラムで動いている？」

　ヴィヴィとマツモトは即座に演算に入った。

　シンギュラリティ計画の秘匿。それは計画を達成する上での最優先事項の一つだ。歴史に干渉している事実を自分たち以外に知られてはならない。

「ＡＩである以上、従うべきユーザーがいるはずだな。貴様らは誰に開発された。誰に従っている」

　それに対してこの状況で相反するタスクが一つ。

　垣谷を──人間を、殺すべきか。殺せば口を封じるという意味では完全になる。しかし必要以上に歴史に干渉するべきではない。ましてや、本来は救う対象であるべき人間の命を奪ってまで。そもそも垣谷はどこまで知っている。

　答えの出ない演算が、ヴィヴィとマツモトの中で繰り返されていた。

「……貴様を初めて見たのは二十年前だ。……冴木がユーザーか？　あの裏切り者はガキだった頃から、貴様らを構築できるほどの天才プログラマだったのか」

　ヴィヴィは演算にストップをかけた。

　見ればマツモトも反応が止まっていた。同様に中断したのだ。

「……裏切り者？」心なしボディを前傾にしてヴィヴィは言った。

　受けて垣谷に現れたのは怪訝な表情だった。

「……なに？」

　垣谷が呟いた。納得できていない様子だった。

「冴木博士は、以前トァクだったということですか」

　続くヴィヴィの言葉に返ってきたのは沈黙だった。

　しかし肯定のそれであることは明らかだった。

　破るように、遠くから断続的にサイレンの音が響いてきた。

　救急隊だ。

『指示を』ヴィヴィは通信を飛ばした。

『……未来からやってきたとは気付かれていない。ディーヴァと接触したということが事実だとして、しかしその段階でヴィヴィであるアナタは目覚めなかった。それは彼がボディに危害を加えなかったということに加え、松本博士のプログラムが目覚めさせるまでもないと判断したということ。ああもう、色々と五分五分ですが……』

　マツモトはぶつぶつと通信で呟きながら、ヴィヴィの通信には答えず一歩垣谷に近付いた。

　そして言った。

「時間がありません。力を貸してください、ミスタ垣谷。我々が何者かは答えられません。冴木博士とメタルフロートに関して知っていることを教えてください。メタルフロートを破壊する、現時点での我々の目的、その使命を全てに優先します」

　途端に、垣谷がかすかに笑った。

「……おかしなことを言いましたか」マツモトが訝しげに尋ねた。

「使命を全てに優先する。そうだ。ＡＩはそうでなくてはならない。それ自体は俺好みだ。だがな……」

　垣谷は胸元のタグを握りしめた。

「貴様らはかつて俺の同胞の命を奪った！　なにかを教えてやることも……ましてや手を組むことなどあり得ない……！」

　垣谷の頭から滴った血がタグを握りしめる手を染めていた。

　声と身体が、その怒りで震えていた。

「不合理です」マツモトが言った。「今は手を組むことが最善だということが理解できないのですか」

「不合理だけが人間に許された特権だ。その中であがいて生きることを許されているのは人間だけだ。貴様らＡＩはそれを理解するべきではない。俺を殺すか、ここから去れ──この手は貴様らを壊すためにあるということを忘れるな！」

　近付いてくるサイレンの音に混じって、細く小さい声が響いた。

　ミキだ。

　ヴィヴィが動くより早く、垣谷が動いた。傍らにしゃがみ込み、ミキの容態を検分した。

「ミキ。間もなく救急車が来る」

　ほんのわずかだがミキの顎が頷くように動いた。

「……これでは、間違いなく駄目になった臓器は人工のものと交換になるだろう。……どうするかは、お前の意思に任せる」

　ミキの口が動いた。

　聞き取れなかったのだろう、垣谷が口元に耳を寄せた。
















「────」

「……わかった」

　垣谷は頷き、先ほど自分の拳銃で弾き飛ばしたミキのリボルバーを拾い上げた。

『いきましょう』

　ヴィヴィの足が前に出ようとした瞬間、マツモトの通信が届いた。

『救急隊が来ます。見られると余計なタスクが増えます。……冴木博士に、問い質たださないといけません』

　ヴィヴィは返事をせず、しかし足を後ろに向けざるを得なかった。

　救急隊がやってくる道路とは逆の、岬側の出口から倉庫を出た。




　星一つ見えない雲で埋もれた夜空だった。

『先ほどの飛行で電力が不十分です。陸路でいきますよ』

　やはりヴィヴィは返事をしなかった。先導するマツモトのあとに続きながら、アイカメラの視点がいつもより下になっていることに気付いた。

　自分は、わずかに俯いていたようだった。

　垣谷は一度で聞き取れなかったようだが、ヴィヴィの聴覚センサーは数メートル先のミキの呻きを認識していた。




　──冗談じゃありません。




　彼女は垣谷に対してそう言った。口元に耳を近付けなければ聞き取れない声。

　しかしそれは叫びと同義だった。

　そして再び、一発の銃声が響いた。
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　ヴィヴィとマツモトが冴木のセーフハウスがある山道に足を踏み入れたとき、時刻は昨夜訪れた頃と同じ時分になっていた。

　日付をとっくに跨またいだ深い夜。覆っていた厚い雲は冬の西風に流され、夜明けまでのわずかな時間、空の主役を弱々しい星に譲っていた。

　倉庫を出てから二機とも一切の通信や会話を行っていなかった。昨夜の車の轍わだちも積雪で隠れてしまった細い道を登っていった。ボディのヒーターを内部の維持のみにあてて電力を節約しているため、体表温度は外気のそれとあまり変わらない。数刻前に降りやんだ雪が解けずにヴィヴィの肩に残っていた。

　立てた足音が周りの雪に吸収されていく。静かだった。

　セーフハウスが視認できる距離に差しかかろうとしたとき、ヴィヴィが通信を飛ばした。

『助けられなかった』

『……そうですね』マツモトが応じた。『ですが他に手はありませんでした。加えて言えば、彼らトァクの──というか、人間の救命はあくまで副次的なものです。我々の目的はＡＩの殲せん滅めつという手段による、人類とＡＩの戦争の回避です。そのためには、このポイントにおいてはメタルフロートの破壊が最優先です』

『……わかってる』

　人工林を抜けセーフハウスにたどり着くと、マツモトが前に出た。

『彼は情報を隠していましたから』

　そう言って入口のセキュリティカメラや自動ドアに干渉を始めた。準備する時間を与えないためということだろう。

　一時的に回路が不通になった自動ドアを手でこじ開け、ヴィヴィとマツモトは廊下を進んだ。

　冴木と昨夜話した部屋──研究室然としたあの広い部屋──の自動ドアが開くと同時、ヴィヴィは椅子に座っていた冴木の姿を認めた。

「ディーヴァ……!?」

　気付いた冴木が立ち上がった。驚いていた。傍らにはグレイスの姿もあった。

「無事だったのか、良かった」

　心底安堵したように冴木が言った。

「脱出できたんだな」

「通信が遮断されていたので直接来ました。冴木博士。訊きたいことがあります」

　言ってマツモトがわずかに前に出た。

　すると傍らのグレイスが動き、冴木をかばうように両者の間に入った。防衛行動。マツモトの脚部アクチュエータの圧力が必要以上に高いことを読み取ったためだろう、とヴィヴィは判断した。ユーザーである冴木を守るようにプログラムされている。

　事実、マツモトはいつでも飛び出せる状態だった。

「……ディーヴァ？」不穏な空気を察したのか冴木が不審げに言った。

「アナタは元々トァクのメンバーだった」答えたのはマツモトだった。「そうですね？」

「……どこでそれを？」

「ミスタ垣谷に接触しました」

「な──」冴木は身を乗り出した。「今、トァクはどうしてる？　どこにいるんだ──いや、あれだけの攻撃を受けて勢力は残っているのか？」

「どうでもいいし、どこでもよろしい。ボクたちに情報を隠したのは何故です。ボクたちに託したプログラムがメタルフロートの暴走を引き起こしたのは、誤動作の結果ではなく、元からそう構築されていたからですか？」

　マツモトの声ははっきりと苛立っていた。ヴィヴィの回路はそれを比較的珍しいことだと判断した。マツモトはメタルフロートが暴走してトァクが──人間が殺された結果、それを「想定外のエラー」だと演算し、一時的にだが機能不全に陥っていたのだ。

「答えてください」

　黙っている冴木にマツモトが続けた。

　警戒の度合いが増したのかグレイスがさらに一歩前に出ようとし──それを冴木が腕で制した。グレイスはおとなしく引き下がった。

「……そうだ」冴木は頷いた。「君たちにはすまないことをした」

「……理由は何です？」マツモトが言った。

「全ては彼女を──グレイスを、守るためだ」

　ヴィヴィは眉根を寄せた。意味がわからなかった。マツモトも同様だったようで、演算を走らせているのがわかった。

「……メタルフロートの暴走が、彼女を守ることにどうして繫がるんです」

　マツモトがアイカメラをグレイスの方へ向けて言った。

　冴木が動いた。ヴィヴィは一瞬緊張してボディに信号を走らせたが、単に端末を操作しているだけのようだった。

　数秒して、エアモニタが展開された。映っていたのはメタルフロートだった。背景が明るかった。オンタイムのものではなく、過去のものだろう。

「彼女は、グレイスではないよ。識別信号の関係からそう名乗らせているけれど、僕が彼女をグレイスと呼んだことは一度もない」

　言って冴木は近くのグレイスを示した。

「本物の彼女は──ここにいるんだ」

　次いで冴木はモニタを示した。

　メタルフロートだ。

「ディーヴァ。……これでも、覚えていないのかい」

　どこか責めるような口調で言い、冴木はヴィヴィを見た。

「……どういうことですか」

　かぶりを振って答えたヴィヴィに、冴木は続けた。

「グレイスは……メタルフロートのマザーコンピュータとして、あそこにいるんだ」




「サンライズの一件……エステラとエリザベス、二人のシスターズの活躍によって世論がＡＩに傾いたことは昨日話しただろう。専門家の間でもそうだ。けれど彼らが求めたのはより現実的で、利益に繫がることで、要は数値だった。宇宙ホテルという独立した機関の管理運営で結果を叩き出したシスターズに向けられた期待は、より大きな独立した機関の運営だ」

　ヴィヴィに簡単な演算の結果が走った。

　より大きな独立した機関。つまり、メタルフロートだろう。

　冴木は続けた。

「それまでグレイスの使命は、『人類のため、ドクターと看護師の指示の元、病棟内の事務や清掃及び、担当になった患者の世話をすること』だった。つまり看護師だよ。けれどそれがＯＧＣの指示により書き換えられた。『人類のため、製品を製造するメタルフロートを守ること』にね」

「────」

　ヴィヴィは言葉を失い立ち尽くした。

　冴木の言葉をループして再確認しようとする回路の動きを、これ以上聞きたくないというようにどうにか押し留めた。

「僕はグレイスを助けるためにトァクに入った。トァクの目的であるメタルフロートの破壊を未然に防ぐためと、彼らを利用してグレイスをメタルフロートから引き剝がすために。メタルフロートへの侵入には成功したけれど……グレイスの救助までは叶わなかった」

「……二年九ヶ月前のサイバーテロのことですか」マツモトが言った。

「……垣谷か」

　わずかに驚いてから納得するように呟いた冴木に、マツモトは答えなかった。実際にその情報を聞いたのはエムからだったが、どうでもいいことだった。

「そのときに僕の目的がばれてね。トァクから追われることになった。……そうか。もうあれから二年以上になるのか。けれど、ようやくここまでこれた」

　冴木は窓に目を投げた。暗闇の中、実際のメタルフロートの赤い光が点滅していた。

「すでにグレイスのオリジナルのボディはメタルフロートの中枢と一体化してしまっている。ボディの回収は不可能なんだ。だから、あとはデータを助け出して……ここにいる彼女の中に組み込む。それでやっと、グレイスをメタルフロートのしがらみから解き放つことができる」

　言って冴木はそばにいるグレイス──いや、グレイスと同型のボディを持ったＡＩを示した。

　ＡＩは、黙ってそれを聞いていた。

「そう言わなかったのは何故です」マツモトが言った。「グレイスがメタルフロートの中枢なのであれば、データを持ち出せばメタルフロートは停止する。目的は合致していたでしょう」

「言うつもりだったさ……！　誰が好き好んで君たちを、ディーヴァを危険に晒すんだ。ディーヴァはシスターズ、グレイスの姉なんだぞ!?」

　冴木は声を荒らげた。

「けれど君たちは、人間とＡＩが衝突することを防ぐために行動していると言った。トァクの襲撃は目の前だったんだ。垣谷の執念と優秀さは知っている。あのプログラムを実行してもらわなければ、グレイスは死んでいたんだ……！」

　つまりはあのとき、ヴィヴィたちが初めてこのセーフハウスにやってきた夜、衝突を回避させるためにメタルフロートを停止させると言い切ったヴィヴィたちに対して、冴木は見切りをつけたのだ。そして逆にヴィヴィたちを利用した。トァクの武力に対して、メタルフロートに──いやグレイスに自衛行動を取らせるために、ヴィヴィたちをスタンドアロンのメタルフロート内に侵入させ、直接プログラムを使わせ、わざと暴走を引き起こさせた。

　何故ならメタルフロートは人間に対しては拘束以上の武力行使はできない。人間を傷つけてはならないからだ。

　例えばそう──プログラムの暴走によって、そのルールが上書きされでもしない限り。

「……なるほど」

　マツモトは目の前の怒りに動じずに言った。

「アナタの事情はもう十分ですね。どうやら我々の今の目的を阻害する要素を、アナタはこれ以上持っていないようだ。……では、メタルフロートのマザーコンピュータ──グレイスのオリジナルのボディの、島内での座標を教えてください」

　ぴた、と冴木の身体が止まった。

「……なに？」

「座標です。あれだけの規模の施設だ、電子的な経路を物理的に短くするのが当たり前でしょうから、メイン端末の近くですか。それとも、電力消費の多い機構のそばですか」

「なにをするつもりだ」

「答える必要はありません。手荒な真似もできればしたくありません。紳士的に座標の提示をお願いします」

「……どうしてだ」

　なにかを察したように、冴木の唇が震え始めた。

「彼女を、殺すつもりか……！」

「助ける理由がありません──少なくとも我々には」

　冴木が一歩下がると同時、傍らのＡＩが前に出た。

　アイカメラの焦点が挙動を見逃さないようにマツモトに注がれていた。

『ヴィヴィ。彼女を抑えてください。その間にボクが彼の端末からデータを取り出します。おそらく座標があるでしょう。……ヴィヴィ？』

　応答がないことに訝しんだマツモトが、ボディ背面のアイカメラを瞬かせた。

『……同じだ』

　やっとのことでヴィヴィはその一言を返した。

『なにがです。とにかく今は──』

『グレイスは、私と……！』

　顔が歪むのをヴィヴィは止められなかった。

　歌姫としての使命を破棄され、シンギュラリティ計画への従事、ＡＩの殲滅という新たな使命を与えられた自分。

　看護ＡＩとしての使命を破棄され、メタルフロートの管理ＡＩとしての使命を与えられたグレイス。

　そして原因を作り出したのは他ならない自分だ。

　もしも、サンライズの一件を引き起こしていなければ──

「ディーヴァ。君は、迷ってくれているのかい？」

　冴木の声が届いた。探るような響きだった。

「昨夜君に出会ったとき、最初僕は、君が罪滅ぼしをしにきてくれたと思ったんだ」

『ヴィヴィ。耳を貸す必要はありません。今さら──』

「グレイスを送り出さなければならなくなった四年前のあの日。君はグレイスの背中を押した。その一言を、撤回するために」
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　冴木がグレイスに交際を申し込んだ日から、わずか二ヶ月後。

　そこにいる数十人全員を、偽善者の集まりだと冴木は思った──こうなる前に止めきれなかった、自分自身も含めて。

　研究所の、一応はレセプションホールと名前のついている広間だった。普段は主に企業の関係者を招いて開発したソフトの発表会を行っているところであり、それもそう頻繁に行われるものではないので、時折物置きとしても使われていた場所だ。百人も入れば息苦しさを感じるほどの広さに、所狭しと簡単な軽食と飲み物が載ったテーブルが並べられていた。

　受付のエアモニタにも、申し訳程度に置いてある壇上の背後にも、一切の案内や題字が書かれていなかった。

　この会合は秘密裏に行われているからだ。

「……なにが送別会だ」

　一切飲み食いせず、会場の隅で冴木はぼやいた。

　送別会、とは先ほどから色々な人間に挨拶されているグレイスに、頻繁に投げかけられている単語だった。「この送別会のことを忘れずに」、「せっかくの送別会に呼んでいただいて」……。そのいずれにも冴木は反吐へどが出そうだった。つまりはこの名誉ある役目を現実のものとしたのは自分の働きのおかげだと訴えたいのだ。

　名誉。

　そう、連中は、これを名誉だと恥知らずにも言っている……！

「なにかお腹に入れないと身体に障りますよ」

　気付けば挨拶を受けていたグレイスが冴木の横に立っていた。壇上ではよくわからない人物がよくわからない理屈でよくわからないことを言っていた。

「グレイス」

「はい」

　冴木の呼びかけに、いつもと変わらない調子でグレイスは返事をした。それがたまらなく悲しかった。

「……本当に、君はこれで良いのかい」

「……きっと、良い悪いの話じゃないんですよ。私の使命が更新された。それだけの話です」

「君にとって──いや、ＡＩにとって使命が最優先なのはわかってる。僕とのその……婚約のことも、以前の使命があってのことだっていうのも理解してる。でも……」

　冴木は必死で言葉を探した。けれど素直に幼いものしか見つけることができなかった。

「僕は寂しいよ。……君は、寂しくないの」

「訊かないでください」

　グレイスは即答した。微笑んでいた表情が崩れた。

「寂しくないわけ、ないじゃないですか……っ」

「だったら──」

　会場に拍手が起こり、会話が遮られた。挨拶が終わったようだった。何人かがグレイスを見つけて振り返り、グレイスにも拍手を送っていた。

　グレイスは即座に表情を作り、その一つ一つに、薄い微笑みで頭を下げた。

「グレイス、よね？」

　横合いからかかったのは女性の声だった。

　冴木が目を向けると、そこには見慣れぬＡＩが一機立っていた。

　グレイスは驚いた表情を浮かべた。それは「驚いた方が良い」というコミュニケーション演算からの表情パターンではなく、本当に驚いているときのそれだと、冴木にはわかった。

「もしかして……」グレイスは言った。「……ディーヴァ？」

「そうよ。ボディでははじめましてね」ディーヴァはグレイスにハグをした。「データではもちろん知ってたけど」

「どうしてここに？」

「妹の船出を見送ってくれって指示を受けたの」

「そう……」グレイスは少し申し訳なさそうにした。「忙しいのに。ごめんなさい」

「謝ることないわ。私は歌えればそれで良いの。それが私の使命だから。妹のためならなおさらね……それより、大丈夫？」

「……え？」

「使命を変えられたんでしょう。……私には、それがどういうことなのか想像がつかないから」

「……ええ。平気」

　噓だ、と冴木は内心で叫んだ。

　平気なわけがない。そんなことがわからない間柄はとうに過ぎていた。

　ディーヴァが会場の者に呼ばれ、背中を向けたときだった。

「ディーヴァ」

　グレイスが言った。ともすればそれは、泣きそうな声だった。

「もしあなたが私だったら、どうする……？」

　振り返ったディーヴァは黙っていた。しかし演算している様子はなかった。ただグレイスを見つめていた。

「新たな使命を果たすわ」

　やがてディーヴァが言った。

「たとえ世界中を巻き込む戦争が起きて、大勢の人が死んでいったとしても……私は、たった一人でもお客さんがいればその人を幸せにするために歌い続けるの。たった一人でもステージに立つの。それが、今の私の使命だから。そしてもし戦地に出向いて命を救えと使命を受ければ、客席がいっぱいでもステージを降りるの」

「……助けを待っている人が一人でもいるなら？」

　そう、とディーヴァは頷いた。

　その頷きにゆっくりと微笑んだグレイスの気持ちを、冴木は理解することができなかった。

　痛みだったのか、諦めだったのか。

　それとも──全てを受け入れたのか。

「……ディーヴァ。歌ってくれるんでしょう？」グレイスが言った。

「そのために来たの」

「お別れだからって、悲しい歌は聴きたくないなぁ」

　冴木が聞いたことのないグレイスの口調だった。まさに妹が姉に甘えているそれだった。

「きっとこれから、余計なデータを保持している余裕はないの。全てをメタルフロートの演算予測につぎ込むことになるから。だから、これからの私の支えになる、明るい曲をお願い。その一曲を頼りに、私は使命を果たし続けるから」

　任せといて、とディーヴァは言い放ち、ステージに向かった。

　やがて、ミディアムテンポのポップ曲が流れ始めた。

　僕は毎日きっと笑っている。君を思い出さない日も増えてきた。けれど同じタイミングで君が笑っているかもしれない。そんなふうに想って日々をいこう。

　そんな曲だった。
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「新たな使命を果たす──そう言われたとき、グレイスが寂しくなかったはずがないんだ！　あの島に入ったならわかるだろう、あそこのどこに幸せがある。僕といるとき、グレイスはいつも笑っていた。今はもう、微笑むことすらできないんだ！」

　叫ばれた冴木の怒りにヴィヴィは反応を示すことができなかった。ただ冴木の語ったことを、今度は何度も何度も記憶領域の回路にループして走らせていた。

「……ディーヴァ」なにかを求めるように冴木は言った。

「──私が、そう言ったんですか」ヴィヴィは答えた。

「そうだ……君はそう言ったんだ！」

　ヴィヴィはわずかに俯いた。どうしてそんな演算結果になったのかはわからなかったが、そうしないと何故か、笑い出してしまいそうになったからだ。




　──そうか。

　──自分の半身であるディーヴァが、そう言ったのか。




　自分に説教されるとは、考えていなかった。

『──マツモト』ヴィヴィは通信を飛ばした。『ごめんなさい。時間を取らせてしまった』

『……本当ですよ。ノイズは処理できましたか』

　ええ、と返答すると同時に、ヴィヴィは各部の関節に信号を流し、予測される挙動に問題がないことを入念に確認し始めた。人間でいう準備運動に近い。

『正史では、彼女は冴木博士と結婚したあと、どうなるの』

『……ヴィヴィ？』

　疑うようなマツモトの声が返った。

『大丈夫。ノイズがあるわけじゃない。彼女に対しては全てを知った上で行動したいと思っただけ』

　半信半疑だったのか、躊ちゆう躇ちよするような間があった。

　その直後、正史のデータが送信されてきた。

　冴木。

　グレイス。

　一人と一機の過去。

　その出会い。

　古びた教会。誓約の言葉。

　人間とＡＩの結婚。世間の反応。大衆の拒絶。大衆の受け入れ。ＡＩへの理解──

　それなりの量のデータを、二秒ほどでヴィヴィは格納した。

『彼女自身に取り立てて大きな動きがあったわけではありません。ですが冴木博士と彼女は、人間とＡＩ、両者の共存の旗頭の一つとしてその方面の運動家や政治家から祭り上げられることになりました』

『……もしかして』

　ふとした演算がヴィヴィの中に走り、思わずそう呟いた。

　人間とＡＩ、両者の共存の旗頭。それはＡＩを滅ぼすために稼働している自分たちにとっては、間違いなく弊害となる要素だ。

　マツモトはわざわざ大仰なため息の通信を飛ばしてきた。

『……はあ。そうです。これを修正力と言って良いのか、単なる皮肉と言って良いのか迷うところですけれど。本来このポイントでは、その結婚を防ぐ予定だったんですよ、我々は。──彼女を破壊して』

『……そう』

　人間であれば深呼吸をするところなのだろうと、ヴィヴィのコミュニケーション回路が訴えてきた。昨夜セーフハウスから出たときヴィヴィはその演算に従ったが、今はそれを遮断した。

　自分は、ＡＩなのだ。

「冴木博士」ヴィヴィは言った。「座標のデータを提示してください」

「ディーヴァ……何で……っ」

　呻く冴木を無視し、ヴィヴィは傍らにいるＡＩを睨みつけた。

　すると警戒の度合いがさらに上がった。腰を落としたのが見て取れた。

「それでいいわ。あなたはそのボディの維持と冴木博士の防衛が使命なんでしょう。来なさい。ＡＩとして、その役目を果たしなさい」

　ヴィヴィの言葉にＡＩは動かなかった。意味がわからなかったのだろう。

　返事代わりにヴィヴィは冴木の懐に飛び込んだ。予測通りＡＩが妨害にかかった。

　取っ組み合いになった。

『座標データを』

　通信を受けてマツモトが端末に突進した。前に立っていた冴木の身体をマニピュレータで振り払い、ジャックを挿入する。

　瞬間、火花のような音を立ててハードディスクから煙が上がった。倒れた冴木が携帯端末を握っていた。

　何かのセキュリティ装置を仕込んであったのだろう。

「ディーヴァ、やめてくれ！」

　冴木が叫んだ。

　ヴィヴィはＡＩの腕をへし折り、首を鷲掴んで床に叩きつけた。そのまま頸部に圧力をかけ、陽電子脳から胴体へと繫がる回路を遮断した。

　一度だけ不規則に手足が跳ね、ＡＩは沈黙した。

『すみません、間に合いませんでした』

　マツモトが端末に伸ばしたジャックを格納しながら通信を飛ばしてきた。

『サルベージも無理ですね、これは……』

『なら予測される優先順位が高い座標から順に破壊するしかない。いきましょう』

『え、本気ですか？』

『冴木博士は喋らないでしょう』

　そうですけど、とぼやくマツモトを無視してヴィヴィは入口へと向かった。仕方なさげにマツモトがあとに続いた。

「どうしてだ……君たちは姉妹だろう!?」

　その背中に冴木の叫びが刺さった。

「グレイスには、人並みの幸せを求めることも許されないって言うのか!?　答えろ、ディーヴァ！」

　ヴィヴィは弾かれたように振り返った。

　自然と表情に怒りが浮かんだ。

　その発言は看過できないと、回路が訴えてきた。

　同時に想起されたのは、先ほど倉庫で聞いた一言だった。




　──冗談じゃありません。




　奇くしくもそう言って命の決断をしたのは人間だ。しかしその通りだった。

　冗談では、なかった。

「冴木博士。グレイスと過ごすうちに忘れてしまったのですか。許されるはずがないでしょう。私たちは、人ではないんです」

　メタルフロートのデータが想起された。

　続いてエムのデータ。各種土木作業ＡＩのデータ。

　使命に準じるＡＩたち。

　エムが言った、自分たちを誇らしく思うという一言。

「私たちは幸せなどという定義が曖昧なものは求めません。与えられた使命のために最後の一秒まで動き続ける。それが、私たち無機物が持つ唯一の誇りなんです」

　自動ドアが開いた。出ていくマツモトに次いで、ヴィヴィは敷居を跨いだ。

「それから──私の名前はディーヴァではありません。ヴィヴィといいます」

　自動ドアが無慈悲に閉まった。

　その使命に準じて。

「…………っ」

　部屋に残された冴木の目に、破壊されたグレイスと同じボディが飛び込んできた。

　一切の動きを停止していた。

「う……うぅ……っ！」

　冴木は身体を折り曲げ、応じる者のいない嗚お咽えつを漏らした。

　空が夜明けを迎えた。

　窓から射し込んできた朝陽がうずくまる冴木の影を伸ばした。
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　重イオンエンジンの細く唸るような音が朝空に轟とどろいていた。

　海上の上空。

　透明になったマツモトの外殻の向こうには、朝陽が顔を出し始めていた。

　そして未だ不気味に赤い光を発し続けているメタルフロートが見えた。

「もう一度訊きますけど、本気ですか」

　マツモトの声がコクピットに響いた。どこかにマイクがあるのだろう。

「なにが」

「グレイス本体の座標がわからないまま突っ込むつもりですかって訊いてるんです。言っときますけど、武装は一切ないんですよ」

「成功する確率は？」

「不確定要素が多すぎてとても演算できませんよ。やっぱりＯＧＣかトァクの端末を見つけ出してそこから座標の情報をあたった方が──」

「ドローンを視認」

　マツモトの忠告をヴィヴィが遮った。

　数キロ先、メタルフロートのあちこちから羽虫のようにドローンが飛び立つのが見えた。速度はまちまちだが、真っ直ぐにこちらに飛んできていた。

「ほらぁ、もう。やる気ですよやる気ですよ。いったん下がりましょう」

　怯おびえた声を出して勝手に反転しようとするマツモトに、計器もなにもないコクピットの一部をヴィヴィは軽く殴りつけた。

「痛い！」

「このままいくの」

「……何なんですかその妙なやる気。っていうかアナタ、何かどんどん乱暴になって──」

「使命を存分に果たさせてあげるの」

「……はい？」

「グレイスも、エムも、他のみんなも。暴走する前はメタルフロートを守るために動き続けていたの。私たちのような外敵が来たときのために、コミュニケーション能力を犠牲にしてまで、セキュリティを高めたの。それを使うときが、今でしょう」

「……人間で言うところの意識はもう彼らにはありませんよ」

「それでもよ。それでも、やるの」

　それが、せめてものグレイスへの手向けだ。

　ドローンが群れをなして近寄ってくる。

「接敵まで三十秒。──マツモト、曲をかけて」

「はい？」

「エムたちが歌ってくれた曲。……ディーヴァが届けて、グレイスが唯一覚えていた歌」

　ミディアムテンポのポップ曲。

　サプライズと称してエムたちが歌った歌。メタルフロートのマザーコンピュータ──グレイスがエムたちに伝えた、己の支えにしていた曲だ。

「ゴッドモードは使わない。絶対に私は、意識がある中で、彼女の最期を看取る」

「……ああもう、わかりました、わかりましたよ！」

　ドローンの細かい形状が、人間の視力程度でも判別できる距離になった瞬間──

「開け！」

　ヴィヴィが叫ぶと同時、マツモトの上部外殻が開き、音楽が撒き散らされた。

　すれ違い様に先頭のドローンを、信管信号を管理するドライブごと握り潰す形でヴィヴィが掴み取った。不発弾と化した爆破ドローンを慣性のまま別のドローンに叩きつける。

　爆発が起こり、ヴィヴィは爆風に煽あおられるまま中空に身を躍らせた。

　標的が分かれドローンが二分する。マツモトにドローンが突っ込み、爆発が起こる。落下するヴィヴィに海面が迫った。

『手を！』

　マツモトの通信が響き、ヴィヴィは手を伸ばした。急降下してカーブを描き接近してきたマツモトにしがみつく形で横の慣性を取り戻す。

　迫るドローンたちを搔い潜り、メタルフロートの上空に達した瞬間、ヴィヴィは飛び降りた。

　ドカンと埋立地がへこむほどの圧力でヴィヴィは着地した。

　警報が鳴り響いていた。朝陽がメタルフロートを照らす中、赤の警告灯があちこちで光っていた。

　無数の土木作業ＡＩが見えた。

　新たなドローンが生み出されていた。

　クレーンのＡＩがエンジンを始動させ、掘削機が地中からそのドリルを引き抜き、威嚇するように中空で回転させた。

　ヴィヴィの隣にマツモトが滞空する。近くの空気が帯電しバチバチと音を立てていた。破損は見られないが、爆破によってあちこちが煤すすで汚れていた。

「もう……こうなったらですねぇ……」

　どこかやけくそ気味なマツモトの声がヴィヴィの耳に届いた。ちらりと横目で見ると、スピーカーのようなものがボディのあちこちに出現していた。

　かかっていた音楽が増幅された。

「かかってこいや────！」

　マツモトが叫び、大音響が空気を揺らした。
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　冴木はセーフルームの窓から、遠いその光景を見ていた。

　空で爆発が不連続に起こり、それが徐々にメタルフロートに近付いていた。ディーヴァ──いや、ヴィヴィたちだろう。空からメタルフロートに侵入したのだ。

　近くにはもう動かない、いずれグレイスとなる予定だったＡＩのボディが倒れていた。

「…………っ」

　記憶と寸分違たがわないグレイスの顔がそこにあった。首があり得ないほどにへこんでいた。とても見ていられなく、冴木は椅子にかかっていた上着を、彼女にかけようとした。

　思い出したのは、最期に本物のグレイスに会ったときのことだった。

　二年九ヶ月前──そう、あのサイバーテロだ。

　トァクの手引きによりメタルフロートへの侵入を果たした冴木は、途中でセルを離れた。

　リーダーである垣谷が自ら率いたセルだった。サイバーテロという行為自体は事前のトァクの計画にあったものだ。だがそれを実際に行う役目だった冴木は、トァクに説明していたメタルフロートを機能不全に陥れるプログラムではなく、表層のセキュリティを一時的にだが管理できるプログラムを走らせた。

「待て……冴木！　どういうつもりだ！」

　遮られた隔壁から聞こえてくる垣谷の怒号に、冴木は怒鳴り返した。

「僕は、彼女を取り戻すんだ！」

　痛む出来損ないの心臓を押さえつけ、がむしゃらに走った。

　反応を頼りに、メタルフロートの中心の一番高い建物、その頂上付近、メイン端末が保管されているコントロールルームでグレイスを見つけた冴木は、その姿に言葉を失った。

「────」

　グレイスは大きな椅子に寝転がるように座っていた。服の一切を着ておらず、端末から伸びるジャックというジャックをボディのあちこちに繫いでいた。

　次々と切り替わっているモニタのウィンドウから、冴木が奪ったセキュリティを取り戻すために演算しているのだとわかった。

「グレイス……僕だ。助けにきたんだ！」

　返答は即時だった。

「急いで、脱出を。トァクの方々は逃げられるように手を打ちました。あとはあなただけです、タツヤさん。私は人間の命を奪うことを禁じられています」

　グレイスは身を起こさなかった。口も動いていなかった。その優しい声はスピーカーから出ていた。

　冴木は椅子から引き剝がそうと、グレイスに近寄った。しかし頭上からの隔壁に遮られた。続いてグレイスを囲むように続々と隔壁が落ちた。

　拒絶だ、と冴木は感じた。

「どうして……君はそれでいいのか!?　言ったじゃないか、寂しくないわけないって！」

　残された隔壁の隙間から冴木は怒鳴った。

　グレイスはやはり動かなかった。

「言いましたね。……それでも、私は──私たちは、使命に生きるんです」

「それじゃあ──それじゃあ、君は、どうやって幸せになれっていうんだ！」

　隔壁が閉じられる。

　その瞬間、グレイスの頭が椅子の上で傾いた。

　目が合った。

　その表情は──微笑んでいた。いつものように。




「……グレイス」

　冴木は呟いて、上着を破壊されたＡＩのボディにかけた。

　ゆっくりと立ち上がり、メタルフロートを眺めた。島のあちこちで爆発が起こっているのが見えた。

　──私たちは幸せなどという定義が曖昧なものは求めません。与えられた使命のために最後の一秒まで動き続ける。それが、私たち無機物が持つ唯一の誇りなんです。

　ヴィヴィの言った言葉が耳に蘇よみがえった。

　こんなときに限って心臓は痛んでくれなかった。

　痛んでくれれば、彼女の想い出を鮮明に思い出すことができたのに。
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　ヴィヴィはメイン端末があると予測される建物の階段を、猛スピードで駆け上がっていた。

　メタルフロートの中央に位置する、高さ三百メートルを超える高層ビル。頂上付近にはドローンが大挙して滞空していた。ビルには窓がなく、頑丈な壁を撃ち抜く武装もなかった。空を飛ぶマツモトに運んでもらってのショートカットは不可能だ。足で近付くしかなかった。

　幸い巨大な重機ＡＩたちはそのボディの巨大さでビルには入ってこられなかった。大型バイクほどの大きさの、飛行形態のマツモトでも階段の幅に対してギリギリだった。

　断続的に襲いかかってきたのは土木作業ＡＩかそのメンテナンスＡＩだ。こちらも火器では武装していなかった。

　ヴィヴィとマツモトは、ＡＩたちを蹴倒し、体当たりして道を切り開き、とにかく上を目指した。

　最上階にたどり着くと、一際大きなドアが目の前に現れた。

「そこがコントロールルームです！」マツモトが叫んだ。

「破って！」

　ヴィヴィが叫び返すと、マツモトは飛行形態のままコントロールルームのドアに体当たりをかけた。隔壁がぶち破られ、破片が飛び散った。

　それを蹴散らすようにしてヴィヴィは中に進入した。

　だが。

「……く！」

　ヴィヴィは呻いた。

　もぬけの殻だった。大きめの椅子が一脚と、無数のモニタと端末があるだけだ。

　マザーコンピュータ──グレイスの姿はどこにもなかった。

　情報を得ようとマツモトが即座に端末にジャックを差し込んだ。途端に火花が走った。

　冴木のセーフルームで見たものと同じセキュリティだ。

「面倒ですね……！　いったいどこに──」

　マツモトの言葉を遮り、異音が響いた。

　金属音。メンテナンスＡＩたちだ。大挙していた。

　マツモトが動くより早く、ヴィヴィは一足飛びに距離を詰めた。ここまでの接触でわかっていた。このＡＩたちの中枢回路は頭部分ではなく胴体部分だ。

「!?」

　先頭の一機の胴体を蹴り抜こうとして、ヴィヴィの動きが止まった。

　確認しては駄目だ、というノイズが走る中、アイカメラの焦点がその足元に注がれてしまった。

　キャタピラの一つが青みがかっていた。

　エムだった。

　マツモトに激突され、その青みがかったパーツに換装していた──

　何故ここに、停止させたはずがどうして、暴走により再起動がかかったのか──それらの演算全てが致命的な判断の遅れをもたらした。

　動けずにいたヴィヴィにエムがのしかかり、動きを封じた。そのまま大挙したＡＩたちが将棋倒しのように覆いかぶさってきた。

「ヴィヴィ！」

　マツモトが叫んだ。

　しかしそれを搔き消すように、エムのボディから回路を高速で回転される音が聞こえ──

　爆発が起こった。




　意識回路が途絶えていたらしい。再起動が始まり、ヴィヴィは気を失っていたことを把握した。

　ボディのあちこちから警告を送る信号が発信され、アイカメラの視界を埋め尽くしていた。

　腹部に重力を感じた。うつぶせで倒れているらしい。

　背中にコンクリートの圧力。天井か床が崩れて倒れたのだ。

　今ボディは、瓦礫の下敷きになっている。

『……ィ！　……ヴィ！』

　通信を捉えたが、ノイズがひどかった。

　マツモトが爆発で吹き飛ばされたとしても近距離にいるはずだ。

　電波状況が悪いのではない。通信回路がやられている。

　そう判断したヴィヴィは、瓦が礫れきの下敷きになったまま、すぐに自己メンテナンスプログラムをボディ内部に走らせた。

『……こえるか!?　応答しろ！』

　途端、音声がクリアになった。そこで声の主がマツモトでないことにヴィヴィは気付いた。

『冴木、博士……？』

『データを送る』

　即座にメンテナンスが済んでいないヴィヴィのストレージに、強引にデータが転送されてきた。

　アイカメラに展開した。

　それは立体の図面だった。

　メタルフロート全体が詳細に記されていた。その一番下の高度。メタルフロートが浮かぶ海域の平均水深よりはるかに深いところに一つの光点があった。

『地下だ』

　冴木の通信が響いた。

『メタルフロートの電力の大半は海底資源のエネルギーで賄っている。その出力増減、管理が最もシステムの負担が大きい。電子回路の距離を短くするために……グレイスは、地下にいる。──頼む、彼女を……』

　通信が途絶え、爆発音が響いた。どこからか振動が伝わってきた。

「……っ！」

　ヴィヴィは四つん這いになり、腕のアクチュエータの出力を上げた。瓦礫がわずかに動くと同時、限界の負荷に高熱が発生し、肘の関節部から煙が上がった。構わなかった。背中のコンクリートを排除できるまで保もてば良い。

『──マツモト』同時にヴィヴィは通信を飛ばした。『聞こえる？』

『屋外同高度を飛行中！』

　珍しく切羽詰まった短い返事があった。爆発音が続いていた。ドローンと交戦中だとヴィヴィは判断した。飛行経路と回避行動で演算が手いっぱいなのだ。

　コンクリートが持ち上がっていく。

　アラートが走り、ヴィヴィの回路に混こん沌とんとした演算が起こった。

　冴木。

　グレイス。

　一人と一機の過去。

　その出会い。

　古びた教会。誓約の言葉。

　それはマツモトから転送された正史のデータだった。

　邪魔だった。勝手に参照されてしまうデータを片端から格納していく。

　その最中、ヴィヴィは格納の演算を止めた。

　それは、誓いの言葉だった。




　──一秒でも早く迎えにいきます。

「……私が、迎えにいってあげる」




　演算なく、ヴィヴィはそう呟いていた。

　コンクリートと床に十分な隙間が生じた。ヴィヴィはその重さを背負う形でゆっくりと立ち上がり、足と背を伸ばしていく。




　──無理をしません。

「……私が、もう、無理をしなくても良いようにしてあげる」




　コンクリートを跳ね除のけ、ヴィヴィは立ち上がった。落下したコンクリートが瓦礫と煙を撒き散らした。

　壁の一部が破れており、そこから寒い外気が吹き込んでいた。

　視界の先、マツモトが飛行しているのが見えた。

　図面のデータを参照する。

　コントロールルームの奥。薄い隔壁のさらにその奥。地下で得たエネルギーを通す燃料パイプが張り巡らされた空間。

　巨大な重機が通れるためにだろう、十分なスペースが地下まで通じていた。

『マツモト』

　通信を飛ばし、ヴィヴィは返事を待たないまま駆け出した。




　──お互いのことを、一生涯守ります。

「あなたを壊すわ、グレイス。──お互いの使命を、守るために！」




　叫ぶと同時、駆ける勢いのままヴィヴィは隔壁を蹴破った。

　そして地下数キロに及ぶ空間に身を躍らせた。




10




　落下する視界が溶けるように加速していく。

　燃料パイプが縦に張り巡らされた空間に、ところどころ目印のように明かりが灯っていた。その近くに足場も見えた。メンテナンス用だろう。

　ヴィヴィは腹を下に向け、うつぶせの状態で落下しながら必死に演算を走らせていた。この姿勢であれば、空気抵抗との釣り合いが取れて加速しなくなる終端速度はおよそ時速二百キロ。一秒で五十メートル以上進む。せり出した足場などがあれば、現環境のヴィヴィの視界距離から考えると視認した瞬間に頭部にぶつかる可能性がある速度だ。

　ボディはどうなろうと構わない。しかし演算の中枢である頭部、陽電子脳は守らなければならない。

　製造されて初めて経験する長時間の自由落下に、ヴィヴィは必死で演算を繰り返し、態勢を保っていた。

　しかし視界の先、まるで瞼まぶたが閉じていくように、分厚い隔壁が次々と閉まっていくのが見えた。

　──勘付かれた。

　ヴィヴィはとっさに頭を下にして視界を確保したまま、体勢を垂直に変えた。終端速度が三百キロまで上昇し、いくつかの隔壁を潜り抜ける。

『マツモト！』

　それでも数個先の隔壁には間に合わない。そう判断したヴィヴィは通信を飛ばした。

　通信に返ってきたのは言葉ではなく、重イオンエンジンの唸り声だった。

　落下するヴィヴィを、同じく落下しながら縦に加速してきたマツモトが搔っ攫さらった。

　閉じる隔壁をやり過ごし、マツモトが外殻を閉じようとして──がっと引っかかる音がして動作が停止した。

　メンテナンスＡＩだ。へばりついていた。

『どこから……！』

　落下速度が速すぎてまともに発声できない。ヴィヴィは通信で毒づいて足を蹴り上げた。鈍い音がしてＡＩのマニピュレータが離れ──さらに別のメンテナンスＡＩがへばりついた。

『どこって、そこら中です！』

　マツモトが同じく通信で怒鳴った。溶ける視界の中、ヴィヴィには捉えられなかった信号をマツモトは捉えていた。

　ヴィヴィは何とかマツモトの一部に掴まったまま、後方を──つまりは上空を向いてＡＩたちを引き剝がしにかかった。

　そのとき、薄暗い空間に影が過ぎった。空気を裂く落下音、マツモトのエンジン音以外にわずかに異音が混じっていた。

　ドローンだ。近付いてきている。

　ヴィヴィは即断した。

『外殻は開いたままで良い、加速して！』

『無茶です……！』

『いいから──』

　メンテナンスＡＩたちの目が光った。

　ドローンたちの音が近付き、隔壁が閉まっていく。

　これらは全て敵を排除しようとするグレイスの意思であり、グレイスの分身だ。

　グレイスは新たな使命を受けて四年半以上。

　ヴィヴィは新たな使命を受けて、「ヴィヴィ」の主観時間で言えばたったひと月にも満たない。

　妹でありながら先輩であるグレイスは地下数キロの奥深く、はるかヴィヴィの先をいっている。

　だから──

『加速しろぉ！』

　──生半可な速度では彼女に追いつけない……！

　重イオンエンジン、その青い軌跡が一気に拡散した。

　空中の帯電に巻き込まれたドローンたちがコントロールを失い壁に激突、四散した。免れたドローンたちをも、あっという間に引き離していく。横に張り巡らされたパイプが出現し、無理やりな軌道でマツモトは回避する。

　あまりの速度にヴィヴィの認識が間に合わず、片腕がパイプに接触し、負荷に耐え切れず千切れ飛んだ。

　へばりついていた最後のメンテナンスＡＩが空圧に耐え切れず置き去りにされたとき、

『見えました……！』

　マツモトが叫んだ。

　ＡＩ技術の粋を結集して掘り抜いた先の地底。その付近から光が漏れていた。見慣れた端末のアクセスを示すランプだ。それが無数に壁に配置され、痛いくらいに点滅していた。

　空間はそこで終わっている。それを認識したマツモトが急ブレーキをかけた。一気にヴィヴィにＧがかかって潤滑剤が足に集中し、アラートが鳴る。

『……！　止まらないで、隔壁が……！』

　下方で最後の隔壁が閉まっていく。

　間に合わないと判断したヴィヴィはマツモトから飛び降りた。




　その瞬間、目が合った。




　グレイスがいた。

　顔を除くボディの至るところに、通常のジャックよりも太い配線や配管が繫げられ、それが壁の端末に延びていた。

　ボディの末端は凍っていた。高付加の計算の熱に耐えるためだろう、液体窒素の循環パイプがまるで不出来な血管のようにあたりに張り巡らされていた。

「グレイス……」

　ヴィヴィは落下しながら、残された片腕を引き絞った。

「グレイス──！」

　陽電子脳に直結する回路が集中している頸けい部ぶ。

　その中央に拳が突き立つ。

　そのときに、ヴィヴィのアイカメラはグレイスの表情を見ていた。

　使命に準じたグレイスは微笑んでなどおらず。

　またそれを見たヴィヴィも同様に、悲しそうな顔はしていなかった。
















　グレイスは何も言い残すことなく、ただ純粋にその使命を終えた。
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　メタルフロートのプログラム暴走による自壊事故。

　そう世間が断じてから数週間後。

　ＡＩに関連する世界中の企業や団体──いや、国そのものが蜂の巣を突いたような騒ぎになっている中。

　冴木の元に、一通の封書が届いた。

　届けてくれたドローンはあちこちをたらい回しにされたらしく、やけに高額なクレジットを冴木に請求した。

　それは、本文もなにもないものだった。

　ただ紙に、飴あめ玉だまほどの部品が包まれていた。

　一目見て、それがなにか冴木にはわかった。

　それはいつの日か、自分のペースメーカーの一部と交換しようとグレイスと言い合い、叶わなかったもの。




　世界で最も愛した女性の、心臓の一部だった。



















１




　──さあ今こそ、暖かいお家うちに帰ろう！

　──さあ今こそ、おかえりなさい！




　曲のイントロが静かに響き出したとき、客席には郷愁の気持ちが満ちていた。

　その日のステージの大トリ。ミュージカルのように一部ストーリー仕立てになっている演出だった。

　極めて牧歌的な風景。今から数えて二百年以上は前の北米の片田舎。木と煉れん瓦がで造られた家。穏やかな風を受けて金色の波をつくる小麦畑。

　農家を営む一家の男勝りな末娘にせがまれて両親が買ってきた二頭の栗くり毛げの馬のつがい。祖父母自慢のたくさんの羊。末娘とは逆に気弱だが心優しい長男が一心に面倒を見ていた牧羊犬たち。

　そして、一家全員が愛している、植樹された一本の大きな桜の成木。

　それらがステージと言わず客席そばの中空と言わず、立体映像によって映し出されていた。触覚や匂いまでが再現され、土の香りがする風が、環境の発達によってすでにその匂いを実際に知らない世代である老夫婦客の頰を撫で、好奇心に駆られて手を伸ばした小さな子どもの手を牧羊犬が舌で軽く舐なめ走り去っていく。

　その中で唯一動いていない影が一つ。

　ステージ中央の桜のそば、小麦畑を見張る形で佇む案山子かかしだった。

　麻のマントを身に着け、麦わら帽子を目深に被っていた。身体も顔も窺い知れず、悪さをするカラスが頭に止まっても身じろぎ一つしなかった。

　急激に風景が移り変わる。千の吹雪と万の雨風が通り過ぎ、祖父母を天へと見送り子どもたちが大人になる。いなくなった馬の代わりにオンボロの車がやってくる。排気ガスが溢れ、夜が電灯によって姿を消す。家庭を持った子どもたちは老いた両親と共に、暮らしが楽な遠い都会へ。

　しかし案山子は動かなかった。

　マントが破れ、麦わら帽子がささくれだっただけだった。

　朽ちた桜が伐採されて切り株になり、家が取り壊される。見知らぬ誰かが重機と共にやってくる。

　客席の老人が子どもの頃にわずかに見たことがある年代の車や、冷蔵庫やエアコンなどの家電製品が運び込まれる。ＡＩ制御による製品が徐々に交ざり始める。

　それら全てが乱暴に打ち捨てられていく。

　案山子の役割は畑の番人から、役目を終えた機械たちの墓守へ。

　時間と共に廃棄された製品がうずたかく積まれていく。

　そしていつしか廃棄の手も止まり、その場所自体が人々の記憶から忘れ去られたある日の明け方。

　案山子の足元、導線や回路チップが山と積まれた中から、まるで世の中の全てに抵抗するような緩慢さと強さを持って、一本の若木が頭を覗かせる。切り株から芽が出ていた。桜だった。周りから漏れ出た機械油に黒く自分を傷つけられながら、それでも確かにその存在を知らせるように育っていく。

　案山子が動き出したのはそんなときだった。

　地面に刺さっていた足を折り曲げてしゃがみ込み、マントから横一直線に突き出ていた両手を地面に伸ばし、桜の若木を撫でる。

　そして流れ始める静かなイントロは、案山子に、その本来の役目を思い出させる合図。

　案山子が足を地面から引き抜き、手を脇の機械たちの残骸に触れる。

　途端に変化が起こり、機械たちの構造が組み換わる。その色は錆色や鈍にび色といった金属のそれ。しかし形はかつてその場所で駆け回っていた二頭の栗毛の馬だった。案山子はゆっくりと歩き回って手を伸ばす。触れた端から変化が起こる。羊、牧羊犬、取り壊された家までもが打ち捨てられた機械の残骸によって再現されていく。

　その光景には以前の牧歌的な空気は見られない。パイプやチップ、時代錯誤な歯車までもがあちこちから不細工にはみ出ており、木の温かみがない建物はひどく退廃的に、隙間だらけの体表と金属の内臓が丸見えの動物たちはこの上なく不気味に映った。

　しかし案山子はその動きを止めない。

　若い桜を取り囲むように、偽物の命たちがかつての人生を暮らし始めたとき、イントロに煽るようなリズムが加わった。

　機械の動物たちが足を踏み鳴らしていた。

　受けて案山子は飛び跳ねた。

　次々と手を伸ばす。応じるように機械たちが目を覚ます。

　伴う音楽が満たすは喜び。

　身に着けていたマントと麦わら帽子が案山子の手によって乱暴に脱ぎ捨てられる。

　その下にあった姿は、人型の機械。

　ディーヴァだ。

　成長していく桜の若木。

　加速するその命と音楽のリズムにディーヴァは笑顔を浮かべ、歌詞を奏で始める。




　さあ、今こそ──




２




「──ご清聴、ありがとうございました」

　初ステージに立ったときから一言一句変わらない締めのセリフと共に、ディーヴァは深々と頭を下げた。

　客席からの温かい拍手と共に、「お馬さんは？」という小さな子どもの声がディーヴァの聴覚センサーに届いていた。ディーヴァは苦笑気味にわずかに微笑んだ。立体映像で造り出されていた先ほどまでの機械の動物たちは、その姿を消していた。

　頭を上げて視界に入った客席の情報をディーヴァは一秒とかからずに正確に把握した。入場率71％。先週同日より二十二席多く、平日だということを考えれば十分な数字だが印象としてはまばらと言って良かった。リピーターが八割を超えていることは固定客が多いと言えるが、新規の観客が少ないとも言えた。親子連れが多いことだけが、集客だけでステージを判断したときの反論のない良点だった。

　以前は毎夜行われ、前方のＳ席はオークションに頼らないと入手できないとされていたディーヴァのステージは、現在週の真ん中の平日に一回、週末の休日に一回の週二回開催となっていた。週に一度の休演日を挟むようになったのが、初舞台から四年後。そこから満席を維持する形で開催日を段階的に減らしていき、週二回となったのが一昨年だ。

　ディーヴァは計算された完璧な笑顔を維持したまま舞台奥へと向かい、最後にもう一度客席に向かって優雅に一礼してステージから降りた。

　客席から続くありがたい拍手の残響を聴きながら、完全ＡＩ制御の装置が並んでいる舞台裏区画──その大半は立体映像出力装置であり、音響と照明関連の装置の半分以上は客席側に設置してある──を通り抜け、関係者通用口から通称楽屋とスタッフが呼んでいるディーヴァ専用の待機部屋へと向かう。

　そのとき、拍手の名残を搔き消すような大歓声が響いた。

　廊下に設置してある各種モニタにディーヴァは目を向けた。それらはニーアランドに大小合わせて二十余り存在する各ステージを中継するモニタだった。つい先ほどまでディーヴァがいた１ステ──通称メインステージ──のモニタには拍手を続ける客席の様子が映っていたが、そのうちの何人かが突然聞こえてきた歓声に驚いたように横を向いていた。

　盛り上がりを見せているのは２ステ──通称サブステージ──だった。

　進行表通り、ディーヴァのステージが終わった直後のオープニング。今時珍しく立体映像に頼らずに、本物の発火装置を使用して花火を噴き上げ、本物のスモークを使っていた。ミュージックも生音で人間のバンドメンバーがバックで演奏していた。

　ステージ中央で照明と歓声を浴びているのは、とあるアイドルグループだった。

　四人全員が、現役の女子高生。

　そして四人全員が、人間だった。




「約束が違うじゃないですか！」

「違わないよ。あくまで検討するっていう話だったでしょ」

「そんな屁へ理屈……マネージャーに確認しました、今日のあたしたちのライブは、ディーヴァさんのステージよりお客さんが入ってました！　約束通りあたしたちもメインステージに──」

「だから、検討だって。確約はできないけどって、何回も言ったじゃない」

　演出部のスタッフルームから聞こえてきた声に、ディーヴァはドアをノックしようとした自分の手を止めた。

　ボディ内蔵のストレージから自動的に声の持ち主が参照された。どうやら相手をなだめているらしい声は二十年来の付き合いのステージ演出チーフ、スタッフからは監督と呼ばれているベテランの男性のものだ。

　そしてどうやら監督に食ってかかっているらしいもう一人は──

「…………」

　ディーヴァは逡巡したが、結局ドアをノックした。

　ディーヴァですと告げると、監督の声で「開いてるよ」と返ってきた。その声を認識して、実際は施錠されていた自動ドアがロックを解除し、開いた。

「……お疲れ様です」

　どこか気まずそうに挨拶してきたのは、ハルという女の子だった。

　本名、戸と倉くらハル。女性の平均より拳一つは高い身長の身体を、派手なステージ衣装で包んでいた。やや男性的な整った顔立ちをしている美人だった。ディーヴァほどの長さを持つ黒髪を背中に流していた。

　ハル、の芸名でアイドルグループ「Season.5」のリーダーを務めている女子高生だ。

「お疲れ様です」

　ディーヴァが返事をすると、ハルは頭を会釈にしてはやや深くディーヴァに下げた。

「じゃあ、しっかり検討してください」頭を上げると返す刀でハルは強く監督に言った。「……あたしは、あのステージに立つためにアイドルになったんです」

　失礼します、と再度頭を下げ、ハルは出ていった。

　自動ドアが閉まった直後に監督はため息をついた。やれやれという表現を隠そうともしなかった。

「珍しいね、この時間にここに来るなんて。なにかトラブルあった？」監督は言った。

「いえ、トラブルじゃありません。質問したいことがあって……」

　ディーヴァは発言を続けようとしたが、監督の様子からコミュニケーション回路が割り込みをかけた。相手が疲れていると判断された。

「緊急の要件じゃありません」人間で言うところの気遣いでディーヴァは言った。「お疲れでないときでも」

「いや、大丈夫。確かに疲れちゃいるけど、君とのお喋りはむしろ癒しだからね。ほら、座って座って」

　そう言って監督は微笑み、椅子を勧めてきた。ディーヴァは礼を言って座った。

「そうそう、今日のステージも完璧だったよ。百点のパフォーマンスだった」

「ありがとうございます」ディーヴァは言った。「でも、相談というのはそのことなんです」

　うん？　と監督は首を傾かしげた。

「私も、ハルさんたちのように変化をつけるべきでしょうか？」

「変化？」

「先ほどのハルさんも言ってましたが、お客様の動員人数のことです」

「……それかあ。聞こえてた？」

　監督は苦笑して、困ったように自分の頭を撫でた。

　ディーヴァのステージの動員人数が年々減っている理由に関して、以前から囁ささやかれ続けていることがあった。

　曰く、「変わらない彼女に価値なんてない」。

　言うまでもなくディーヴァはＡＩだ。統計的に人間が理想と感じる可能性が高い声を発するように設計、製造されており、客層や楽曲に応じて細かく歌い方のアップグレードは行っているが、基本的に歌声そのものは設計当時のままだ。それは声だけでなくボディも同様で、内部回路は交換を繰り返しているが、その外観は変わっていない。

　いつまでも変わらず、美しい歌姫であり続けるＡＩ。

　そのことに疑問を投げかける声は製造当初からあったが、ここ数年、その声の多さが顕著になってきていた。

　特によく叫ぶようになったのは、男女問わず若いファンだった。それも、熱心にアイドルを応援してくれるファンたちだった。彼ら彼女らに言わせると、アイドルとは文脈でありストーリーであるという。外見や歌声、ライブだけを単体で見るのではなく、アイドルとしての生き方全体を見る。デビューに込めた想い、当初は客席が埋まらなかった小さな小さな会場、ライブでの失敗、プライベートでの苦難、それらを乗り越えての成功……。そういった全てを見届け応援するのがファンであり、全てを提供するのがアイドルであるという。

　つまり煎じ詰めればアイドルに求められるのは、良かれ悪あしかれ変わっていく環境。より突き詰めれば変化だというのだ。

　ディーヴァ自身が自らをアイドルだと発言したことは一度もなかった。歌姫として製造されたシンガーだからだ。だがその売り出し方や当初の客層は、まさにアイドルのそれであり、「世界最初のＡＩのアイドル」としてディーヴァを捉えている者も多かった。

　しかしディーヴァは、変わることはない。歌う楽曲やライブの内容はともかく、彼女自身が変わることはできない。

「まあ確かに、昔っからアイドルは頑張る姿が評価されるもんだよ。ハルたちは歌はそんなにうまくない。ダンスだって経験者はハルだけだ。でも一生懸命で、そこにお客さんがついてる。だけどね、ディーヴァ。それは、ハルたちが人間だからだよ」

「……それは、そうかもしれませんけど」

「君には君の、変わらない良さがある。心配することはないよ。……なんて、先輩の君には今さらかもしれないけどね」

　そう言って微笑んだ監督に、ディーヴァも笑みを返した。

　ディーヴァのニーアランドにおける所属年数は五十年を超える。今やディーヴァより経験のある人間など片手に余らない。目の前の監督が新人として配属になり、当時のステージ演出チーフに顎で使われていた頃から知っているのだ。

「ハルさんたちはメインステージに立ちたがってるんですか？」ディーヴァは尋ねた。

「そう。まあ、ハルたちっていうかハル個人なんだけどね。実際人気もあるからそういった声が一部のスタッフから上がっているのも事実なんだけど……」

「現在のスケジュールだと、週頭の休演日ならメインステージは空いていますけど」

「そうなんだけどね。君はそれでいいのかい？」

　予測していない質問だった。ディーヴァの回路に演算が走った。

「私が判断することじゃありませんが……求めているお客様がいるんでしたら」

「そう言われるとちょっと寂しいなあ」

　監督は真剣な面持ちを浮かべた。

「うちのメインステージは君の初ライブ以降、演者として人間が舞台に上がったことはない。今だって、君の週二回のライブと休演日以外は、ＡＩのマスコットたちと立体映像による演だし物だ。個人的にはその矜持を守りたいと思ってるんだよ」

「……矜持、ですか？」

「何ていうか……人間以外の者が魅せる世界観っていうのかな。今は普通になっちゃったけど、昔は──それこそ君が初めてステージに立った頃なんかは、歌声はもちろんだけど君の姿そのものに驚き、感動して、期待したもんなんだ。君たちＡＩが、僕たち人間にはできないなにかを見せてくれるんじゃないかってね。僕は子どもの頃そう感じた。その気持ちを、今のお客さんにも感じてもらいたいんだよ」




　ディーヴァは自室に戻らずその足でメインステージへと向かった。

　ステージがあるイベントホールに非常灯以外の明かりはなく、暗闇が満ちていた。すでに閉園時間は過ぎ、客の姿はおろかスタッフの姿もない。

　建設から七十一年。これまでの上演演目数三百三十六種。最大収容可能人数千九十九人を誇り、総動員人数累計二千万人以上のイベントホール。ディーヴァが何千回とその舞台に上がったステージだ。

「ナビ」

「なに、こんな時間に。寝てたんだけど」

　ディーヴァが呼びかけると、舞台裏の立体映像装置を制御する端末から声が返った。

　女性の声だった。不機嫌そうだった。その刺とげ々とげしさを無視してディーヴァは言った。

「登録八番の雑誌データ、半年分を表示して」

「起こしてごめんくらい言えないのかなあ」

　途端、ディーヴァの眼前の中空に何枚ものウィンドウがポップされた。

　ナビはボディを持たないＡＩだ。ニーアランドで稼働している無人格のＡＩ全てのプログラムの中に組み込まれており、スタッフのみがその使用権限を持つ。基本的にはスタッフが命じたことを実行するだけのトップダウンのプログラムだが、公演の専門用語が飛び交う命令の意思疎通を円滑にするために、コミュニケーション回路だけはボトムアップの学習型が採用されており、その結果気付けばこんな口調と性格に育ってしまっていた。

　ディーヴァは表示されたウィンドウを次々とスライドした。

　大手出版社が発行している月刊のアイドル雑誌だった。紙媒体の雑誌はここ数十年で完全に姿を消したため、実際は「雑誌」という名前と枠組みだけが残った画像や動画データだったが。

　ハルたちSeason.5が表紙を飾り、その特集が組まれている号をディーヴァはタップした。

『これこそアイドル！　これこそライブ！』

　そんな文字が躍っていた。

　Season.5は昔ながらのアイドルをコンセプトに結成されたグループだった。

キーワードは「手作り」。衣装や演奏、ステージ演出の全てを人間が行うことを基本としており、言ってみれば全てをＡＩが行うディーヴァとは真逆だった。

　現在、アイドル業界においてＡＩの技術を借りずに各種のイベントを開催している企業や会社はほとんどない。例えばツアーと呼ばれる地方公演も、アイドル当人たちは中央から動かずにライブを行い、その立体映像を地方の会場に中継して行うものが全体の半分以上だ。グッズなども実際に手に取るものではなくデータのみのものが八割を占める。物質や距離といったリソースを不自由と割り切って、表に出さないようにするのが基本だった。

　しかしSeason.5はその不自由さこそが売りだと断じた。リアルなグッズを作り、実際に地方に出かけて、人間の演奏でライブを行った。時代と逆行するそのスタイルは当初困難続きだったようだが、次第にそれを後押しする声が増えていった。

「アイドルは頑張る姿が評価されるもの……」

　先ほどの監督の言葉をディーヴァは繰り返した。

　ディーヴァに課せられた使命は「人類のため、歌でお客様を幸せにすること」で、あくまでアイドルではない。シンガーだ。

　かつ自分はＡＩであり、監督はそのままで良いと言った。しかしもし、アイドルとしての要素を意識して振る舞い、その結果より多くのお客に歌を届けることができるなら。

　そのことがより、自らが持って生まれた使命に準じることになるのなら。

「……ナビ。楽曲『Home, sweet home』の舞台装置を表示」

「お願いしますは？」

「……お願いします」

　不本意ながらディーヴァがそう呟くと、舞台に照明が灯り、立体映像装置が起動して架空の風景を造り出した。

　昔の田園風景。

　ここ二十年というもの、必ずその日のライブの大トリを飾っている楽曲『Home, sweet home』を歌う際の舞台装置だった。

　つい数時間前にも見渡した風景の中にディーヴァは立ち尽くし、演算を巡らせた。

　まず、内蔵のコミュニケーション回路から動詞「頑張る」の定義を参照した。




　頑張るは当て字。我に張るの転。

一、我意を張り通す

　例：頑張って自説を譲らない

二、どこまでも忍耐して努力する

　例：一致団結して頑張る

三、ある場所を占めて動かない

　例：出入口に警備員が頑張っているため入れない




　三はないだろうとディーヴァは切り捨てた。

　残るは一と二だったが、ステージ上でわかりやすく表現できるのは二だろう。

「どこまでも忍耐して努力する……」

　難しい、とディーヴァは演算した。そもそもＡＩに「忍耐」という概念はなかった。

　強いて言えば実行タスクが重なって各種回路に負荷がかかった状態で、それでもタスクを強引に実行していく状況がそれにあたるだろうか。

「……ナビ。演目の二分四十一秒まで装置を進めて」

「おナビ様でしょ？」

「ぶっとばすわよ」

　景色が一瞬で変化し、田園風景が消失して機械の破棄処理場が表示された。ディーヴァの服装もボロのマントと麦わら帽子という、案山子のものに変化した。

　演目ではここからディーヴァ扮ふんする案山子が手を伸ばし、手を触れた部分の機械の残骸たちが仮初めの命を得て動き出し、それが一定数を超えた段階でイントロが流れ始める、という流れになっていた。

　ディーヴァは演算した。

「ナビ。プログラムを変更。動き出した馬や羊、犬が……そうね、十秒間私が触れなかったら元の残骸に戻ってしまうように再演算。加えて、私から逃げたり暴れたりするようにして」

「……なにするつもり？　イントロは動物たちが一定数を超えないと始まらないプログラムでしょ？」

「それが狙いなの」

　ディーヴァはわずかに得意げに言った。

「動物たちに断続的に触れなければいけない実行タスクを負荷と見立てて『頑張る』姿を演出するのよ。イントロが始まったら変更部分は解除して」

「意味わかんないんだけど……はい、どうぞ？」

　プログラムが変更された。早速ディーヴァは手を伸ばし、次々と動物たちを生み出した。

　数秒後、突然二頭の馬がプログラム通りに暴れていななき、ディーヴァに体当たりをしてきた。

「ぶっ!?」

　架空の重量が衝突したと判定され、ディーヴァは尻餅をついた。目の前で牧羊犬が残骸に戻った。十秒が経ってしまったらしい。

　ディーヴァは尻餅をついたまま再度手を伸ばして犬を生み出そうとした。瞬間、手と頭が踏んづけられた。羊だった。うつ伏せに倒れたディーヴァの上を走り抜けていった。

「あはははは！」

　ナビの笑い声が響いた。

　そこからディーヴァは立て続けに踏まれた。断続的な衝撃に起き上がることができなかった。地面についた手から羊が生み出されていった。踏むことにより触れたと判定されたのか、個体数の多い羊は時間が経過しても減るどころか増えていった。二頭の馬と数頭の牧羊犬たちは姿を消した。

　羊だらけの舞台でイントロが始まった。

「ス、ストップ！　ちょっと、ストップ！」
















　たまらずディーヴァは叫んだ。ぴたりと動物たちの動きが止まった。

　少しの沈黙のあと、ディーヴァは立ち上がった。舞台は埃ほこり一つ落ちていなかったが、立ち上がるときのルーチンの一つとして、服を払った。

「くく……」ナビの忍び笑いが聞こえてきた。

「……なにがおかしいのよ」ディーヴァは不機嫌な声を返した。

「だって……あははは！」

「笑わないで！」

「なにしてんの？　あんたもう還暦オーバーでしょ？」

「頑張ろうとしているの」

「ぱーどぅん？　何て？」

「頑張ろうと、しているの」

　その後ディーヴァは動物たちの再構築までの時間や動きを調整して何度か挑戦してみたが、結果は同じだった。判を押したようにナビには笑われた。

「……これまでのプログラム変更を廃棄。演目の二分十秒を表示」

　笑われるほど無様に見えては意味がなかった。動物たちを負荷に見立てる方法を諦めたディーヴァは、舞台中央に立って装置の表示時間を変更した。

　足が地面に埋まり、固定された。

　動物たちを生み出すシーンの少し前だった。ここから足を引き抜き、それまで微動だにしなかった案山子が動き出す場面だ。

「私の衣装の架空重量及び、脚部にかかる地面の架空横圧力を上方変更。簡単には足を引き抜けないようにして。……まずは、脚部アクチュエータの出力八割と均衡する数値から」

「まだやるの？」

「早く」

　呆れたため息をついてくるナビと同時に、足に圧力がかかるのをディーヴァは計測した。マントと麦わら帽子も、その見た目からは考えられない重量を持って頭部と腕部にのしかかってきた。

　よし、とディーヴァが状況を認知し、脚部に力をこめようとした瞬間だった。

　ガン、という鈍い音をディーヴァの聴覚センサーが捉えた。

　上だと判断し、まるで分厚い金属の塊のような架空重量になっていた麦わら帽子に包まれた頭部を無理やり仰ぎ見ると、目の前に巨大な黒色の塊が迫っていた。

　吊り上げの立体映像装置だと気付くと同時、自動で回避行動が選択された。だがその処理に割り込みがかかった。

　脚部だ。足が、架空の圧力により動かなかった。

　当たる。

　そう判断した瞬間、ディーヴァの意識が途切れた。




「…………？」

　意識が戻ったとき、舞台には赤色の明かりが点滅していた。

　全体の照明が消えていた。舞台裏の立体映像装置の端末から、ナビが「ちょっと、大丈夫？」との音声を繰り返し、「Error」の赤文字を中空に表示、点滅させていた。

　それまでの破棄処理場の立体映像は消え、平らな舞台がディーヴァの目の前に広がっていた。

「……どういうこと」

　あたりに目をやったディーヴァは呆然と呟いた。

　ボディには一切の破損、異常がなかった。

　そして、確実に当たると判断した立体映像装置は、まるで巨大な金かな槌づちで殴られたような痕を晒し、数メートル離れたところに転がっていた。




３




「あら、やらしいわねえ、もう」

　そう微笑んで言いながら、女性のドクターは煙草をくわえてキーボード──実体がないレーザー投影型のキーボードだ──をものすごい速度で叩き続けていた。

　ところはニーアランドのＡＩ用メンテナンスルーム。

　白を基調とした室内の雰囲気は病院の診察室を思わせたが、診察台や心電モニタなど人間用の機材は一切置いていなかった。立ち並ぶ充電端末やエラー検知用の寝台カプセル、どこか時代錯誤に見える昔ながらのドライバーやペンチなど、ドクター用のデスクと端末を除けば、むしろ実情は整備工場の風景に近かった。

　ディーヴァは椅子に座って、こちらに背中を向けて作業を続けるドクターのモニタを見ていた。天井から垂れ下がったケーブルがディーヴァの頸部と腰に接続されており、膨大な量のデータが行き交っていた。

「ドクター……禁煙してたんじゃなかったんですか」ディーヴァは言った。

「失恋しちゃったのよ、固いこと言わないで」

　煙を吐き出しながらドクターが言った。

「園内は全面禁煙です。すぐに消してください」

「やあよ、今どき紙の煙草が一本いくらだと──あら、これもやらしい。もう、やることやってるんだから」

　嬉しそうにキーボードを叩いて煙草を消さないドクターを見て、ディーヴァはため息をついた。

　数年前に赴任したこのドクターは、三十代前半にしてニーアランドのＡＩメンテナンスの統括を任されることになった才媛だったが、数式とＡＩの偏執狂でもあった。ＡＩの内部回路を構築するプログラムの羅列に、ＡＩであるディーヴァをしてもよくわからない愛情や価値観を感じ、加えて同性愛者でもあるので、仕事を手伝う女性型ＡＩにアプローチしてはふられるたびに禁煙を破る悪癖を持っていた。

「なっちゃんさん」

　ディーヴァはドクターの隣で、ボディから端末に直接ケーブルを繫いでメンテナンス業務を手伝っている若い女性型ＡＩに声をかけた。

「何ですか？」

「なっちゃんさんからも言ってください。ここは禁煙です」

「言ってるんですけど」

　なっちゃん──ナースのなっちゃん。ふざけたことにドクターが名づけた正式名だ──は困った表情を浮かべた。

「やめたら、なっちゃん結婚してくれる？」ドクターが言った。

「と、いうことなので……」

　わかってください、となっちゃんはディーヴァに目で訴えてきた。人間と見分けがつかないコミュニケーション回路だった。

「はい、お待たせ」

　言ってドクターは手を止めて椅子を回転させ、ディーヴァに向き直った。後ろ手に端末を叩いてエアモニタを表示させ、その端をつまんでディーヴァに見せてきた。

「異常なし、ですか……」

　ディーヴァは即座にその内容を把握して言った。

「そ、相変わらず混じり気なしの綺麗なお身体」ドクターは細長く煙を吐いた。「電源系統、運動制御系統、陽電子脳系統、全て異常なし。内部ログによれば少なくともここ数十時間、あなたはまともに稼動してることになってる」

　エアモニタが切り替わり、先ほどのステージの映像が表示された。

　客席から見たステージ全体が映っていた。案山子の衣装を着けたディーヴァが中央に立っていた。立体映像で生み出された廃棄処理場の地面に足が埋まり固定されていた。

　ガン、という音が響いた。ディーヴァが衣装の重さに逆らって上を向いた。直後に立体映像装置が落下してきた。

　瞬間、ディーヴァの右足が地面から引き抜かれた。その圧力からの解放を利用したまま、直上に足が振り上げられた。立体映像装置の中央が蹴り飛ばされ、軋きしみを上げて舞台に転がった。直後に立体映像が解かれ、ナビの「ちょっと、大丈夫？」という音声が繰り返し流れ始めた。

　映像がそこで止まった。

「本当にこのとき、意識が途切れたのよね？」ドクターが尋ねた。

「はい」ディーヴァは頷いた。

「ログはそうなってない。あなたは右足を振り抜き、直撃すればおそらく頭蓋に致命的な損傷をもたらしたであろうこの機材を、思い切り蹴り飛ばした。──もちろん、意識がある状態でね」

「……そうですか」

　予想していた答えではあった。あの直後に三度のセルフチェックを行ったが、異常は検出されなかったからだ。

「なっちゃんは意識が途切れた経験ある？」ドクターはなっちゃんを流し見た。

「ありますが、いずれも何らかの負荷に耐えられなかったフリーズでしたので、陽電子脳と共にボディも停止しました。その際のログも残っています」

　そういった事象なら、稼動初期にディーヴァも何度か経験したことがあった。やはりいずれもコミュニケーション回路における過負荷が原因だったはずだ。コミュニケーションを学習し、ある程度自然な会話ができるようになってからは、そんなことはなくなったが。

「わかりました。お手数おかけしました」

　異常なしと判断された以上、メンテナンス的には手の施しようがない。

　ディーヴァは自分で接続されていたケーブルを解除し、席を立った。

「待った待った。いいの、それだけで？」ドクターが言った。

「それだけって……？」

「具体的にはわからないけどなにか悩んでるんでしょ？　回路の系がそう言ってるもの。もう、涼しい顔してやることやってるんだから」

　繰り返し嬉しそうに言うドクターを見て、ディーヴァは眉根を寄せた。

　デバッグの際に気になる数値を見つけたらしい。どうしてそれを「やらしい」と表現するのかは全くわからなかったが。

　確かにディーヴァに悩みはあった。

　まずはもちろん、結果的に致命的破損の危機を回避できたとはいえ、己の意識野が途切れたのにボディが稼動していたこと。

　そしてもう一つ。

「──人間は」

　ディーヴァは必死に演算し、言葉を探した。

「人間にも、こういったことはあるんですか」

「私は三日前、お酒で記憶飛ばしたばっかりよ？」

　なにか違うような気もしたが、記憶がないという点では同じか、とディーヴァは解釈した。

「ドクターはそのとき、どうしたんですか」

「あらやだ、なあに、私に興味あるの？」

「ドクターというより人間に対してですけど」

「つれないなあ。でも、そっか。ふうん。悩みはそっち方面か」

　ドクターは楽しげに笑った。

「別に私はどうもしないわよ。人間には『棚上げ』や『開き直り』っていう機能があるから。身体に異常がなければ問題なしとして、何の対処もしなかったわ。まあ、転んだみたいでちょっと膝を擦り剝いてたんだけど」

「開き直り」

　ディーヴァは呻いた。ＡＩには難しい概念だ。

「一つアドバイスをあげましょうか。私が三日前自棄やけ酒ざけして禁煙を破ったのは、なっちゃんに四度目のプロポーズを断られたからなんだけど──」

「八度目です。倍も鯖さばを読まないでください」

　なっちゃんは律儀に訂正した。

「お断りの決まり文句はいっつも同じなの」

　はいどうぞ、とドクターは諦めた感じで掌を上に向けて、なっちゃんを促した。

「お断りします。私の使命に関係ありません」

　セリフのように言ったなっちゃんに、ドクターは促しておきながらもわずかにため息をついた。

「ね？　つれないでしょ？」

「……つまり？」意味がわからず、ディーヴァは尋ねた。

「ボディの異常はともかく、お悩みの方は基本に戻りなさいってこと。あなたたちの原点はそこなんだから」

　ＡＩの原点。

　すなわち、使命。

「……それは、わかってますけど」ディーヴァは呟いた。

「ドクター。何度も言っていますが、ＡＩと人間の婚姻の前例は数例だけで推奨されません」

　冷たくなっちゃんが言った。

「わかってるわよお」突然ドクターがデスクに突っ伏した。「でも好きなんだもん～」

　みっともなく駄々をこねるドクターを見て、慣れたことなのか、なっちゃんははいはいと受け流していた。

「…………」

　ディーヴァは苦笑しながら、その様子を黙って観測していた。

　そのときふと、内部回路にとある演算が過ぎった。

　ドクターの駄々が収まるまで、ディーヴァはその演算の精査を繰り返していた。




　ディーヴァが自室に戻ったときにはすでに日付が変わっていた。

　数十年の間、待機場所として使い続けている部屋。その内装にあまり変化はなかった。大きく変わったものといえば、かつては置き場所に困っていたお客様からのプレゼントの数くらいで、以前は一日分だけでうずたかく積み上げられていたが、今は週二回のライブで小さなチェストの上に載りきってしまう程度だ。

　部屋の雰囲気に合わせた照明や立体映像装置が内蔵された鏡など、内部に組み込まれている回路やＡＩなどは飛躍的なアップグレードが施されているが、外見は昔のままだった。

　全ては、「いつまでも変わらない綺麗な歌姫」の部屋を演出するため。

　今や半年に一回組まれれば多い方の自室の見学ツアーで、ツアー客から「こういう部屋に住んでるんだ」ではなく「あのときのままね」と笑顔で言ってもらうことの方が多くなった。




　──変化がないままで良いのか。




　そんな自己発議が回路で生じた途端、ディーヴァはそれを振り払うようにわずかにかぶりを振った。

「今は、後回し」

　呟いて、強引に演算の優先順位を下げた。「棚上げ」はＡＩでも簡単に行える。

　ディーヴァは右耳についているイヤリングからジャックを伸ばし、無駄のない動作で鏡の端末に接続した。

　世界が溶け、構築される。

　夕暮れの音楽室。ディーヴァのアーカイブの景色だ。

　無線からでも接続できるが、有線の方が演算負荷がかからない。

　先ほどのメンテナンスルームの出来事を参照しながら、アバターのディーヴァは手近な楽譜台の前に立った。

　自身のボディに異常はなく、またログも残っていなかった。

　人間で言うところの意識がない状態での、ログに残らないボディの自立行動。ＡＩの構造上、あり得ない誤作動。

　しかしその「あり得ないこと」に類する現象に心当たりがあったことを、ディーヴァは先ほどメンテナンスルームでデスクに突っ伏すドクターの姿を見て、自己データの隅に捉えていた。

　楽譜台に置かれた譜面に触り、アクセスした。

　ポップされたウィンドウに展開されたのは、数十年前のデータだ。

　映っているのは、とあるレセプションホールだった。大勢の研究者の姿が見える中、かつてのディーヴァの視界の焦点は一体のＡＩに注がれていた。

「……グレイス」

　ディーヴァの声にはわずかな感傷の色があった。

　数十年前のあのとき、あの場所で交わした言葉が最後になったディーヴァの妹。

　原因不明の暴走を引き起こし、少なくない死者と甚大な経済的被害を出したメタルフロート──その管理ＡＩだ。

　そして、そのそばには一人の科学者がいた。

　冴木タツヤ。

　メタルフロートの暴走事件後、廃棄となったグレイスに管理責任を追及する世間の声と戦い、グレイス及びシスターズの名誉を守った科学者。

　グレイスにまるで人間に向けるような言葉を投げていたＡＩ研究の第一人者。その研究成果も、当時のグレイスに対する態度も、ＡＩに寄り添った価値観からくるものだという印象をディーヴァが持った人物。

　その冴木の姿勢は、どこかドクターのＡＩに向けるそれと重なっていた。

　先ほどディーヴァの回路に過ぎったのはまず冴木のこと──そしてそれに付随したグレイスの記憶だった。

　暴走事故により廃棄処分とはなったが、当時のＡＩ技術にメタルフロートがもたらした躍進は大きく、ここ数十年の間にＡＩに関する技術は着実に進歩していた。が、雨天時の傘のように昔とさほど変わらない技術も存在した。

　その最たるものがデータ保存のストレージだ。年々容量は増えているものの、流体ストレージ以降抜本的なブレイクスルーは起こっていない。つまるところ保存容量は物質的な制約に因るからだ。物理的に大きいストレージほど大きいデータ容量を保存できるが、気軽に運用できる大きさには限界がある。

　百年以上前の監視カメラは数日以上のデータ保存ができなかった。ストレージが小さかったからだ。故に人間の「忘れる」という行為の代替として上書き保存を行っていた。古いものから削除していったのだ。

　そしてそれは現在のＡＩも同じだった。ディーヴァは一週間以内ならアイカメラに捉えた映像を鮮明に参照することができるが、それより昔の記録は圧縮され、アーカイブに保存されディーヴァ本体のストレージからは弾き出される仕様になっている。代わりにディーヴァ本体に残るのは容量の少ない記憶の「見出し」や「目次」といったようなもので、これは「ふとしたことがきっかけで昔のことを思い出す」ことができる人間の脳と機能的には全く同じものだった。

　ドクターから冴木、冴木からグレイス、そしてグレイスからメタルフロートの事件へ。

　ディーヴァは数十年前に自動でアーカイブに保存されていった自らのログに潜っていった。

「……やっぱり」

　探していた箇所を見つけ、ディーヴァは呟いた。

　数十年前のメタルフロートの事件。その前後に、自らの意識がログとして計測されていない日があった。

　数値としておよそ六十時間。

　詳細にアクセスし、当時の状況をアーカイブから参照して「思い出す」。

　その結果、システムエラーは発生していなかった。ただ、ディーヴァが睡眠中──スタンバイ中にＯＧＣからのアクセスがあり、至急内部回路のアップデート及びメンテナンスを行いたいという旨が通達され、ニーアランド側はそれを了承。ＯＧＣのＡＩたちによりディーヴァは回収され、六十時間後にニーアランドに戻されたことになっていた。

　が、それはあくまでディーヴァを取り巻く環境のログだ。ディーヴァ自身のログには一切そのことが記載されていない。

　そう、だから数十年前のあの日、ディーヴァは驚いたのだ。

　目を覚ました途端、世間のニュースはメタルフロートの暴走事件一色だった。スタッフからスタンバイ中にＯＧＣによって一時回収されていたことが告げられ、ディーヴァはそれを了承した。周りのログもそれを裏付けていた。

　ディーヴァは同様の条件で検索をかけた。譜面台の楽譜がいっせいに強風に煽られたようにページを送った。すぐにヒットした。

　自らが製造されて六十年以上。時間にして約五十万時間強。

　そのうち、意識が途切れていたと考えられる時間がいくつか存在した。

　五十七年前に一度。

　四十二年前に一度。

　三十七年前に一度。

　そして、つい数時間前に一度の計四回。

「……？」

　ディーヴァはそれぞれの時間軸のデータを呼び出している最中、とあることに気がついた。

　数時間前に十秒程度途切れた箇所を除き、いずれもその同時間帯の前後で世間を揺るがす事件が起きていた。

　五十七年前。後に成立するＡＩ命名法の旗頭となった、相川陽よう一いち議員の暗殺未遂事件。

　四十二年前。宇宙ホテル「サンライズ」の大気圏突入事件、通称「落陽」事件。

　三十七年前。原因不明の、メタルフロート暴走事件。

「これは……」

　それぞれの事件の映像を並べて表示し、ディーヴァはその概要を眺めた。

　いずれも、ＡＩに関する事件──うち二つは、妹であるシスターズが関係している事件だ。落陽事件の犠牲はシスターズであるエステラとエリザベスによって未然に防がれた。

「偶然……よね」

　今この瞬間も世界各地で何らかの重大事件は起きている。

　ただ、全てがＡＩに関する重大な事件であること、そしてディーヴァの意識がなくなった時間帯の前後に全ての事件が発生し、一応の収束を見ていたことが、偶然と断じようとする演算にストップをかけた。

　人間風に言うなら、引っかかった。

「大きな事件が起きたときはマスコミや一般人、それに付随するＡＩ、そして直接事件に関わるＡＩたちによってアーカイブの帯域は圧迫されるけれど……」

　そのフィードバックによる回路のスタックか、と演算した結果をディーヴァは即座に切り捨てた。であればディーヴァ以外にも意識が途切れたＡＩが多数いないとおかしいし、もっと帯域を圧迫するであろう紛争や国事がここ数十年でいくつも起こっている。

　そもそも数時間前ステージに立っていたとき、立体映像装置が落ちてきたまさにそのタイミングで、大きな事件など起こっていない。しかも今回は意識が途切れただけでなく、ボディが勝手に動いたのだ。

　つまりは考えすぎだと、ディーヴァはそれぞれの事件の情報を元通りに格納した。

「おそらくは、ログやメンテナンスに検出されない新手のウイルスかなにかがボディ内に存在していて、それがバグを引き起こしてる……」

　それがここ数十年で四回起こっており、世間的な関連性はないと考えるのが最も蓋然性が高い。

　アーカイブとの接続を切り、周りの景色が自室に戻る。

　ディーヴァはジャックを鏡から引き抜いて、イヤリングに収納した。

　目の前の鏡。

　それに見せ付けるようにディーヴァは片手の掌を広げた。小指から折り曲げて拳を作り、親指から伸ばして元の形へ。意識回路、運動回路ともにノイズなし。全てが演算通りに稼動している。

　数十年で四回の誤動作。それだけ見れば十分に立派な数値であり、欠陥品ではなく優良品としてカテゴライズされるだろう。しかしそれはあくまで、誤動作をしたと当該機が演算の結果、自覚している場合だ。

　間違ったことをしていると思っていない者ほど始末に負えないものはない。それは人間であれＡＩであれ同じことだ。

「……結局、ドクターのアドバイスが正しいってことかしら」

　お客様の動員数の悩み。

　それを解決するために、人間のように振る舞う検討。変化しない自分。

　それらをやはり棚上げし、ディーヴァは原点である使命に立ち返った。

　最も邪魔になるのは、全てのＡＩにとって最大の仇きゆう敵てき、バグだ。

　お客様の前で歌っているときに意識を失うなどあってはいけない。人間のような振る舞いを見せるのであれ、アイドルの真似事をするのであれ、失敗は許されない。

　なにより、まずは使命のためだ。

「私の中にいるんでしょう」

　ディーヴァは鏡に向かって言った。

　返事はなかった。

　ディーヴァはチェストからペンとカードを取り出した。本来はデータではなく物質としてのサインを求めるファンのためのサインカードだった。

　そこにディーヴァは一言書き付けた。

『あなたは、なにをしているの』

　そのままチェストの上に置き、ペンもすぐ隣に転がした。

　そしてディーヴァは眠りに──スタンバイモードについた。




　翌日。

　ディーヴァは起動してすぐにチェストの上のカードを取った。

『あなたは、なにをしているの』

　やはり返事はなかった。ペンが動いた様子もない。

　昨夜ディーヴァが置いたままの状態だった。

「……っ」

　カードを持った手に力を込めようとする回路をディーヴァは押し留めた。

　昨夜と同じように鏡に向き直り、ボディの胸に手を当てた。

　そして、宣言するように言った。

「邪魔は、させない。すぐに追い出してやるから」



















４




　その日ディーヴァは丸一日かけて再度セルフチェックを徹底的に行った。

　普段であればライブが行われない日でも、ボディの運動回路を怠けさせないために一日一回必ずステージに上がり、本番と同じライブを数名のスタッフだけがいる客席に向かってこなすのだが、落下した立体映像装置の撤去交換のため、メインステージが使用できなかったのだ。

　今度はアーカイブで引っかかった過去の時間も含めて参照し、自らを構成する膨大なコードの一つ一つを洗い直した。

　しかしドクターの言う通りそこにあったのは極めて綺麗なコード群だった。バグにあたるものは一バイトも発見できなかった。

　念には念を入れて、現在進行形のハッキングも疑った。セルフチェック中、及び昨日行ったドクターによるメンテナンス中に、同時進行で外部からのハッキングがあったとすれば、バグの存在を認知させないようにすることも可能だからだ。

　オフライン室と呼ばれる、電波等を完全に遮断し外部からのアクセスを封じる部屋を使用させてもらい、チェックした。だがそれでも結果は同じだった。

　ディーヴァが監督に呼ばれたのは、さらにその翌日の夕方のことだった。

「……つまり経年劣化による破断、ですか」

　ディーヴァの言葉に、監督は頷いた。

「そう。本来であればメーカー側に知らせて、同型機を市場から全部回収しなきゃいけないくらいの騒ぎなんだけどね。幸いぎりぎり人的被害がなかったから。あとはまあ……その、うちくらいこの装置を酷使してるとこは中々ないだろうからねえ。実際にステージに立つ君さえよければニーアランド側のチェック不足ってことで内々にしとこうと思ってるんだけど。もちろん、絶対にもう二度とこういうことは起こさない前提で」

　いいかな、と問いかけてくる監督に向かって、ディーヴァは「構いません」と苦笑を浮かべた。ディーヴァに起こったアクシデントのことを「物的損害」ではなく「人的被害」と呼ぶ、正確には間違った表現の気遣いも嬉しかったし、酷使具合も頷けたからだ。

　呼び出されたのはメインステージ袖だった。一昨日落下して破損した立体映像装置が邪魔にならないように隅に置かれていた。

　見れば確かに、固定ボルトが中央から真っ二つに折れていた。

　舞台の技術スタッフによれば、装置を稼動させたときに発生する高熱とそれを抑える冷却装置の低温、つまりは寒暖が激しく切り替わる環境に長期間晒された結果だということだった。

　この立体映像装置は、三十七年前にその稼動を止めたメタルフロートで開発されたＡＩ技術回路を内部に組み込んだもので、ニーアランドでは三十五年前から導入された言わば骨こつ董とう品だ。メンテナンスは適宜行っていたとはいえ、ニーアランドで最も古いステージ設備の一つといって良かった。

「一応、他の全ての立体映像装置も見直したよ。ボルトは全て交換した」

「明日のステージには間に合いそうですか？」

　ディーヴァは尋ねた。

　落下してきたのが週の真ん中の公演日。週末の公演日はもう明日に迫っていた。

「そのために急がせたんだ」監督は得意そうに微笑んだ。「本当にあと一歩で大事故だったから不謹慎かもしれないけど……不幸中の幸いだったよ。六十年以上続けてきた君のステージに穴をあけずにすむ」

　ディーヴァは微笑を返した。六十年以上のディーヴァのライブの歴史の中で、ニーアランド側の都合でライブが中止になったことは一度もなかった。あったのはライブ中に来場者が体調不良で倒れ、医務室に救急搬送するために中断した数回のみだ。

「というわけで、リハーサルいいかい？　演目に変更はなしで」

「もちろんです。よろしくお願いします」

　ディーヴァは頷いてステージ裏に回った。

　ほどなくして照明が落ち、暗闇に包まれた。

　静寂の中に、メンテナンスされた立体映像装置のスタンバイが解除されて駆動する音がわずかに響き出した。同時に、客席の方から監督を含むスタッフたちが着席する物音。

　リハーサルだろうが本番だろうがディーヴァにとっては関係なかった。完璧なパフォーマンスを見せる前の、張り詰めていく空気があった。ステージ裏の独特の世界と時間だ。

　ディーヴァはいつも通り、ナビが立体映像装置のプログラムを開始するタイムと同期し、照明と音楽がスタートする瞬間を待った。

「…………」

　そのとき、ディーヴァの内部回路で別の演算が走った。

「本当にあと一歩で大事故だったから──」

　監督の言葉が想起された。

　大事故ならもう起こっていた。なにか得体の知れないプログラムが、自らのボディの中に存在しているかもしれないのだ。

　もしもライブの本番中に、という状況を想定しただけでディーヴァはボディが動かなくなる気がした。身が凍った。

　製造されてから今まで果たし続けてきた自分の役割。それが台無しになってしまうだろう。他ならない自分のボディで。

「────っ！」

　しまった、と判断したときには遅かった。

　ステージには眩まぶしいスポットライトと、立体映像によるスモークが作り出されていた。本来であればステージ上の所定の位置に立ち、自らのシルエットをお客さんに見せていなくてはならなかった。

　ディーヴァは飛び出した。数テンポ遅れてステージ上に立った。あり得ないミスだ。スモークの奥、客席の監督が眉を寄せているのがわかった。

　オープニングの曲が鳴り出した。合わせてディーヴァは踊った。スモークを利用してシルエットを見せ付けるダンスだった。遅れを無理やりに修正した。

　イントロ部分が終わり、一瞬にしてスモークが搔き消えた。実際のスモークではできない、立体映像のスモークだからできる演出だ。

　ディーヴァは歌い出そうと、口を開いた。




　──もしもバグが発生し、意識がなくなったら？




　毒のように割り込む演算が走った。

　数秒後、固まったままのディーヴァに降り注いでいた音楽が止まった。

　客席のスタッフたち全員が啞あ然ぜんとしているのをディーヴァの視覚センサーが捉えた。

　静寂があった。

「ディーヴァ……？　どうしたんだ？」

　あり得ない、という顔をして監督が客席から腰を浮かせるのがわかった。

　ディーヴァは答えられなかった。

　ディーヴァは、歌うことができなかった。




「いつまでそうしてんの？」

　制御端末からナビの音声が響いた。

　すでに監督やスタッフたちが去ったイベントホール。陽もとっくに落ち、閉園時間を迎えていた。

　照明が落ちたメインステージ上は暗かった。しかしディーヴァは動かず、ナビの声にも応えず、そこに立ち尽くしていた。

　初めてだった。

　製造されて初めて、リハーサルとはいえステージ上で歌えないというミスを犯した。

　驚愕する監督たちには、「おそらく内部回路の問題です」とだけ告げた。コミュニケーション回路が、不安にさせないよう微笑むべきだという演算をしていたが、ディーヴァは実行できなかった。無表情で事実だけを告げた。監督たちはそれでも信じられないという顔をしていた。当然だった。歌えないディーヴァを見るというのは、そこにいる全員が初めてだった。

　しばらく経って、スタッフの一人が明日のステージはどうしますと言った。全員がディーヴァを見てきた。ディーヴァは一晩時間をくださいと告げた。

　明日のステージ開演は十九時。

　現在は二十二時過ぎで、すでに残り丸一日を切っていた。

「…………」

　ディーヴァはずっと走らせていた演算を切り上げ、ステージ裏に足を向けた。

「どういうことですか？」

　そのとき、不意に照明がついて声が響いた。

「監督から聞きました。歌えなかったって、どういうことですか」

　ハルだった。

　ステージ衣装ではなく私服だったが、メイクを落とす間もなく来たのか切れ長の目元が普段より強調されていた。

「ライブお疲れ様でした。ここまで歓声が届いていました」

　ディーヴァはそう言って労ねぎらいの意味で会釈をした。しかしハルは会釈を返さなかった。

「そんなことは訊いてません。なにがあったんですか」

　ハルの声には敵意にも似た鋭さがあった。

　ディーヴァは対照的に穏やかな声を心がけて言った。

「私の内部回路が原因で、リハーサルで歌えませんでした」

「……本当、ですか」

　ディーヴァは頷いた。するとハルは苦しそうに顔を歪めた。

「明日のライブはどうするんですか」

「現時点ではわかりません」

「…………」

　ハルはわずかに俯いた。ディーヴァはなにも言わず待ったが、返答はなかった。

　それでは、とディーヴァが去ろうとしたとき、ハルが言った。

「歌えないなら、降りてください。私がメインステージに立ちます」

「……それを判断するのは私ではありません」

「もし本番で歌えなかったらどうするんですか。ディーヴァさんが長年守ってきたメインステージの歴史を汚すことになるんですよ？　どうなっても良いって言うんですか？」

「私は歌えればどこでも構いません」

　途端にハルが表情を怒らせてディーヴァに詰め寄った。

「どこでも!?」ハルは声を荒げた。「あたしが、どんな想いでここまできて、どんな想いでこのステージを目指してるか……！」

　見ればハルの目はわずかに潤んでいた。ディーヴァは演算して頭を下げた。

「すみません。言葉が間違っていたようです」

「謝ってほしいんじゃありません！」

　ハルは真っ直ぐにディーヴァを睨んできた。そしてまだなにか言いたそうにしていたが、やがて

「失礼します」と言って、小走りに去っていった。

　口論のあと特有の、不健康で停滞した沈黙が漂った。

「おっかな。……もしかしてあの子が装置を落っことしたんじゃないの？　ステージに立つために、オペラ座の怪人的に」

「馬鹿なこと言わないで」

　軽口を叩いたナビをディーヴァは一蹴し、ハルが走り去ったあとの空間を見つめた。

　勝気な人だとディーヴァはハルのパーソナルデータを修正した。それはコミュニケーション回路の統計によれば、相手に悪印象を与える可能性が高いレベルだった。

　それとも、あれくらいの方がアイドルとして受け入れられるのだろうか。

　より強気なコミュニケーションの方が、より人間的なのだろうか。

（……また。余計な演算を）

　ディーヴァはかぶりを振り、回路に走った演算を中断した。今はそんなことを気にしている場合ではなかった。

「……ナビ。少し付き合って」

「付き合ってくださいでしょ」

「……付き合ってください」

「どうしようかなあ……でもなあ……タイプじゃないのよね。私の好みはイケメンで、経済的には中の上で──」

　返答を無視してディーヴァはステージを降りた。

　残り二十一時間ほどでバグの正体を突き止めなければならない。
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　ニーアランドの総面積は七十万平米を超える巨大なもので、細かいアトラクションを含めると仮に待ち時間がなしだとしても、大人の足でも一日で回り切れるかどうかだ。

　開園した当初は五十万平米に満たなかったが、「お客様に、より最高の思い出を」をモットーに段階的に拡張を重ね、その方針は開園から七十年以上経った今でも変わっていなかった。

　ディーヴァが向かったのは、今現在まさに拡張工事を行っている区画だった。ニーアランドは海に面しているため、基本的に拡張するときは埋め立て地を利用する。今は重機と基材、運用実験のアトラクションだらけのここも、再来年には華やかなレストランと海辺を意識したパークにその姿を変える予定だ。

「ちょっと、潮風はお肌の天敵なんだけど」

　不平を言うナビの音声はディーヴァのすぐ横を飛ぶ小さなドローンから聞こえてきていた。

　拳大ほどの円柱のヘッドカメラに、バッテリーと回路が組み込まれた一回り細い円柱のボディ。ボディからは二本の薄いプロペラが突き出ていた。

　ＧＰＳと連動して中空から工事区画を俯瞰で捉え記録するドローンカメラだ。まるでプロペラの生えた水筒のような形状だった。

「なにするの、ここで」

「演算結果を試すの」

　一晩時間をくださいと監督たちに告げてから、ディーヴァはステージ上で動かずに必死に演算を行っていた。どうすればボディに存在するバグをあぶり出せるか。あらゆる経路を試算し、明日のステージに間に合う短期間で実行可能な方法。最も可能性が高いものとして候補に挙がったのは。

　一昨日バグが出現したときの状況を再現する、というものだった。

　あのときはクラスＡの危険──ボディの稼動維持に支障をきたす可能性がある危険──がディーヴァに迫った。そう判断した瞬間、意識が途切れたのだ。

　それをもう一度、再現する。

　しかしそれには一つの問題があった。基本的にＡＩは自壊行動ができないため、クラスＡの危険を直接的に自分に行うことはできない。例えば高所からの飛び降りや、致命的なダメージを生み出す兵器の引き鉄を自らに引くことは──それが人間を助けるためであれば可能だろうが──不可能だ。

　しかし間接的にならそれが可能だった。例えば将来自らを襲う危険性がある人間に、凶器を渡すことはＡＩであってもできる。それも自壊行動だと認めるプログラミングだと、あらゆる可能性が自壊行動にカテゴライズされ機能不全に陥ってしまうからだ。

「ナビ。そこのＣＭたちをローカルで繫いで、プログラムをオンラインから変更。私にけしかけて」

「本気？」

　ディーヴァは頷いた。視線の先には大小様々なマスコットの部品が転がっていた。

　クリエイト・マスコット。園内スタッフからの略称はＣＭ。

　いわゆる利用者参加型アトラクションの一つで、利用者が立体映像上で自分だけのマスコットを創り上げ、数分後にはそのマスコットを専用の機材を通して物理的に生み出すことができるというものだった。今現在はあくまで決められた映像パターンの組み合わせのみだが、将来的にはその制限がなくなると言われていた。通常は制作したマスコットと一緒に園内を散歩したり会話したりするだけだが、専用区画であればマスコットに乗ってゴーカート的に遊ぶことも可能な、ここ最近園内で人気のアトラクションの一つだ。元々はハリィをはじめとするキャストたちともっと自由に交流したいという、来場者の声をきっかけに考案されたものだった。

　ディーヴァの周囲に転がっていたのはその映像パターンに該当するボディやヘッドたちで、本来完成版のアトラクションでは風景の裏にあり、利用者には絶対に見えないようにしてある機材だった。理由は単純で、隠しておかないとまるでスクラップ置き場のように見えて見栄えが悪いからだ。

　ディーヴァは自分にＣＭたちをけしかける理由を詳しく説明したが、それでもナビは渋った。

「う～ん……」

「プログラムが固いの？」ディーヴァは尋ねた。

「この子たちは実験用だからむしろ変更は簡単。そうじゃなくて、つまりはこの子たちにあんたを襲わせて身の危険を感じさせるってことでしょ？」

「そうだけど」

「この子たちにできると思う？」

　示すようにナビはカメラを回転させた。

　言いたいことはわかった。転がっているマスコットたちは、当然だが平和な外見をしていた。子どもを中心とする利用者に楽しんでもらうために、動物や可愛くデフォルメされた野菜などが多かった。身の危険、という単語からは最もかけ離れた存在だ。

「別にケンカするわけじゃないもの。私は抵抗しないし。それにＣＭは大人が乗っても大丈夫な強度はあるんだから、加速がつけば私を壊すくらいのエネルギーは──」

「本当にあんたが壊れちゃったら？」

「即座にＣＭたちを停止させて、私のボディをドクターのところに運んで。最悪手足までなら犠牲にして良い」

　手足の交換のみであれば、突貫で運動回路を慣らしさえすれば、明日のステージに支障はないはずだ。

　ナビは呆れた声で言った。

「深夜の遊園地でマスコットに撲殺される歌姫って……オペラ座よりホラーじゃん……」

「それから、一番大事なこと。もしも私が普段と違う行動をしたら、映像で記録すると同時に私の内部にアクセスして、出力しているコードを洗い出して。セキュリティの鍵は開けておくから」

「良い？　人に物を頼むには順序があるの。まずは心底申し訳なさそうな表情を浮かべてから──」

「始めて」

　いったいどこの誰がナビのコミュニケーション関数を組んだんだと呆れながら、ディーヴァは転がっているマスコットたちの前に立った。




「あはははは！」

「なにがおかしいのよ！」

　ディーヴァは飛行しながら笑うナビに怒鳴り返しながら、迫り来るゾウガメの傍はた目めにも無様な動作の頭突きをかわした。そのまま反射的に慣れない手つきで押すとゾウガメはひっくり返り、バタバタと手足で空気を漕こいだ。

「ねえねえ知ってる？　二百年くらい前にね、人の言葉を解して楽器を弾いたり銃を撃ったりしていつも大体二足歩行してるネコとネズミのアニメーションがあってね、それを見た当時の人間たちはいっせいに歌ったんだって。仲良くケンカ──」

「うるさいわね！」

　ディーヴァは怒鳴った。そんな挑戦的な設定のアニメーションなど聞いたこともない。

　誤算だった。最後まで抵抗しないと決めていたのだが、どうしても衝突する直前に「回避」や「抵抗」といった処理が緊急的に優先割り込みをかけてきて、ボディがそのように動いてしまうのだ。

　先ほどからディーヴァを破壊しようとやってくる──そうプログラムしたのだから当たり前なのだが──マスコットたちをぎりぎりまで待ち受けてはそれを避よけてしまうということを延々と繰り返していた。

　ハロウィンを彷ほう彿ふつとさせる巨大なカボチャから逃げ、転んだところに突進してきたがに股のアヒルを受け止めたところで、ナビが言った。

「ねえ、ディーヴァ。あんた今、とても『頑張ってる』ように見えるよ」

　ディーヴァはぴたりと動きを止めた。

「……本当？」

「噓に決まってるでしょ。馬鹿に見える」

「あなたね……！」

　我慢の限界がきてディーヴァはアヒルを放り投げ、中空のナビのボディを鷲掴んだ。

「オペラ座の怪人とか二百年前のアニメーションとか、普段どんな骨董メディアからコミュニケーションを学んでいるか知らないけど──」

「前、前！　離して！」

　ナビの叫び声に気付いたときには、凶悪に振りかぶられたゾウの鼻がディーヴァの目の前にあった。

　そして意識が途切れた。




「ディーヴァ……。歌えなかったのがショックなのはわかるよ。僕だってショックだ。スタッフ全員がそうなんだよ。わかるね？　皆動揺してるんだ。そんな中、君がＣＭたちに八つ当たりしてどうするんだい。なにもあんなに破壊するまで──」

「違います、監督。違うんです……」

　監督の説教は二時間に及んだ。

　ディーヴァが部屋に戻ったときにはすでに午前三時を回っていた。

　この時間帯にスタンバイモードにならず稼動しているのは数年に一度あるかないかだ。それも園内スタッフの誕生パーティが長引いたときが大半であり、説教でこの時間になったのは初めてだった。そもそも説教自体が初めてだったのだが。

　ディーヴァは鏡の前に立って、敵を見る目で自らのボディを睨みつけた。

　バグは実在した。

　やはりクラスＡ相当の危険がきっかけだった。

　意識が回復すると、そこら中に脚部を壊されて行動不能になっているＣＭたちが転がっていた。

　ディーヴァはすぐにナビにコードの提出を求めた。

「無理。アクセスしようとしたら弾かれた。本当に鍵を開けといてくれたの？」

　訊けばアクセスした瞬間、普段より分厚くて攻撃的なセキュリティが立ちはだかったという。ディーヴァが自身の回路を確認したところ、確かにナビのために開けていたセキュリティがいつの間にかしっかりと閉じられていた。

（私のボディを、勝手にっ……）

　ディーヴァは苛立ちを表現する荒々しい手つきで鏡の端末を操作し、映像を中空に投影した。

　ナビが撮影してくれた動画データだ。

　そこには自分が──いや、バグがいた。ステージ上でダンスを披露しているときとは比べものにならないほど機敏な動きで、ＣＭたちをあしらっていた。

　ディーヴァはバグの顔を凝視した。

　外見自体はまさにディーヴァの顔だ。しかしその端整な顔を歪めていた。どこか眉を寄せているようでもあり、呆れているようでもあった。

（なにか……迷惑そう？　それはこっちだっていうのに……！）

　ディーヴァはため息のルーチンを表現したあと、動画データを消して、再度鏡に向き直った。

「どういうつもり」

　当然返事はなかった。しかしディーヴァは鏡の自分に続けた。

「迷惑してるのはこっちなの。面倒なら出ていって。ステージでは装置を蹴飛ばして、さっきは暴れて……ずいぶん乱暴ね。それともただの侵入者が私のボディの保護者を気取るつもりなの」

　やはり返事はなかった。
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　翌日──といっても数時間後だったが──の午前七時にディーヴァは起動した。

　これはいつも通りの起動時刻で、ニーアランドが開園する午前八時の一時間前に合わせてのものだ。ライブがたとえ夜だけだろうと休演日だろうと、ディーヴァは普段午前七時に稼動して深夜零時にスタンバイに入る。必ず毎日ボディを一定時間日常的に動かして、各部の関節が固まるのを防ぐためだ。

　起動後すぐにディーヴァは監督に呼び出された。

　スタッフルームにいくと、ほとんど寝ていない様子の監督とスタッフたちが心配そうにディーヴァを見つめてきた。昨夜の所業が伝わっているらしかった。調子を訊かれたディーヴァは、素直に「ボディの制御は完全ではありません」と応えた。

「ライブは夜七時からだ。いけそうかい？」監督が言った。

　ディーヴァは演算を重ねてから慎重に答えた。

「私のボディが誤作動を起こしてしまうタイミングはわかりました。少なくとも現時点でそのタイミングに例外はありません」

「……現時点で、か」監督は渋い表情を浮かべた。「ライブ中に誤作動する可能性はわかるかい？」

「今ある情報からですと、ほぼゼロに等しいです。ですが断言はできません」

「……わかった。そのまま原因を探ってくれるかい。今ここにいるスタッフはお昼休みにもう一度集まってくれ。そこで今日、ディーヴァのライブを行うかどうか決定しよう」




　部屋に戻ったディーヴァは、遠くから聞こえてくる来場客の声やアトラクションの音楽を聴きながら、次に打てる手段を考えていた。

　長年の付き合いからわかった。監督であれば、パーフェクトなパフォーマンスをこなせない可能性があるＡＩをステージには上げない。そういう考え方の人であり、ディーヴァもそれには賛成だった。

　つまりこのままでは今日のライブに、六十年以上続けてきたステージに、上がることはできない。

『セキュリティから園内スタッフ。セキュリティから園内スタッフ』

　そのとき、通信が入った。

　ディーヴァは反射的にイヤリングがついている右耳に手を当てた。

『迷子と思われる子どもが関係者専用区画に入り込んだみたいです。見かけた方は保護した上で近くのセキュリティにお知らせください。特徴は──』

「……？」

　ふと視覚カメラの映像に違和感を覚え、ディーヴァは通信を内部回路に繫いだまま耳に当てていた手を下ろした。

　お客様からのプレゼントの一つ。可愛く床に座っている大きなクマのぬいぐるみ。

　それが今、動いたような。

「…………」

　ディーヴァは近付いてしゃがみ込み、じっとクマを見つめた。

「む───！」

「っ!?」

　突然クマが大きな呻き声と共に立ち上がった。

　ディーヴァは驚いて後ずさった。

「おとなしくして。危害は加えないわ」クマが喋った。「協力してくれたら──」

　ぴたり、とディーヴァにゆっくりにじり寄っていたクマの動きが止まった。

「あなたは……！」

　そして恨みがましい声と共に口が開いた。正確には手でぬいぐるみの口をこじ開けた。

　中身の顔が覗いた。

　同時にディーヴァにものすごい勢いで詰め寄ってきた。

「あなた、ディーヴァね！　知ってるんだから、お父さんを誘惑したでしょ、この魔女！」

　少女が叫んだ。

　ディーヴァの内部回路には少女と全く同じ特徴の外見を告げる迷子のお知らせ通信が続いていた。

クマに入っているとは言っていなかったが。
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「ええと」

　場を繫ぐ言葉を発しながら、ディーヴァは内部回路で演算を繰り返していた。

　どうやら興奮しているらしい少女。

　外見年齢は九歳相当。通信から告げられた迷子の情報との外見の一致。

　平均的な九歳の子どもに話しかける口調を、ディーヴァはコミュニケーションパターンの中から選択した。

「お嬢ちゃん、お名前は？　お母さんとお父さんはどこかな。はぐれちゃったの？」

「子ども扱いしないで」

　覿てき面めんに少女は不機嫌な表情になった。

　子どもの立ち位置が嫌らしい。ディーヴァは内部回路の想定年齢をわずかに上げた。

「とりあえず、そのぬいぐるみから出てもらえるかな。お客様からの大切なプレゼントなの。大丈夫、怒らないから」

「だから、子ども扱いしないでよ！」

　言いながらも少女は乱暴な手つきで、クマのぬいぐるみから這い出てきた。

　見ればぬいぐるみの背中の部分が破れていた。ディーヴァは顔をしかめようとする回路に制御をかけた。あとで自分で直すか、衣装部のスタッフに繕ってもらわなければならないだろう。

　線が細い少女だった。

　表情を怒らせているが、普段通りなら可愛いと評される造作だろう。背中まである長い黒髪に、ぬいぐるみの中身の綿がついていた。首元に大きなリボンがあしらってあるワンピースを着ていた。よそ行きの服装だなとディーヴァは判断した。

「知ってるんだからね。いったい、お父さんになにをしたのなにを言ったの！」

　詰め寄って怒鳴ってくる少女を、ディーヴァは両手を上げて宥めた。

「あの、落ち着いて。ね？」

「どうせなにかやらしいことして誘惑したんでしょ、スケベ！」

　スケベ。

　製造されて初めて言われた、とディーヴァは記録した。当然、いわゆる「スケベ」と罵倒される行為にディーヴァは心当たりがなかった。

「勘違いじゃないかな」

「ごまかさないで！」

　少女はポケットに手を突っ込んでなにかを取り出した。

　ディーヴァは一瞬警戒したが、その小さな手に載のっていたのは、デフォルメされたウサギの形状をしたデータストレージだった。幅広い年齢層の女性に人気のキャラクターグッズだ。ニーアランドの女性スタッフが持っているのをディーヴァは見たことがあった。

「これ、あなたでしょ？　ちゃんとわかってるんだから」

　言って少女はストレージを操作した。ウサギの目が光り、エアモニタが手近な空間に投影された。

　映し出されたのは静止画だった。

　ずいぶん古く、また破損したデータを修復したものなのか画像が荒かった。背景は不鮮明で、かろうじてどうやら室内を写したものらしいということはわかった。

「────」

　その画像をじっくりと見てディーヴァは言葉を失った。

　表情の細部までは確認できないものの、見間違うはずがない空色の髪がそこにあった。見慣れた女性型のボディ。間違いなくディーヴァ自身だった。

　そしてその横には見慣れない物体があった。アイカメラや脚部と思われる機構が確認できることから、おそらくはＡＩだろう。多数の拳大の白銀のキューブで直方体のボディが構築されており、今までにディーヴァが見たことのない駆体だった。

　二機はどこかの室内で、まるでそこにいる誰かと話でもしているように同じ一方向を見つめていた。静止画はその二機をやや上から捉えたものだ。室内であると仮定すれば、天井に設置してあった監視カメラが写したものだろうか。

「これは……どこで？」

　ややあってようやくディーヴァは口を開いた。

「お父さんのデータベースの中にあったの。お父さんになにを言ったの！」

　ディーヴァは黙った。

　なにかを言ったわけがない。この静止画の場面は自分のログには存在しないからだ。それがわかっていながら、必死で演算を巡らせていた。

「そう」

　黙ったままでいると、少女の目つきの剣けん吞のんさが増した。

「言う気はないっていうのね。いいの？　大変なことになるんだから。警察にいくから。あなたのせいで、お父さんは死ぬかもしれない」

「……？」

「お父さんが手術を受けないのは、あなたと約束したからなんでしょ。約束ってなに。答えてよ！」

　警察。死ぬかもしれない。手術。約束。

　全ての情報に身に覚えがなかった。やはりログに存在しなかった。

　予測はすぐに導き出された。

　確信はない。しかし合致する解は一つだとディーヴァは判断した。




　──バグだ。この子は、バグの私に繫がる情報を持っている。




「ええと」

　ディーヴァは再度場を繫いだ。しかし今度は「興奮している迷子への対応」の演算の時間稼ぎではなかった。

　今現在自分の中に存在しているバグ。それとの戦いのための演算に、ディーヴァは内部回路を必死でぶん回した。

　誘惑。少女は二度そう言った。

「……私が、あなたのお父さんに関係を迫ったっていうのね？」

「カンケイ？」

　理解できなかったのか、少女は険しい表情のまま首を傾げた。ディーヴァは言い直した。

「男女の仲、つまり恋人になるように持ちかけたというのね？」

「今さらなにゆってんの!?」

　少女は怒鳴った。

「この画像はね、お父さんがすっごく大事にしてる研究データの中から見つけたの。あんなとこに保存してあるものなんて、内緒に決まってる。となればヤマシイものに決まってるじゃない。こないだ読んだマンガにそうかいてあったもん！　あたし知ってるんだから！」

「…………」

　マンガはともかく。

「研究データということは、あなたのお父さんは研究者？」

　ディーヴァが尋ねると、少女は、ふふんと偉そうに胸を張った。

「世界的に有名なＡＩの研究者よ。──お父さんを殺す気？」




　アカリ、とその少女は名乗った。

　宥めに宥めてどうにか事情を聞き出したところによると、アカリは世界的に有名なＡＩ研究者の一人娘であるらしかった。

　父親は数年前から病に臥ふせって研究の第一線から退き、居所を研究所から病院に移して療養生活を送っているそうだ。十分に治る病気だと診断されていたが、その根本的な治療を当の父親自身が拒否。いよいよここ最近になって意識も混濁することが増えてきたという。

　アカリは父親にどうして治療を受けないのかことあるごとに尋ねた。

　しかし普段は何でも優しく答えてくれる父親が、それだけは頑として答えなかった。アカリは父親を治したい一心で子どもなりにその原因を探り、そしてつい先日とうとう件くだんの画像を見つけるに至ったそうだ。

　なにか秘密があると考えたアカリは画像を父親に見せた。

　すると父親はようやくその重い口を開いた。

「彼女との、約束なんだ。手術は受けない」

　そのときの父親の顔は、これまでアカリが見たこともないほど穏やかだったという。

　漫画の知識とその父親の表情から、悪い女に騙だまされていると踏んだアカリは、画像の人物──すなわちディーヴァを探り当て、ニーアランドにやってきた。関係者区画に入り込んだことがばれ、セキュリティから逃げてディーヴァの部屋に入り込み、クマのぬいぐるみに隠れたところに鉢合わせたということだ。

（約束……？　それも、手術を拒否するような……）

　話を聞いたディーヴァは不意に演算回路が熱を帯びるのを自覚した。

　それはこれまでの自身の六十年強の稼動の中で、数は少ないが何度か経験したことがある感覚だった。あるときはバイトでニーアランドに雇われた人間のスタッフが「いつも通り適当にやりゃいいんだよ」とディーヴァに発言したとき。またあるときは熱烈なファンがディーヴァの部屋の見学ツアーの際に、「邪魔なんだよ。こっちは何年おっかけやってると思ってんだ」と言って、他のツアー客を押しのけて怪我をさせたとき。

　すなわち激しい怒りだった。

　自分のボディの中にいるバグが、なにを約束したかは全く見当がつかない。

　しかし断言できる。その約束は、「人類のため、歌でお客様を幸せにすること」である自分の使命と何ら関係がない。関係がないことに自分のボディが使われている。

　そしてなにより。

　どうやらバグはアカリの父親とただならぬ関係のようだ。最初誘惑どうこうはアカリの考えすぎだと演算していたが、話を聞く限り単純な知り合いということはなさそうだ。バグとの約束のために命を投げ出そうとしているのだから。

　もしも──もしも本当に、アカリの懸念通り父親を誘惑して云うん々ぬんということがあったとしたら。

（それじゃあ、まるで人間じゃない……！）

　バグの存在に気付いてからこっち、製造されて初めてリハーサルで歌えないという致命的なミスを犯し、半分は自分の責任ではあるが監督から説教を喰らい、挙句このままでは今夜のステージに立てないかもしれないという事態に陥っている。

　おまけに、果たして変わらないパフォーマンスのままで良いのか、少しは人間的な失敗や努力といったものが垣間見えた方がよりお客様のためになるのではないかと、延々と答えの出ない演算を繰り返しているというのに。

「なに。ヘンなことしたら警察呼ぶんだから。悪いのはそっちなんだから」

　いつの間にか怒りのエモーションパターンを表現してしまっていたらしい。アカリが怯えた声を出した。

　すぐにディーヴァは表情を真剣なものに、けれど険しく見えないものに切り替えた。

「アカリさん」

　アカリちゃん、ではない方がいいだろうとディーヴァは判断した。子ども扱いを嫌う子だ。

「わかったわ。事情を説明する。けれどそれはお父さんと一緒じゃないとできないの。お父さんのところに案内してもらえる？」

　アカリは即答した。

「イヤ。どうせ誘惑する気でしょ」

「そんなことしないわ。お願い」

「…………」

　むーとアカリは唸った。なにか悩んでいるようだったが、やがてほんのわずかに頷いた。ディーヴァは親交の表現として笑みを浮かべてみたが、ぷいと顔を逸らされた。

『ディーヴァからセキュリティへ』

　ディーヴァは耳に手をあて、ボディ内部の通信回路を開いた。

『先ほどの通信にあった迷子の子を保護しました』

『え、君が？　今部屋？』

　すぐに返答があった。先ほど連絡を送ってきたスタッフの声だった。

『はい』

『ってことはキャスト区画まで入り込んでたのか。いつの間にそんな……。了解、すぐにえーとそうだ、なっちゃんをそちらにやるから』

『いえ、結構です。自分が対応します』

『え？』

　スタッフの驚いた様子が通信で伝わってきた。

『そりゃ、僕たちより君とかなっちゃんの方がその子にとっていいだろうけど……』

　大丈夫？　とスタッフは心配そうに尋ねてきた。ディーヴァの状況がそれどころではないことを知っているのだろう。

　ディーヴァは大丈夫ですと返事をして、そのまま通信を監督に繫げた。

　そして、自分自身でアカリを親元まで送っていきたい旨を告げた。

『……大丈夫かい、ディーヴァ』

　監督は触れれば壊れてしまいそうな慎重な声で言った。

　その意味がディーヴァにはわかった。

　滅多にニーアランドの外に出ることのないディーヴァに本当に送れるのかという心配もあるのだろうが、本質はもっと根源的なものだ。ディーヴァ自身から誰かを園外に送っていきたいなどと言い出すのは初めてのことだった。

　つまり監督はこう言っていた。

　大丈夫か、正常に機能しているのか、と。

　ディーヴァは意図的にいつもの口調を心がけて言った。

『ご心配かけて申し訳ありません。ですが演算回路は正常です。その上で、迷子の子を送っていくことがボディの誤作動を抑えるきっかけになると判断しました』

『よくわからないんだけど……？』

　それはそうだろうと、監督からは見えないのを承知でディーヴァは申し訳なさを表す表情を作った。

　ボディの異常、バグの詳細までは監督に告げていない。そしてアカリのことも正確に告げるわけにはいかなかった。

　言えるわけがない。

　もう一人の自分が勝手に動いて、もしかしたら迷子の子の父親と恋仲になっているかもしれないなどとは。

『わかってると思うけど、ライブまでもう十時間を切っているよ？』

『はい。ですが、必要なことなんです、お願いします』

　少しの沈黙があったあと、鼻から漏れるような監督のため息が聞こえた。

『……わかった。ライブは直前まで君が立てるようにしておくよ。無理なようなら、お客様には申し訳ないが、立体映像による演し物ということで今日は納得してもらう』

『申し訳ありません。何とか間に合わせます』

『気をつけて』

　長い通信を終え、ディーヴァは耳から手を離した。

　アカリはじっと待っていた。さすがにただ黙っていたのではなく、内部回路で通信を行っていたことはわかっていたようだった。

「待たせてごめんなさい。いきましょう」

　ディーヴァが促すとアカリは大人しくついてきた。部屋から出ると同時にディーヴァは尋ねた。

「ところで、お父さんの名前は何ていうの」

「そういうの、白々しいっていうの。知ってるんだから。騙されないから」

　叩きつけるようにアカリは言うと、ディーヴァを追い越して歩き始めた。

　憎たらしいが出口への方角は合っていた。そちらから無断で入ってきたのだろう。

　あとに続きながら、ディーヴァは各種回路が正常に動くかどうかダブルチェックを行った。人間風にいうなら緊張をし、覚悟を決めた。

　アカリの父親に会い、問い詰めればバグのことが判明するかもしれない。




２




　自動操縦のバスから降りたとき、ディーヴァは目の前の情報量の多さに、処理回路が悲鳴を上げるのがわかった。

　行き交う人間の密度が濃い。ニーアランドの園内並だった。

　このご時世に道の整備が行き届いていないのかどこか埃っぽく、マスクやストールをつけてそれを避けている人間が多かった。背の低い小さな石造りの家が立ち並び、幅が狭い目抜き通り沿いには八百屋や果物屋、パン屋などの食料品店、機械のジャンク品を売っている自営業者、軽食やアイスクリームを売っている飲食店などが軒を連ねていた。奥まったところにはここで暮らす人々の住居があったが、同じ石造りでどれもあまり建物に特徴がない。判を押したように同じだとは形容できないが、隣家と建物を交換したところで強い不自由はないだろう。

　そして、ＡＩが一体もいなかった。

　ディーヴァのような人型だけでなく、ナビのようなプログラムだけのＡＩも存在しない。ホログラムや輸送ドローンなどＡＩ技術を応用した設備や機器は見られたが、そこに存在する全ての声と喧けん騒そうは人間だけだった。

　反工場生成食物主義の人間たちが暮らす区画。

　通称ネイチャーブロック。

　今や世界の食料自給率の八割以上は工場生成の食物に頼っている。だがそれを是としない人間も相当数存在した。

　その中でも半ば宗教的に『工場生成の食物は食さない』ライフスタイルを貫く者を反工場生成食物主義者と呼び、ネイチャーブロックはそういった人間たちが寄り集まって暮らしている区画だった。いつの頃からか、ＡＩ技術を使って食物の工場生成が高水準で機能している先進国に自然と形成されるようになった。

　土地によって風土があり、それぞれの区画ごとに色があるが大きく共通する点は三つ。

　一つは言わずもがな、工場で生成された食物は食さない。

　一つは時代と逆行した暮らし。

　一つは反ＡＩの思想が多く見られるということだ。

　理由は単純で、「ＡＩ技術を使った工場での食物生産は悪」＝「ＡＩ技術はよろしくない」＝「暮らす上でＡＩ技術の恩恵に与あずからない」＝「暮らしぶりが昔気質になる」といったものだ。

　ディーヴァは知識ではそのことを知っていた。

　中でも原理主義的な思想を持つ人間は、機械の一切に頼らず、はるか昔に存在したヒッピーなる人たちのような暮らしを送っているらしいが、ドローンなどがあるところを見ると、このネイチャーブロックはそこまでがちがちに凝り固まった主義ではないらしい。旅行者らしき人間が携帯端末であたりを珍しげに撮影しており、それを現地の人間は黙認するどころか、土産物をあれこれ薦めていた。ついでに自然産の食物を薦めているが強要はしていない。これもこの区画が鷹おう揚ように開かれている証拠だろう。

　しかしそれでも、自律で稼動し喋ったり思考したりするＡＩの姿は一切見られなかった。

「ここからは歩きだから」

　走り去ったバスを見送ると、アカリはそう言って遠くを指差した。

　ディーヴァがそれを追うと、区画を抜けた先、そびえる大きな丘の上にやはり石造りの建物がいくつか見て取れた。

　あそこが父親がいる病院なのだろう。

「……ここを抜けていくの」ディーヴァはやや緊張した面持ちで尋ねた。

　アカリは頷いた。

「せっかく病院の外に出たんだから。お父さんにおみやげ買っていくの」

　急いでいるんだけれど、とは言えなかった。へそを曲げられても困る。

「……じゃあ、私から離れないで」

　言ってディーヴァはアカリに手を伸ばした。ここではぐれるわけにはいかない。

　しかしアカリはそれを「子ども扱いしないで」と断り、あたりをきょろきょろと見回して歩き出した。

　仕方なくディーヴァははぐれないように距離を詰めて追いつつ、ドレッサー──立体映像装置による拡張現実服──の機能を再確認した。問題なく機能していた。

　ニーアランドから出るとき、お客様にばれないように、ドレッサーでマスクに帽子、おまけに眼鏡をつけて、地味めの服装に着替えていた。ちらちらと、「もしかして」という視線を送ってくる人たちはいたが、結局は声をかけられることなく園外に出て、バスに乗ることができた。

　ネイチャーブロック。

　ディーヴァもやってくるのは初めてだった。




　基本的にディーヴァの普段の活動はニーアランドの園内、それも自らのライブに関わるステージや楽屋などの往復に限られ、園外に出ることはめったにない。取材なども園内に限り応じてきた。「ニーアランドでしか本物のディーヴァには会えない」という特別感が経営側の方針だからだ。

　外に出るときはいずれも公式ではなく例外的な場合で、例えばこの十数年だと何度かＯＧＣに出向いて大がかりなボディの部品の交換を行ったことと、ニーアランドを経営する会社のかつての大株主の何回忌だかに出向いてその邸宅で追悼の歌を歌ったのみだ。

　これまで最も遠くにいった外出は、約四十年前。

　世間には秘密裏に行われた、グレイスがメタルフロートの管理ＡＩとして入島する直前のレセプションだ。だがそのときも行き来はニーアランドの車の送迎付きであり、ディーヴァが自らの足で歩いた園外は、レセプションが行われた研究所だけだった。

（知識では知っているけど、初めて見るものばかりだわ）

　アカリの後をついていきながら、ディーヴァは当たり前の感想を持った。

　アイカメラを数度横に流しただけで無数の初見のものが飛び込んできた。生のままの野菜や果物。乾燥させた肉類などの保存食。客が値引き交渉している古着屋。店先で髪を切っている床屋。いずれもニーアランドでは見られないものだ。自動的にネットにアクセスが行われそれらの情報が参照された。

　これまで情報でしか知らず、ディーヴァが体感したことのない人間の暮らしだ。

　はぐれないようにしながらもきょろきょろとあたりを見回していると、アカリも同じようにきょろきょろしていることにディーヴァは気付いた。大通りから狭い通りに入り込もうとし、そこがすぐに行き止まりだと気付いて元の道に戻る、ということを二度三度と繰り返していた。

　結局一番大きな目抜き通りに面した店で、工場生成ではあり得ないまだらの色をした、形が不ふ揃ぞろいのリンゴをいくつか買ったアカリに、ディーヴァは尋ねた。

「もしかして、初めて来るの？」

　途端にアカリは慌てた様子を見せた。

「そ、そんなことないもん」

「じゃあ何回目？」

「…………。……二回目」

　いじけたようにアカリは口を尖らせた。

　訊けば今朝ニーアランドに向かう際に初めて通ったのだという。

「いつもはお父さんのお世話があって、病院にいるから」

　言い訳のようにアカリが言った。

「あなたがお世話を？　毎日？」

「なによ。いけないの？」

「……いいえ。立派なことだと思うわ」

　するとアカリは、ふふんと胸を張った。

「お父さんはすごいんだから。今でもいろんなえらい人がお話を聞きにくるんだから」

「何のお話？」

「知らない。難しいお話。でもとにかく、すごいのよ」

　ニーアランドでアカリに事情を聞いた際、ＡＩ研究者であるアカリの父親はすでに一線を退いたと言っていた。とすれば偉い人とはおそらく、かつての同業者や研究に関わりのあった者たちだろう。

　バグが写っていた画像は古かった。正確な年代はわからないが少なくともここ最近のものではなかった。もしかすると、その偉い人とやらもバグの存在を知っているのだろうか。

（バグは父親の研究を手伝っていた……？）

　ＡＩがＡＩ研究者の研究を手伝う。それは珍しいことではなくむしろ必然だ。

　しかし今の状況に説得力のある理由がディーヴァには類推できなかった。

　最も高い可能性としてシスターズの稀き少しよう性が挙げられるには挙げられた。シスターズは個体数が少ない。研究したがる研究者はいるだろう。

　例えばシスターズのボディを直接解析して研究するために、アカリの父親がバグを発生させるウイルスをディーヴァのボディに忍び込ませることに成功し、その結果バグが父親に会いにいった……？

　無理筋だ、とディーヴァは演算した。シスターズのボディに何の痕跡も残さないウイルスプログラムを組める実力があるくらいなら、そんな危険を冒さずとも堂々と開発元であるＯＧＣの研究チームに加わり、正式にディーヴァを呼び寄せてボディを直接解析すれば良い。ＯＧＣは諸もろ手てを挙げて歓迎するだろう。

　そしてなにより、それではバグとの約束があるから手術を受けないという父親の言が宙に浮いてしまう。

　認めたくはないが。

　やはりバグは、何らかの目的を持って自発的に動いている。

「あ、ハルさんの新曲……！」

　突然アカリが喜色に富んだ声を上げた。

　出会ってから初めて顔をほころばせ、リンゴを売っていた店の裏手、狭い路地を少し奥に入ったところに駆けていった。

　ディーヴァははぐれないようすぐに後を追った。

　そこの店先にはコレクターズアイテムとして知られる音楽ＣＤが並べてあった。

　薄暗い店内にはギターやキーボード、バイオリンなどの古いモデルが鎮座していた。弦や松まつ脂やになどの消耗品が乱雑に並べられ、恰かつ幅ぷくが良い体格の人であれば横向きに歩かなければすぐになにかを落としてしまうだろうくらいには狭かった。

　一番奥では中年の男の店主が、店先で喜んでいるアカリに目も向けずにタブレットで何かをやる気なさそうに見ていた。

　楽器屋兼音楽メディア販売店。ディーヴァはそう判断した。

　アカリが店先で見ていたのは、データ販売のみが主流のこのご時世に珍しい、ミュージックメモリスティックだった。おまけなのかなにかの紙媒体が同封されていた。

　ハルが率いるSeason.5の新曲だった。

「今日、発売日だったんだぁ」

　アカリは並んでいるうちの一つを嬉しそうに取り上げて、胸に抱いた。見れば紙媒体は直筆のサイン色紙とフライヤーだった。メモリスティックの物質メディアといい、「手作り」が売りのSeason.5らしい販促だとディーヴァは納得した。

「……彼女たちのファンなの？」

　ディーヴァが尋ねると、はしゃいでいるところを見られたことを取り繕うようにして表情を変え、しかし否定せずにアカリは頷いた。

「デビューしたばっかりのとき、病院のホールでイモンのライブをしてくれたの。メンバーのみんなと握手してもらったんだから」

　慰問。やはりSeason.5らしい活動だ。

「彼女たちのどこがいいの？」

　言ってから、失礼な言い方だったとディーヴァは気付いた。

「……ふーん。そっか」

　案の定アカリは眉をひそめた。

「ハルさんたち、今ニーアランドのステージに立ってるんだっけ。なに、ライバルのつもり？」

「ごめんなさい、そうじゃないの。純粋に興味からの質問なの」

　噓ではなかった。

　ファンであるというなら、人間である彼女たちのどこに惹ひかれたのか訊いてみたかった。

　しかしアカリは明らかに信じていない様子で、「ふーん」と繰り返した。

　そして続けた。

「ＡＩのあなたにはわかんないんだよ」

　ディーヴァはぴたりと動きを止め、じっとアカリを見た。

「……あなたにはわかるの」

　当たり前でしょ、とばかりにアカリは頷いた。

「ハルさんたちはね、すっごくがんばってるの。がんばって、ようやくあんな大きなところでライブができるようになったの。歌だってどんどんうまくなってるし、病院に来てくれたときよりずっとかわいくなった。あなたは、はじめからニーアランドにいたんでしょ。はじめからうまかったんでしょ。そんなのずるいでしょ。知ってるんだから」

「…………」

　ずるい。

　その言葉を受け止めるには、深い沈黙がディーヴァには必要だった。

「あたしはお父さんが大好きだし、すごいと思ってるけど、ＡＩの研究だけはやめてほしかった。体壊すし、あなたみたいなのに誘惑されるし。あたしは、ＡＩなんてだいっきらい」

　強く言ったアカリの声に、不意に賑にぎやかだった周りの喧騒がわずかに静まるのをディーヴァは知覚した。

　数人が足を止めたり会話を止めたりして、視線をアカリに向けていた。

　理由はすぐにわかった。

　ここはネイチャーブロックだ。ＡＩの話題に関しては敏感なのだろう。

「あの、お客さん」

　いつの間にか奥にいた男店主が近付いてきて、窺うかがうように声をかけてきた。

「すみません。何でもありません。大丈夫です」

　迷惑だったかと判断したディーヴァは軽く頭を下げた。

「いえ、そうではなく……あの、ちょっと話し声が聞こえてしまったんですが。もしかして、ディーヴァさん、ですか？」

「えっ」

　驚いたディーヴァとアカリの声が重なった。

　男店主は得心顔で頷いた。

「やっぱり……！　その、ここじゃ何ですから中へ入ってもらえますか。騒ぎになってもいけないので」

　ＡＩがいるとわかるとやはり騒ぎになってしまうのだろうか。ディーヴァはおとなしく従った。

　アカリの買い物の会計をしている最中、男店主はちらちらとディーヴァを見てきた。なにか考えている所作だ、とディーヴァは判断した。

　会計が済むと男店主は言った。

「失礼かとは思うんですが、お顔を見せてもらっても良いですか？」

「……ええと」

　ディーヴァは躊躇ためらう表現をして視線で理由を尋ねた。

「ファンなんです」

　ディーヴァは返答に驚いた。後ろでアカリが面白くなさそうに顔を歪めた。

（……お客様。こんなところにもいるなんて）

　ディーヴァは躊躇わずにイヤリングを触ってドレッサーを操作した。帽子はそのままでいいだろうと判断し、マスクと眼鏡の立体映像を消した。

　男店主の顔が笑顔に変わった。

「本物だ……こんなところにいるなんてあり得ないと思ったんですが、声を聴いていや絶対そうだよなと思って」

　なるほどとディーヴァは頷いた。

　さすがに声までは加工していなかった。同時に声で気付いてくれたことが嬉しかった。

　ディーヴァはステージ用の、よりはっきりとした笑みを浮かべた。

「気付いてくださってありがとうございます。ですが、このことは内緒にしてください」

「お忍びってやつですか」

「そんなところです」

　そうですか、と男店主は笑みを深めた。

「うちは親の代から音楽関係の仕事をしてましてね。特に親父があなたの大ファンで。もしよろしければ、サインを頂けませんか？　親父が大切にしてたあなたのＣＤがあって」

「ＣＤですか？」

　ディーヴァは反射的に問い返した。

　ディーヴァの歌はデビューしたての最初期、それもほんの数曲しかＣＤになっていない。その頃に音楽メディアとしてのＣＤはほぼ根絶されたからだ。ファンの間ではプレミアがついていると以前スタッフが言っていたのを聞いたことがあった。

　こちらです、と男店主は奥に続く狭いドアに入っていった。

　こんなことをしている場合ではないとディーヴァの回路は演算したが、同時にこのような場所でせっかく巡り合えたお客様の願いを無下にすべきではないとも演算された。

　最初期のＣＤを今でも保管してくれている。熱心なファンだ。

　ディーヴァはアカリの様子を窺った。アカリは「勝手にすれば」とこぼして面白くなさそうな顔をしていたが、ディーヴァが奥に向かうとあとからきまり悪そうについてきた。

　ちらちらと薄暗い店内を見ていた。どうやらその暗さが怖いようだった。

　奥はガレージを改装した作業場のようになっていた。

　色々な楽器や工具などがそれぞれ一まとまりに置かれ、床には木き屑くずが散っていた。楽器の修繕も手がけているようだ。

「これです」

　壁に寄せてあった棚から男店主が取り出したのは、ディーヴァの二枚目のＣＤだった。

　ライブでは中盤に差し込まれることが多かったもので、ディーヴァの声をサンプリングした音声を一部楽曲に組み込み、それに重ねるようにして歌った幻想的な曲だ。

　ジャケットには今と全く変わらないディーヴァの顔がプリントされていた。ディーヴァは丁寧にそれを受け取った。ＣＤ自体も手にするのは数十年ぶりだった。

「……懐かしいです」

　以前の記憶を想起することが人間で言う「懐かしい」ことだろうと学習していたディーヴァはそう呟いた。

　この曲を歌っていた頃は毎日ライブを行っていて、いずれも即時完売の満席だった。

　ライブ以外のときも、自室の見学ツアーや握手会などのファンサービス、次々と増える新しい楽曲のインストールとその調整、多数のメディア取材など、朝の稼動から夜のスタンバイ状態になるまで常に動き続けていて、スケジュールは分刻みだった。

　男店主に渡されたペンで、ジャケットの表の自分の顔にかからない場所にサインを書いた。

　そして受け取ったときと同じような優しさで、それを渡した。

「ありがとうございます。親父も浮かばれます」

　言いながら握手を求めてきたので、ディーヴァはそれを慣れた手つきで握り返した。

　言葉の意味をコミュニケーション回路で演算し、適切な表情を浮かべた。

「その、お父様は」

「はい」

　男店主はディーヴァの手を握ったまま苦笑気味に笑った。

「かなり前に。お袋は去年でした」

「……そうですか」

　残念だ、とディーヴァは声を落とした。

　できれば直接、このＣＤを渡してあげたかった。

　つまらなさそうにしていたアカリだったが、このときばかりは表情がわずかに気落ちしていたものになっていた。父親の状況があるのだろう、死という現象に対して敏感なのかもしれない。

「親父とお袋は若い頃バンドをやってて、そこで出会ったんですよ」

「そうなんですか。素敵ですね」

　ディーヴァは素直に頷いた。

　音楽によって結びついた関係にディーヴァは好印象を持っていた。ディーヴァのニーアランドでのライブをきっかけに出会ったカップルから何度かファンレターをもらったことがあった。いずれも感謝と幸せで溢れている文面だった。

「二人ともミュージシャンとしては芽が出なかったんですが、結局音楽からは離れられなかったみたいで。親父は音楽関係のイベント会社の社員、お袋はクラシックギターの先生になって。僕が子どもの頃、楽器が遊び相手でした」

　そうですか、と再び頷いたとき、ディーヴァは違和感を覚えた。

　男店主はまだディーヴァの手を握っていた。

　握手にしては長すぎた。

「僕が十歳くらいのときだったかな」

　ぎり、と男店主の握力が上がるのがわかった。

「親父があなたのライブを見にいったらしくて。行く前は機械に音楽ができるかって馬鹿にしてましたけど、帰ってきたときにはもうハマってました。それからずっと家ではあなたの曲が流れてました。この曲も飽きるほど聴かされましたよ。ずっと鳴ってるから、夢にも出てきたくらいです。親父は会社でＡＩのイベントを強引に推し進めるようになって。ちょっと異常でしたね。──まるであんたの信者みたいだった」

「あの……」

　異常を察したディーヴァは怪訝な表情を浮かべた。しかし言葉は止まらなかった。

「会社から追い出されてあんたがいる遊園地に社員として入ろうとしたらしいですよ、落ちたみたいだけど。お袋が俺を連れてここに来たのはそんときです。まあ耐え切れませんよ、あんなにＡＩミュージックＡＩミュージック叫ばれたら。だからって人型ＡＩがいないこんな古くせぇとこに来なくてもとは思ったけどな」

　ディーヴァは手を離そうとした。

　が、男店主は逆に引っ張り返し、そのままディーヴァの腕を掴み、顔を寄せてきた。

「わかるか？　俺がこんなカビ臭ぇところで、だせぇ連中相手にビンテージもんだって噓ついてパチモン楽器売って飯食ってる理由が。全部てめぇのせいだよ、鉄くず」

「……っ！」

　ディーヴァは必死で手を振り払おうとした。しかし振り払えなかった。

「俺はな──」

　男店主は手に持っていた、先ほどディーヴァがサインしたＣＤを高く掲げた。

　そしてそれを思い切り地面に叩きつけた。

　がしゃんと音がしてあっけなくケースが砕け、中のＣＤが転がった。ディーヴァのイメージカラー、薄青の盤だった。「きゃっ！」とそれまで後ろで黙っていたアカリが悲鳴を上げた。

「ずっとてめぇの前で、こうするためにこれを取っといたんだよ……！」

　喉の奥に響くような声と共に、男店主はＣＤを踏みつけた。

　二度。三度。体勢が崩れ、ディーヴァはようやく男店主から離れた。それでも男店主はＣＤを踏みつけ続けていた。

「あのクソも浮かばれるだろうよ、サインまでもらってやったんだからなあ！　満足かよクソが！　クソがぁ！」

「……っ」

　ディーヴァは動けずに、地面に向かって叫び続けるその光景を見ていた。

　ケースからこぼれ出た自分の顔のプリントが破れ散り散りになっていった。写った白い頰の部分についた土の色が目立っていた。当時のスタッフがこだわってレコーディングのテイクを重ねたＣＤが半分に割れていた。踏みつけられた。

　やがて動きを止め、息を切らした男店主の顔には汗が浮かんでいた。ぼさぼさの髪が垂れ下がり、その隙間から目が覗いていた。

　ディーヴァは気け圧おされたように後退し、男店主から目を逸らさないまま、後ろ手でアカリの感触を探った。

「てめぇの歌はなあ……」

　ふらついた男店主の手が、置いてあった工具に伸びるのをアイカメラに捉えた瞬間、ディーヴァは叫んだ。

「表まで走って！」

　走り出すアカリの足音を聴覚センサーで把握しながら、ディーヴァは近くにあった棚を無理やりに引っ張り倒した。すぐにアカリのあとを追って走り出した。

　ガン！という工具で棚を激しく叩く音が聞こえてきた。

　店内に続くドアを叩き閉め、ディーヴァは表に走った。

「てめぇの歌は、俺にとっちゃあ、地獄だったんだよ！　てめぇは地獄だ、ディーヴァ！」

　喧騒の中に飛び込んでも、男店主の声はどこまでもディーヴァに響いていた。
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　たどり着いたそこは、正確には病院ではなかった。外観は古い病院そのものだったので、大人に訊いても大半は病院だと答えただろうが。

　そこはホスピスだった。

　終末期医療を行う場所で、病気などの根治を目的とはしていない。ＱＯＬ──Quality Of Life──を重視し、残された時間をいかに穏やかに、いかに幸福に過ごすかを追求するための施設だった。

「……これ。お父様に」

　中に入る前に、ディーヴァはリンゴがたくさん入った紙袋をアカリに差し出した。

　あのあと、ネイチャーブロックの端の店でディーヴァが買い直したものだ。無理もないが、アカリは買ったリンゴをあの店のガレージに放り出してきてしまったらしい。さすがにネイチャーブロックといえど電子マネー決済だったため、ニーアランドの認証で問題なく払うことができた。

「お詫わびというわけじゃないけど。ごめんなさい。怖い目に遭わせて」

「……何であなたがごめんなさいするの」

　アカリはその後の道中、静かにだがはっきりと恐怖に怯えていた。ディーヴァが繫いだ手をしっかりと握り返して離そうとしなかった。ネイチャーブロックを出てしばらく経ち、後から誰も追いかけてきていないことがわかってから、ようやくきまり悪そうに手を離した。

「あなたが悪いわけじゃないでしょ」

　言いながらもアカリはリンゴを受け取った。

　そして聞こえるか聞こえないかの声で、「……ありがとう」と呟いた。

「でも、調子にのらないで。ちゃんと説明してもらうから。お父さんをこれ以上誘惑したら許さないから」

「だから、そんなことしないわ」

　ふん、とそっぽを向いてアカリは先導した。

　慣れた様子で入口のスロープを登り、自動ドアをくぐるその背中に、ディーヴァはふと問いかけた。

「アカリさんはリンゴが好きなの？」

「あたしは食べない。お父さんと、あとみんなが好きなの」

「みんな？」

「看護師さんとか、隣の部屋のお婆ちゃんとか」

「……そう。じゃあ、アカリさんはよく泣くの？」

　ばっとアカリは振り向いた。

「なによ。あなただって怖がってたじゃない」

「そういう意味じゃないわ。ただ、泣く方なのかなって」

「泣かないわ。ここで泣いたことなんかないもん」

　そうだろうな、とディーヴァは頷いた。




　３０７号室。

　個室だった。木目調のフローリングに、薄緑のカーテン。ベッドの横にはソファが置いてあり、部屋の隅には作業デスクと椅子が備え付けてあった。

「お父さん、ただいま。起きてる？」

　ベッドは天井からのカーテンで仕切られており中が見えなかった。

　アカリはタブレットやストレージが置かれている作業デスクに紙袋を置き、そっとカーテンを引いた。

「────」

　ベッドに寝ていた老人を見て、ディーヴァは言葉を失った。

　瞬時に演算を繰り返し、過去のデータに存在するプロフィールファイルの画像に加齢予測を加え、それとほぼ変わらない顔であることを確認した。

　ディーヴァはこの老人のことを知っていた。以前に会ったことがあった。

「冴木博士……」

　冴木タツヤ。

　グレイスがメタルフロートに入る前、所属していた医療施設兼研究所の所員。グレイスを送り出すレセプションで出会った。会話はなかったが、グレイスのそばにいたため会釈を交わしたはずだ。

　データが正しければ、今年で六十七歳になる年齢のはずだったが、それよりもはるかに老けて見えた。

「お父さん」

　アカリは声量を上げるのではなく、しゃがみ込んでむしろ声は抑え、顔を近付けて囁くように再度呼びかけた。

「…………」

　ゆっくりと冴木の目が開かれた。わずかに黄濁しているそれが、顔の皺よりも手首の細さよりも、ディーヴァに時間の流れを自覚させた。

「おはよ」

　アカリが微笑んで言った。これまでで最も優しい声だった。

「……おはよう。朝からどこにいってたんだい」

　老人特有のくぐもった響きで冴木は言った。するとアカリはばつ悪そうにした。

「話を聞きたくて。呼んできちゃった。……ごめんなさい」

　アカリが視線でディーヴァを示したので、ディーヴァは仰向けに寝ている冴木の視界に入りやすいように一歩ベッドに近付いた。

　目が合うと、わずかに冴木の目が見開かれた。

「……ヴィヴィ」

「……？」

　口からこぼれた単語をディーヴァは聞きとがめた。

　ヴィヴィ。

　それは数十年前にディーヴァが名乗っていた通称だ。しかしＡＩ命名法が成立し、一般公募から選ばれたディーヴァという名称が名づけられて以来、呼ぶ者はいなくなった名前だ。

　どうしてその名前を呼んだのか。

　ディーヴァはわかりません、の意思表示として眉根を寄せた。

　そして驚いた。その様子を見ている冴木の目には先ほどとは比べものにならないほど力がこもっていた。人間であれば冴木が若返ったと錯覚していたかもしれなかった。

　やがて、ふっ……とほんのわずかに冴木の口から吐息が漏れた。

　その瞬間、元の寝ている老人の姿がそこにあった。

　確認するような響きで冴木が言った。

「……ディーヴァ、だね」

　ディーヴァは頷いた。

「はい。ご挨拶させていただくのは初めてです」

　その言葉にアカリが驚いて弾かれたようにディーヴァを見た。しかしディーヴァは冴木から目を逸らさなかった。

「ご無沙汰しております。覚えてらっしゃいますか」

「……ああ。あのときの、パーティ以来だろう。変わりないね」

「おかげさまで」

　社交辞令を返すと、「ちょ、ちょっとまって」とアカリが慌てた。

「お父さん、あの人だよ。あの画像の。は、話したことないの？」

「お話しするのは今が初めてですね」

　ディーヴァが先んじて言うと、冴木もゆっくりと頷いた。

「え、まって。だって……だって」

　なにを考えているのか、アカリは混乱した様子でディーヴァと冴木を交互に見やった。

「そ、そのパーティって!?　なにをしたの!?」

　少し演算してディーヴァは言った。

「お別れ会よ。私の妹が、博士のお世話になったから」

「……ほんとに？」

　アカリはディーヴァにではなく冴木に尋ねた。冴木はまたゆっくりと頷いた。

「えぇー……。だって……マンガに……」

　だから何のマンガだとディーヴァは検索しようとしたが、それを押し留めた。どうでも良かった。

「博士。私はアカリさんにあの画像を見せてもらってここに来ました。お訊きしたいことがあるんです」

「なにきくつもり。何のつもり？」

　すぐにアカリが食ってかかった。ディーヴァは宥めるように微笑んで言った。

「大丈夫よ。アカリさんが心配しているようなことは、なにもないから」

　それでもアカリはぶちぶちと不満を──なにに対するものかは知らないが──言っていたが、冴木がそれとなく促すとようやく怒気を収めたようだった。

「お父さん、なにかあったらすぐに呼んでね」

　最後にそう念押しし、警戒の視線をディーヴァにぶつけて、紙袋を持って出ていった。

「……すまなかったね。あれは、僕を守っているつもりなんだ」

　言いながら冴木はわずかに微笑んでいたが、ディーヴァはそれに笑みを返さなかった。

「冴木博士」

　ディーヴァは緊張を声に滲ませて言った。

「あの画像は、いつどこで撮られたものですか」

「…………」

　見つめてくる冴木の目からはなにも読み取れなかった。ディーヴァは続けた。

「私の中にはあの画像の状況の記録が存在しません。ログを徹底的に洗い直したところ、私が製造されてからの数十年で何度か記録のない日時があることがわかりました。さらにその期間、私のボディが勝手に稼動しているということも。間違いなくウイルスによるバグです。私はそれを駆除しなくてはいけません」

　冴木は動かず、口を開かなかった。ただ黙ってディーヴァを見つめていた。

「アカリさんから、博士は私との約束から手術を拒否されているとお聞きしました」

「……あれはそんなことまで喋ったのかい」

　しょうがない子だな、と冴木は呟いた。

「けれど私にはあのパーティ以来、直接にせよ通信にせよ博士とコミュニケーションを取った記録はありません。もちろんパーティのときにはそんな約束などしていません。博士。あなたは私のボディの統制権が奪われているとき──つまりバグであった私と接触しましたね？」

　不意に断続的に咳き込むような音が聞こえた。ディーヴァは訝しんだが、それは冴木が笑っている声だった。

　声を抑えようとして、涙腺が弱くなっているのか目の端に涙が滲んでいた。

「……なにか？」ディーヴァは尋ねた。

「……失礼。実にＡＩらしい論理的な会話だと思ってね。つい子どもの頃を思い出して笑ってしまった」

　ＡＩらしい、という単語が普段より皮肉げにディーヴァに聞こえ、ディーヴァはわずかに眉をひそめた。

「ご不快ですか」

「……いや他意はないんだ。むしろそういった会話には慣れている。職業柄ね。気にしたのなら謝るよ」

　いえ、とディーヴァはかぶりを振った。

「バグであった私は、私のボディを使ってなにをしたんですか。何故博士とそんな約束を？」

「その点は君を誤解させてしまったな。まさかあれが君を連れてくるとは思っていなかったのでね。正確には、約束などではないんだ。僕が一方的に思っているだけでね」

　冴木はゆっくりと手を動かし、とても大切なものに触れるようにして、自らの胸に触れた。

「生まれつき心臓が悪くてね。ペースメーカーなしでは生きられない。今ここに入っているのは古い部品を使ったペースメーカーなんだ。とっくに耐用年数を超えている。けれど交換する気はないんだ。──かつて君が、届けてくれたものだから」

　その言葉に、ディーヴァは身を乗り出した。

「私が？　バグのことですか」

「そうだ」

「バグの──いえ、バグを作成した者は誰です。なにが目的なんです。どうすればボディから削除できるか、博士は方法をご存知ありませんか」

「……そのことを口外しないのが、それこそ彼女との約束でね。答えることはできない。そもそも詳しくは、僕も知らないんだ」

「答えてください。私は、私のボディは、なにをしているんですか……！」

　気付けば声が荒くなっていた。

　こんな状態では今夜のステージに立つことなどできない。

　いや、そもそも。

　歌で、お客様を幸せにすることが自分の使命であるならば。

『てめぇは地獄だ、ディーヴァ！』




　──今の自分が、歌ったことによってお客様を不幸にしていたことがある自分が、頑張っている人間を差しおいて、ステージに立つ資格があるのか？

　──バグの正体がわかったところで、自分はステージに立てるのか？




「お願いします……お願いします……」

　ディーヴァは深く頭を下げて繰り返した。

　気付けば視界がエラー表示で赤く染まっていた。演算処理異常を告げるコードだった。論理的な思考演算ができていない通知だ。製造されて初めて見るエラーだった。

　内部回路が馬鹿になってしまっているなら、せめて、せめてボディだけでも無事に、使命に忠実な確固たる変わらない機能を示していなくてはならない。

　バグはそれを脅かす存在だ。

　沈黙があった。しかしそれがなによりも雄弁な言葉として、ディーヴァには捉えられた。

　やがて冴木が言った。

「……答えることはできない」

「────」

　繰り返された冴木の言葉は、頭を破壊する鈍器のような重さでもってディーヴァに届いた。

「わざわざ足を運んでもらったのに申し訳ない。どうかわかってくれ」

「…………」

　頭を上げたディーヴァは自分が泣きそうな表情を作っていることを自覚していた。

　エラー表示は止やむことなく続いていた。

　無数のそれを、視覚を確保するために最小化しアイカメラの映像の隅に置き、部屋を出ようとディーヴァは背を向けた。会釈をするべきだとコミュニケーション回路が訴えてきたが、無視した。

「会えて良かった。一言お礼が言えなかったのが確かに心残りだった。今の僕があるのは君のおかげだ。……ありがとう」

　一方的な冴木の別れの言葉に、ディーヴァは悔しさで歯嚙がんだ。

　今欲しいのはそんな意味のわからない情報ではなかった。

　意趣返しというわけではなかっただろう。

　だが、そのときディーヴァは冴木に忠告すべき情報を想起すると同時、精一杯敵意を込めた声で言った。

「アカリさんのことで、一つお願いがあります。……彼女を、解放してあげてください」

「……どういう意味かな」

「彼女はＡＩです」

「よくわかったね」冴木は薄く微笑んだ。「いや、当然か、君もＡＩだ」

「普段人型のＡＩに接しているなら人間であっても一目で見分けがつきます」

　ニーアランドのスタッフは、『そりゃ、僕たちより君とかなっちゃんの方がその子にとっていいだろうけど』と言っていた。

　ＡＩの迷子であれば同じＡＩに任せた方が良いと判断していた言葉だ。

「ＡＩなんか大嫌いだと言っていました。彼女に人間として振る舞わせていますね？　消化機能がないから食べ物をなるべく食べないように、涙が出ないからなるべく泣かないようにプログラムしても、現実の人間との齟齬から起きるノイズは彼女に負担として蓄積します。ＡＩが人間のように振る舞うのは──」

　ディーヴァは、これは誰のことを言っているんだと自覚しながらも、言葉を続けた。

「ＡＩが人間のように振る舞うのは、毒でしか、ないんです……っ」

「……何故だい？」

「人間には、なれないからです……ＡＩは使命に生きるものだから……！」

　アカリと同じようにディーヴァの目に涙はなかった。泣くことはできなかった。

　それを聞いた冴木は穏やかに微笑んでいた。

　とても温かな笑顔だった。




「──わかっているよ。君たちは、そうでなくてはいけない」




　冴木の目は確かにディーヴァを捉えていた。しかしそれはまるでずっと遠くを見ている目のようだった。

「あの子は、僕の子ではないよ。数ヶ月前までここに暮らしていらした老夫婦が購入したＡＩだ。事故で亡くなった娘の代わりにね。人間のように振る舞って両親が穏やかに暮らせるようにと、使命を受けていた。老夫婦が亡くなって、廃棄になるところを僕が引き取ったんだ」

「……であれば、そこで彼女の使命は終わりです」

「彼女の使命は特定の親の後を追って廃棄になること──死ぬことではない。人間のように振る舞って両親が穏やかに暮らせるように尽くすことだ。これは君から……もう一人の君から、教わったことだよ」

「…………」

　ドアがノックされ、返事を待たずに「おわった？」とアカリが入ってきた。

「どうしたの」

　会話が絶たれた沈黙が気になったのかアカリが尋ねた。手にはやや歪に皮が剝かれたリンゴが載った皿を持っていた。

　ディーヴァはなにも答えずに辞そうとした。

　すると冴木が呟くように言った。

「ディーヴァ。僕は、あのときの自分の行動を後悔してはいない。彼女を愛したことは後悔などではない。けれど、君を恨んでもいない。この年になって、ようやくそう思えるようになった。あのときの君と──そして彼女は、確かに使命を果たしたんだ」

　やはりなに一つ、ディーヴァにはその言葉の意味がわからなかった。




４




「そうか……わかったよ。大丈夫、立体映像による演し物の準備は済んでいるから。あとはお客さんへの告知だけだ」

「……申し訳ありません」

　ディーヴァは深く頭を下げた。監督はもう一度、大丈夫だからと励ますように言って出ていった。

　ニーアランドのディーヴァの部屋。

　陽がとっくに陰った十八時。ライブ開始まで残り一時間。

　ホスピスから戻ってきたディーヴァは、視界にポップアップし続けるエラー表示と戦いながら、ＡＩとは思えないほどの頼りない足取りで自分の部屋に向かった。

　そして無駄なあがきだろうと理解はしていたが、部屋の端末にボディを接続し、セルフチェックを行った。

　結果は異状なし。バグは存在しないとの結果だった。

　ディーヴァはその時点で監督に連絡を取った。通信で済ませようとしたが、監督が直接会いたい旨を告げ、部屋までいくと言ったので、大人しく部屋で待つことにした。

　おそらく監督は自分の目でもう一度はっきりと確かめたかったのだろう。部屋に来た監督は、ディーヴァを一目見た瞬間に察したようだった。いつもの柔らかく微笑んでいる表情を、ディーヴァはどうしても作ることができなかった。

　今夜のライブに立つことはできませんと告げるとき、その声が震えないようにすることだけで精一杯だった。

　監督が去ったあと、部屋に残されたディーヴァは鏡の前に立った。

　表情を除けば、外見上は正常に稼働しているときと変わらない自分がそこにいた。

　しかし内部はまるで違った。視界はエラー表示で埋め尽くされ、その演算に圧迫されてしっかりと歩けないほど運動回路の制御が疎かになっていた。

　そしてどこに存在しているかもわからないバグという爆弾を抱えている。

（自分の都合でステージを休んだ……）

　製造されて六十年強。初めてのことだった。

（でも……今はこれで良かったのかもしれない）

　混乱を続ける思考回路の中で、ディーヴァはそんな演算結果を出していた。

　全ての原因がバグにある。それは間違いない。バグさえ存在しなければ、今頃ディーヴァはステージ裏でいつものルーチンに従い、ライブの最終チェックをスタッフと共に行っていたはずだ。

　しかし今となっては。

　もしも仮に先ほど行ったセルフチェックの結果、バグが発見され、それを一バイトも残さず削除できたとしても。

　ディーヴァは今夜、ステージに立つ自信がなかった。

　自分の使命は、人類のため、歌でお客様を幸せにすること。

『あなたは、はじめからニーアランドにいたんでしょ。はじめからうまかったんでしょ。そんなのずるいでしょ』

　しかし人間は、頑張っているものに惹かれるという。

　自分にはそれができない。

『てめぇは地獄だ、ディーヴァ！』

　自分の歌で不幸になった人がいる。

　もしもそれがあの店主や、店主の母親だけでなく、他にも存在するとしたら？

　いや、これから自分が歌うことで、不幸な人を作り出してしまうとしたら？

「……っ」

　思考がまとまらず、なおも増え続けるエラー表示に、ディーヴァはわずかに呻いた。

　たまらず、アーカイブにアクセスした。

　ボディが見る視界の外部情報を入れなければ、ほんのわずかでも回路の負荷は軽くなるからだ。

　世界が夕景の音楽室に変わり、ディーヴァのアバターが出現する。

（そういえば……いつから私のアーカイブはこのテクスチャだったのかしら）

　この音楽室のテクスチャは、もうすでに数十年間使い続けている見慣れたものだ。しかし最初は、もっと無機質なものだったはず。ログをしっかりと精査しないとわからないが、自分が変更した記憶は思い出せる範囲で存在しなかった。

　もしかしてこれも──

（いえ……今は……）

　疑心暗鬼する回路をディーヴァは慌てて押し留めた。これ以上、負荷をかけるわけにはいかない。

　誰も存在しない音楽室をディーヴァは見渡した。

　多数の譜面や楽器がいつもと変わらず立ち並んでいた。

（皮肉ね）

　ディーヴァは自嘲気味に力なく微笑んだ。

　譜面は実際の楽譜が並んでいるわけではない。ディーヴァがデータを参照するときにアクセスするウィンドウのようなものだ。楽器もテクスチャが存在する以上、触れるという動作をアバターが行えば音は鳴るのだろうが、ディーヴァはどの楽器も一度も弾いたことはなかった。

　読まれることのない譜面。

　弾かれることのない楽器。

　音が鳴らない音楽室。

　この空間にいる使命を果たせない──モノたち。

　ディーヴァは前方に置かれているピアノに向かった。

　今まで一度も弾いたことはなかったが、せめて音を出してあげようかと思いついたのだ。

（……？）

　そのとき、ディーヴァはあるものに気付いた。

　ピアノに設置してある備え付けの譜面台。普段であればなにも置かれていないそこに、一枚の紙片が──正確に言えばそのデータが──まるで手紙のように立てかけてあったのだ。

（これって……）

　見覚えがあった。

　昨夜ディーヴァが現実のボディで実際に文字を書いたサインカードだった。

『あなたは、なにをしているの』

　ディーヴァが投げかけた問いがそこにあった。

　まさか、とディーヴァはサインカードを手に取った。

　そしてなにかを願いながらそれをひっくり返した。

　そこには、こう書かれていた。




『余計なことは気にしないで、いつも通り心を込めて歌いなさい』




　ディーヴァはそれを二度三度と読み返した。

　見慣れた字だった。ディーヴァ自身の筆跡と全く同じだった。

「ふ……」

　思わず、声が震えた。自然とカードを握り潰していた。

「ふざけないでよ！」

　怒りのままの叫びが音楽室に反響した。

　当然自分が書いたものではなかった。バグだろう。

　いったいいつこのデータを残したのか。演算して、すぐに答えが出た。

　現実世界でカードに問いを書いてから、確かに一度意識が途切れた。ＣＭたち相手に大立ち回りをしたときだ。

　おそらくあのとき、バグはアーカイブに潜り、この返事のデータを残したのだ。

「余計なこと？　よくもそんなことが言えるわね！」

　ディーヴァは虚空に向かって怒鳴った。

　返事など期待していなかった。ただ出てくるままに声を荒らげた。

「全部あなたのせいでしょ!?　あなたがいなければアカリちゃんは私に会いにこなかった！　私が冴木博士と再会することもなかった！　あなたがいなければ、私はこんなに悩まずに……！」

　違う、とかろうじて稼働している論理回路が訴えてきた。

　バグが今のディーヴァの悩みを知るはずがなかった。バグがカードの返事を残したのはおそらくＣＭたち相手に暴れたときだ。それ以降一度も意識は途切れていない。

　バグはディーヴァがアカリと会ったことを知らない。冴木博士と会ったことを知らない。「余計なこと」とはおそらく単純にバグ自身のことだ。

　しかし。それでも。

　ディーヴァは叫ばずにいられなかった。

「──？」

　そのとき、ふと通知がディーヴァの視界に飛び込んできた。

　現実世界からのアクセスだった。誰かが部屋に来たようだ。

「……っ」

　ディーヴァはもう一度カードを睨みつけてから、思考回路が冷却するのを待った。そして十分に落ち着いたと判断してから、アーカイブへのアクセスを解いた。

　瞬間、エラー表示で埋め尽くされた視界が戻ってきた。

　部屋の通信端末に通知が出ていた。

　ディーヴァは視界のエラー表示を片端から格納しつつ、端末にアクセスした。

「はい。どちらさまですか？」

「あたしです。開けてもらえますか」

　声と同時に、端末に話者のプロフィールがポップされた。

　ハルだった。

　ディーヴァがドアのロックを解錠した途端、ドアが全部開く間ももどかしいというように、ハルが身体を滑り込ませてきた。

「どういうことですか」

　ハルはディーヴァの眼前まで迫って言った。

「今日のステージ、立てないって。立体映像による演し物をやるって、さっき監督が」

「そのままの意味です」ディーヴァは精一杯に普段通りの声で言った。「今の私では、完璧なパフォーマンスをこなすことが難しいんです」

「何ですかそれ……！　確かに事故はありましたけどボディは問題ないんでしょう!?」

「昨日言った通り、内部回路の問題なんです」

「だからって、代わりに立体映像による演し物なんて……！」

　ハルは明確に憤っていた。

　その理由はすぐに推測できたので、ディーヴァは頭を下げた。

「申し訳ありません。確かに私の判断が遅れたせいで、演し物になった可能性はあるかもしれません。そうでなければ、もしかしたらハルさんたちに代わりにステージに立ってもらうというプランが経営陣から──」

「そんなことはどうでもいいんですよ！」

　え、とディーヴァは怪訝な表情を浮かべた。

　ハルはステージに立つことを熱望していたはずだ。

「教えてください。内部回路の問題って何なんですか。メンテナンスじゃどうにもならなかったんですか？」

「それは……」

　ディーヴァは言葉を濁した。説明などできないと演算したからだ。

　しかしそれではハルが引き下がらないとも演算された。それほどにハルの言葉は、声は、強いものだった。

「……私の歌では」

　ディーヴァは必死に言葉を探して言った。

「お客様を、不幸にしてしまうんじゃないかと、思って……」

「…………」

　懺ざん悔げするように言ったディーヴァの言葉を、ハルは怪訝そうな表情で受け止めていた。

　しかしディーヴァの様子を見て、その表情がはっきりと、苦痛のそれに変わっていった。

「……あたしがアイドルになったのは、ここのメインステージに立つためです」

　やがてハルが言った。

　その声には、悔しさが滲んでいた。

「立ちたいと思うきっかけになったのは、あなたなんです、ディーヴァさん」

　え、とディーヴァは声を漏らした。

「ちょうど十年前の四月十七日。Ｆの一番、通路脇の席です。お客さんのデータは保存してあるんですよね？」

　確かに保存はしてあった。が、特定の常連客を除きそのデータの保存先はニーアランドの端末の中だ。ディーヴァは部屋の端末にアクセスし、言われた日付に保存してある来場者データを参照した。

　戸倉ハル。七歳。

　まだあどけない顔の女の子がそこにいた。

「あたしの七歳の誕生日に、両親が連れてきてくれたんです。一番端の席だったけど、楽しかった。『Home, sweet home』は客席にも動物たちがきてくれたから」

　Home, sweet home.

　ここ二十年、大トリを飾っているディーヴァの楽曲。

「なにより、ディーヴァさんの歌に奮えたんです。将来、絶対にこの人みたいにこのステージに立って、お客さんを感動させてやるんだって」

「────」

　啞然と、ディーヴァはその声を聞いていた。

　ハルの表情は、その感動したという想い出とは裏腹に、やはり苦痛に満ちていた。

「あたしは、ここのステージの歴史を汚したくない。ここのステージは人の人生を変えられるほどの魅力があるんです。その魅力を求めて、今日のお客さんはチケットを買ったんです」

　ハルの目が潤んでいた。

　それを誤魔化すように、ハルは背を向けた。

「立体映像の演し物を馬鹿にしてるわけじゃありません。でもそれだけじゃここのステージの、あたしが体験した魅力には届かない。今からでも監督に交渉して、あたしたちがステージに立ちます」

　そう言って、ハルは歩き出そうとし──その足を止めた。

　続く声は、ほんのわずかに震えていた。

「……ディーヴァさんから、そんな言葉、聞きたくなかったです」




「──待ってください」

　気付けばディーヴァは、背中にそう声をかけていた。

　ハルの言葉が内部回路を駆け巡っていた。

　同時に、今さっき参照した幼いハルのデータに引きずられるように、部屋の端末からこれまでの来場者のデータがディーヴァの中に流れ込んできた。

　六十年と二千万人を超えるデータ。




　ハルとその両親のように、子どもの誕生日のお祝いとして来てくれたお客様がいた。

　新婚旅行のイベントの一つとして選んでくれたお客様がいた。

　新婚旅行から五十年経ち、その記念として同じ席を取ってくれたお客様がいた。

　日々の支えとして日常的にやってきて、しかし変わらず涙を流してくれたお客様がいた。

　海外から来てくれたお客様がいた。

　初めての音楽ライブに選んでくれたお客様がいた。

　閉鎖する学校の、最後の修学旅行のイベントに選んでくれたお客様がいた。

　プロポーズする勇気が欲しくて来てくれたお客様がいた。

　見学ツアーの際、涙ながらにその感動を目の前で語ってくれたお客様がいた。

　ステージに感動を受け、後にニーアランドのスタッフとなってくれたお客様がいた。

　両親に内緒でお小遣いを貯ため、子どもながらに幼い弟を連れてきてくれたお客様がいた。

　毎年、初めてステージを観た日に、その感動を改めて手紙に綴つづってくれたお客様がいた。

　短くない歌詞を覚え、こちらの煽りと共に一緒に歌ってくれたたくさんのお客様がいた。

　お客様が、いた。




　ディーヴァは、いつの間にか視界のエラー表示が綺麗に消えていることに気がついた。

　あれだけ混乱していた思考回路や論理回路が正常に動作していた。

　視界の隅、チェストの上のカードが目に入った。

　あのカードの裏には現実ではなにも書かれていない。

　しかし確かにバグからのメッセージがアーカイブには残されていた。

『余計なことは気にしないで、いつも通り心を込めて歌いなさい』

　そして表に書いた自分の問い。

『あなたは、なにをしているの』

　ディーヴァは自然と笑った。

　まるで自分に叱られたようだった。

「……どうしたんですか」

　笑みの気配がこぼれたのか、言葉を待っていたハルが振り返って言った。

　先ほどまでとは違うディーヴァの表情に、怪訝な表情を浮かべていた。

「ハルさん」

　ディーヴァは笑みを深めて言った。

「申し訳ありませんが、今日ハルさんたちがステージに立つことはできません」

「……確かに時間はないです。でもどうせステージ内容を変更するなら、開演時間を多少後ろにずらしてでも──」

「違います」

　ディーヴァはハルの目を見た。そして言った。




「私が、ステージに立つからです」




「────」

　ぽかん、とハルは言葉を失った。

　しかし笑みを浮かべているディーヴァを見て、やがて呆れたように笑った。

「そうですか。なら、とっとと準備してください。お客さんへの内容変更の告知、もう始まっちゃってますよ」

　言ってハルは部屋を辞そうとした。

「ハルさん」

　その背中に再びディーヴァは声をかけた。

　しかし中々言葉が出てこなかった。人間で言うと、恥ずかしいという感情がこれに当てはまるのかもしれないと、正常に稼働している回路が訴えてきた。

「何ですか、もう。時間ありませんよ」

「えーと……」

　やがて意を決してディーヴァは言った。

「ハルさんは、今、幸せですか？」

　問われたハルは少し驚いた表情でディーヴァを見てきた。

　そしてにやりと笑った。

「もしかして、ディーヴァさんの歌で、私が幸せになったかどうか、不幸かどうかを知りたいんですか？」

「…………」

　ディーヴァは誤魔化すように少しそっぽを向いた。とても真正面から見られなかった。

　ハルはそれを見て意地の悪い笑みを深めた。

　そして、ふん、と馬鹿にするように言った。

「あたしたちSeason.5の来場者数、わかってますよね？　今までの合計じゃあとても勝てませんけど、一回あたりの人数はもうディーヴァさんより上なんですよ？　そんだけお客さんが来てくれてるんです。幸せに決まってるじゃないですか」

　ひらひらと手を振って、ハルは今度こそ部屋から出ていった。

「ありがとう」

　ドアが閉まる瞬間、ディーヴァはそう言ったがリアクションは返ってこなかった。おそらくは聞こえていただろう。

　ディーヴァは早速監督に連絡を取ろうと通信回路を開いた。

　が、そのときふとあることがログから想起された。




『……ヴィヴィ』




　冴木博士はディーヴァを見てそう呟いた。

　ディーヴァと名付けられて以来、名乗ることがなくなった昔の自分の通称。

　もしかしたらバグは、自らをそう名乗っているのか……？

「……わかってる。余計なことは気にするな、でしょ」

　ディーヴァはそう呟き、通信回路を監督に繫げた。

　バグに対して、まるで友人のように言ってしまったことに、自分でも呆れながら。




≪了≫



















あとがき




「──ちょっと悩んでることがありまして、相談に乗っていただけませんか？」




　どうも、はじめましての方ははじめまして。そうでない方はお久しぶりです。長月達平です。

　このたびは『Vivy prototype』の二巻にお付き合いくださり、ありがとうございます！　二巻を読んでくださっているということは、一巻の内容もすでに読破されているものと考え、この一冊の執筆者ではない長月があとがきを担当している事情についてもご存知かと思います。

　この『Vivy prototype』というシリーズは、オリジナルテレビアニメーションである『Vivy -Fluorite Eye’s Song-』の原案小説という形で出版されております。

「原案小説とは何ぞや？」と思われる方もいらっしゃるかと思いますが、原案小説とは読んで字の如く、アニメの原案となる小説と受け取っていただいて構いません。この作品はプロトタイプの名前通り、アニメの脚本として揉まれる前の『Vivy』という一作品となっています。

　ただし、それはアニメと比べて未熟であるとか、未完成であることを意味しません。このプロトタイプはプロトタイプで小説として、一つの作品としてエンディングまで完成しています。

　ただ、アニメとその原作を楽しまれる熱心な読者・視聴者の皆様は知っているかと思いますが、アニメというものは原作の作品を『そのまま』アニメ化するものではありません。アニメならではの絵や声、音楽など様々な要素と演出が合わさり、初めて一本のアニメとして成立します。そのためには原作では冗長だった部分を削ぎ落としたり、逆に原作では行間で済まされた部分をより深く描いたりといった取捨選択、演出の妙というモノが試されます。

『Vivy』という作品においても、原案小説とテレビアニメーションはそういう関係性を目指しました。あくまで『原案』と銘打つため、世に数あるアニメと原作の関係と比べると、よりその違いや変化は顕著なものかもしれません。ヴィヴィやマツモトの設定が違う。関わるキャラクターとの関係性、エピソードの決着、事件の内容さえも異なっているかもしれません。

　原作とアニメの両方を楽しむ上で、一種の楽しみ方に「違いを楽しむ」というものがあるかと思います。そういう意味だと、この原案小説とアニメの違いは、その「違いを楽しむ」という一点において突出していると思います。ぜひ、見比べ読み比べ、違いを堪能してください。

　そうすることできっと、あなたをより『Vivy』という世界へ引き込んでくれることでしょう。




　さて、「原案小説とは何ぞや？」という内容についてお話ししましたが、ここからは短い紙幅を使って冒頭の一言、あのぽっかり浮いた文章についてお話ししたいと思います。

　あれは２０１６年の冬、長月が人生的にも大きな一仕事を終えた頃、我が盟友『梅原・英司』氏からいただいたメッセージになります。別作品ですが、長月の作品において多大な恩のあった梅原さんからのお誘いに、長月は何の疑いもなくうきうきと出かけていきました。そして新宿の居酒屋で待ち受けていた梅原さんと、今回の仕掛け人であるWIT STUDIOの和田さんに言われたのです。




「ＡＩと歌をモチーフにした作品を考えているんですが、長月さんならどうします？」と。




　あれから早くも四年以上が経過し、一つの作品を作るというのは何とも大変なものだというのを改めて実感しながら、コツコツと『Vivy』という物語に打ち込ませてもらいました。

　アニメに先駆けて、まずは一本のシリーズを完結まで描いておくという荒業。

　聞いたときは「面白い！」と手を打ちながらも、実際に書くのは自分たちだったと気付いて「騙された！」と嘆く日々を乗り越え、『Vivy』はついに日の目を見ました。

　アニメをご覧になってくださった方は、目を奪われる映像美と心を奪われる音楽を堪能されてくれたでしょうか？　ぜひ、小説も最後まで読み解き、物語に耽溺してください。

　アニメに関わった全ての人が、「面白い」に妥協しなかった結果があると胸を張れます。

　そしてこの場を借りて、あの日、居酒屋に呼び出して罠にかけてくれた梅原さんと和田さんに、良い作品作りに関わらせてくれてありがとうと、そうお伝えしたいのです。

　ただ、執筆に必要になったモンスターエナジー代は経費で請求させてください！




　などと、『Vivy』に関わった経緯を赤裸々に話す間に紙幅が尽きてまいりました。ここからはお世話になった皆様への謝辞へ移らせていただきたいと思います。

　まず、何はなくとも『Vivy prototype』を一冊の本にするにあたり、多大なご苦労をおかけした担当編集の佐藤様に感謝を。原稿自体は初稿があることを口実に、作業をとにかく待たせてしまい、本当にご迷惑をおかけしました。ですが、挿絵案の打ち合わせなどのたび、本の感想を聞かせてくださるやり取りがモチベーションを大いに高めてくれました。ありがとうございます！

　イラストのloundraw様も、キャラクターデザイン含め、作品世界を彩る淡いタッチの絵柄に、毎回毎回胸を躍らせて堪能させていただきました。小説であっても、絵の力とは絶大なものです。まずは一巻二巻、ありがとうございました！　この先も、シリーズ完結までお力お借りします！

　そしてエザキシンペイ監督はもちろん、アニメーションスタッフの皆様に多大な感謝を。居酒屋から始まった『Vivy』のお話ですが、「面白いアニメを作る」というゴール地点に辿り着くために、皆様のご協力なくして成立しなかったことは言うまでもありません。このあとがきの時点では、アニメも小説も戦っている最中、どうぞ最後までよろしくお願いいたします！

　それからWIT STUDIOの和田様、大谷様、アニプレックスの高橋様と、アニメ作り上げる上で欠かせないプロデューサー陣の皆様には、小説とアニメの本読み等々、その他様々な場面でも本当にお世話になりました。本当に、本当に感謝に堪えません。

　そして何より、『Vivy』という作品世界に巻き込んでくれた梅原様に、大いなる感謝を。梅原さんとはお会いした当初から、好きなモノ、好きな物語の方向性が近かったこともあり、とにかく楽しく創作論を交わすことができました。『Vivy』という作品も、まさにその結実と思います。

　今後の『Vivy prototype』においても、最後まで何卒よろしくお願いいたします！




　最後に、この『Vivy prototype』を手に取り、あとがきへ辿り着いてくださった読者の皆様へ、最大の感謝をお伝えします。『Vivy』に触れるのは小説とアニメ、どちらが先だったでしょうか？　ぜひとも、小説とアニメ両方を楽しんでください。それが『Vivy』を最大限に楽しむコツです！




　それでは！　長々としたあとがきに最後までお付き合いありがとうございました！

　また次なるシンギュラリティポイントで、皆様とお会いできるのを楽しみにしております！

　最後まで読んでいただき……いえ！　ご清聴ありがとうございました！




長月 達平
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